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　ロレンドルは不機嫌だった。

　今年、五〇歳になるこの男はエルラ機関商を束ねる組合の会長である。エルラ機関のない生活など考えられない現在、その権力は国王以上と噂うわさされる。そして、国王は殺害された。今や宰さい相しようと並んで実質的に国を動かす権力者である。

　下腹部はぼこっとでっぱり、少々たるんでいるが、精せい悍かんな顔に鋭するどい目のおかげで太っているというより恰かつ幅ぷくがよいというレベル。

　そのロレンドルが腕を組み、額に深いシワを刻んだ難しい顔をして部屋の中をゆっくりと輪を描いて歩いている。

　と、ノックの音が響いた。足を止めたロレンドルは唸うなるような低い声で応じる。

「入れ」

「失礼します」

　入ってきたのはミーガンである。黒髪は斬きれ味の鋭い刃物のようにスパッと切りそろえられていた。エルラ機関商組合商兵部の部長だ。

「お呼びでしょうか？」

　隙すきのない動きでドアを閉めると、ミーガンはロレンドルに真まっ直すぐな視線を向けた。

　ロレンドルは机の向こうに回り込んで腰を下ろす。机の上には書きかけの書簡があったが、ロレンドルはいら立った仕草で紙を破き捨てた。

「どうなっているのだ？」

　ロレンドルは右の拳こぶしを左手で包むようにして机に置き、ミーガンを見た。平静を装っているが、声こわ音ねには隠しきれないいらだちが混じっている。

「順調に進んでいます」

　ミーガンは表情を動かさずに答えた。

「順調……だと？」

　対するロレンドルのこめかみがピクッと動く。

「たった一振りの剣を手に入れるだけで、これほど時間がかかっているのが順調だというのか？」

「はい。所在はわかっていますので、時期を見計らって――」

　いきなりドンッと大きな音がミーガンの声を遮さえぎった。ロレンドルが拳で机を叩たたいたのだ。

「あの若わか造ぞうはレーネディアを目の前にしながらみすみす見逃したというではないか！　つまらぬ美学とやらに酔っている場合か？　状況はわかっていような？」

　ミーガンはロレンドルの激しい口調にも表情を変えない。

「あの若造め！　目をかけてやった我ら機関商組合を忘れて思い上がりおったか。どれだけ援助してやったと思うのだ。今の地位にいられるのが自分の才能だと思ったら大間違いだぞ」

　デュラン様はご自分の力で宰相に認められたというのに。

　ミーガンはそう思ったが、口に出しては別のことを答えた。

「デュラン様に限ってそのようなことはありません！」

　冷静に受け答えしていたつもりだが、ミーガンの声には感情が混ざっていた。

　ロレンドルはミーガンを一いち瞥べつすると、ひとりごとのように続ける。

「これくらいのお使いがこなせんとは、見込み違いだったか……。やはり、女だな」

「すでに次の手を打っております。すぐに――」

「もうよい！　商兵を動かして大剣を手に入れるまでだ。もはや一いつ刻こくの猶ゆう予よもない」

「しかし！」

　ミーガンは机に手をついて身を乗り出した。

「いいか、これは命令だ」

　ロレンドルはすでに決定したことだという口調で言い放った。さらに言葉を加える。

「おまえが兵を率いて大剣を奪ってくるのだ」

「――私……が、ですか？」

　ミーガンの表情は予想もしないことを言われて強こわばっていた。

「そうだ。それくらいはできるはずだ。用兵の面でもおまえは優秀だという報告を受けている」

　ロレンドルは机の上にあった書類をつかむと、突きつけた。

「ちょうどいい。開発部がヨルクの技術を使った新型の武器を作った。実戦試験をしてこい。無駄にする時間も金もない」

　ミーガンは唇くちびるをかむと、吐き捨てるように言った。

「わかりました、お父様」

　そして、かかとを鳴らして一礼すると、ロレンドルに背を向け、部屋を後にした。

　苦り切った顔をしたロレンドルは音を立てて閉まったドアをにらむと、いらだたしげに机に平手を叩たたきつけた。
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「まだついてくるか？」

　汗で額にぺたっとくっついた前髪をわずらわしそうにかき上げたレネは、横を歩く小柄な少女に尋ねた。

　顔があらわになったレネをぽおっと見つめていたメイロンは慌てて耳を澄ませ、がっくりと肩を落とす。

「……来てますよぅ」

　メイロンのつぶやきの遙はるか彼方かなたから、誰だれかが呼ぶ声が聞こえてきた。

「……待ちなさーい……おーい……待って……さい――」

　レネの耳にも切れ切れの呼び声が届き、うんざりした顔をする。

「まったく、おかしなヤツに目をつけられたわね」

　前を行く長身のティナがからかうように声を上げる。

「勘弁してくれよ……」

　ため息を吐き出し、レネは呻うめいた。

　追ってくるのはジャック・ジャックスだ。

　国王殺害犯として追われるレネを追って兵士を率いてきた近衛このえ隊長である。レードの町でレネを捕まえたものの、領主の娘ターヤの助けもあって逃してしまった。それだけでなく、借りた戦艦を壊され、部下もごっそりと戦闘不能になり、ジャックスはすごすごと引き上げたはずだった。が、懲こりもせず追ってきたのだ。

「この蒸し暑い中、暑苦しい方が、あんな熱い声で呼びかけてくるのって、気が滅め入いりますわね」

　足を動かすタイミングと息継ぎに合わせて声を出すシャル。心なしか、クルクルと巻いた長い金髪も元気がない。

　周囲は鬱うつ蒼そうとした森だ。

　六人が進むのは道なき道。

　陽光は生い茂った木の葉に遮さえぎられて地上まで届かない。足元は曲がりくねった根っこと緑の苔こけで覆われたじめじめとした土のせいで歩きにくいことこの上ない。しかも、登りを一時間以上歩き続けていた。シャルの息が上がるのも無理はない。

「いっそのこと、ちょっと行って足を止めてきたろか？」

　物騒なことを言うのはメイレンだ。すでに指の間に薄いナイフをひらめかしている。

「相手はひとりじゃないぞ」

「六、七人くらいやったら、うちひとりでもなんとかなるて」

　レネの指摘にも、追手の数を把握しているのか、メイレンは余裕だ。

「わざわざ仕掛けるまでもないよ。それより急いだ方がいい」

　男っぽい口調で冷静に言うと、ターヤは後ろを振り返ることもなく歩き続ける。ずっと第七王子の振りをしてきたターヤは今も男の格好のままだ。

「そろそろハイドの領地に入った頃ころだから気をつけた方がいい」

　レネたちが向かっているのは第五王子ハイド・マルト・バイヨンの城だ。ヨルク帝国と国境を接しているため、兵士が国境沿いを中心に山中を警備しているという。

　メイレンは不満そうにナイフを隠した。

「面倒は今のうちに断ち切った方がええと思うんやけどな」

「放ほうっておけばいい。あんなヤツ」

　ターヤの硬い声にシャルは楽しげな笑いを漏らした。もっとも息が上がっているので声は切れ切れだ。

「あら？　ずいぶんと、気にして、るんですのね」

「気にするわけない」

「イヤよイヤよも、好きのうちって、言いますからね」

「冗談じゃない！」

　ターヤはシャルを振り返って声を上げた。すうっと伸びた眉まゆが吊つり上あがっている。男の格好をして、剣を腰に吊つるしているので、かなりの迫力だ。

　が、シャルはひるむ様子を見せずに余裕の笑みを浮かべて言い返す。

「ムキになるのが怪しいですわね」

　険悪なふたりの様子を見たメイレンが、ニヤニヤしながらレネの脇わき腹ばらを肘ひじで突いた。

「やっとるやっとる。なんや、おもろいなぁ？」

「なにがだ？」

　レネは意味がわからないと聞き返す。

「まあ、ちょっとしたものの奪い合いやね」とメイレンはレネを見てニヤニヤした。

「おいおい、ケンカは止やめてくれよ」

「ケンカの元がこれやからなぁ……。張り合いないわなぁ。しっかりしいや、ホンマ」

　メイレンは小声でこぼすと、レネの背中を平手で叩たたいた。ぱあんと大きな音が弾はじける。

「なにするんですか、姉さん!?」

　食ってかかったのはメイロンだ。

「活を入れただけやん」

「そんなことしなくてもご主人様はピンピンしてます！」

「へえ？　確かめたん？」

「なにをですか？」

「なにって、レネはんが元気かどうかに決まってるやん」

　メイレンの視線はレネの股こ間かんに向いているが、メイロンは意味がわからずきょとんとしている。

「オレは元気だって。先を急ぐぞ」

　レネはあっさりスルーして歩き続けた。

「う～ん、おもろないなぁ。色気がないんか、興味がないんか……。もうちょっとなぁ」

　しかめっ面で唸うなるメイレンに、メイロンが釘くぎを刺す。

「ご主人様におかしなことしないでくださいよ、姉さん」

「もっとええ男になるのになぁ……」

「え!?　もっと？」

　メイロンの目が一瞬キラキラと輝いた。が、すぐにぶんぶんと首を振る。

「……だ、だめです！　ご主人様はこのままでいいんです!!」

「あんたも昔から頑固やからなぁ」

　呆あきれた声を上げると、メイレンはニヤニヤしながら指をヒクヒクと動かした。

「ま、そのうち。じわじわと……」

「いいから、なにもしないでくださいね！」

　メイロンが頬ほおを膨らませて姉に詰め寄ると、ジャックスの呼び声がまた聞こえてきた。

「それにしてもしつこいわね」

　ティナが背後を振り返ってつぶやく。それを見たメイレンが悪戯いたずらを思いついたようにニヤニヤ笑いを浮かべた。

「ええ方法があるで」



「上う手まくいったな」

　ジャックスたちの気配が遠ざかっていくのを確認して、レネは木こ陰かげから顔を出した。すぐにメイロンたちも身を隠していた木や地面から身を起こす。

　メイレンとメイロンがニセの足跡を作り、レネたちの隠れた跡を消したおかげで、ジャックスたちはレネたちを追っているつもりで突き進んでいったのだ。

「さて、今のうちに先を急ぐか」

　レネが動こうとすると、ティナが声を上げた。

「でも、このまま行くと連中の後を追うことになるわよ」

　確かにハイドの城へ向かう最短距離だが、同じ方向に行けば気づかれてしまう。

「そうだな。少し回り道するか」

　レネは左に向きを変え、緩やかな斜面を降り始めた。

「あ、待ってください、ご主人様！」

　メイロンが真っ先に後を追う。

　レネたちはレードの町を出た後、街道を真まっ直すぐ西に向かい、途中で山に足を踏み入れた。街道からハイドの領地に入るのはさすがに危険だと考えたことと、ジャックスが追ってくるのがわかったからだ。とにかく、これで懸念はひとつ減ったことになる。後は見つからずにハイドの城に入り、ハイドの立場を確かめる。これが現在のレネの目的だ。

「あの手紙、ハイドが送ったと思うか？」

　レネの言う『あの手紙』というのは、レネが王位継承の証あかしとなるバーンエルラの大剣を持っているという内容のものだ。それが王位継承順位九位であるレネより上の八人に届けられた。それを元に各王子たちは大剣を手に入れようと刺客を送ったり取り込もうとしたりと動いている。

「直接会ってみないとわからないわよ。色々な思惑があることだし」

　ティナはチラッとターヤを見た。

「……そうだね」

　ターヤは少し目を伏せて応じた。自分の母が剣を手に入れるために策を弄ろうしたのを指摘されたと思ったのだ。

「ま、ハイドを入れて、残り四人だ」

　そんな空気を察してレネが明るく言う。

「デュランも忘れないで」

「ああ、そうだったな」

　ティナの言葉に第四王子の自信に満ちた顔を思い浮かべ、レネはうなずいた。

　下生えの生い茂った斜面を降りていくと、先頭を歩いていたメイロンが立ち止まってひくひくと鼻を動かした。

「どうした？」

　レネが問うと、メイロンはぶつぶつとつぶやいた。

「……水の匂においがします、でも、音はしないし――」

　と、メイロンはハッと顔を上げる。

「きっと泉ですよっ！」

　言うなり、いきなり駆け出した。

「お、おい、気をつけろよ！」

　慌ててレネがメイロンの小さな背中に叫ぶ。

「大丈夫です、ご主人様！」

　メイロンの姿は倒木を飛び越えて、彼方かなたに消えた。

「どうする？」とレネはティナに訊きく。

「泉があるなら水の補給もできるから嬉うれしいけど……」

「私は水浴びがしたいですわ。汗でべとべとです。もちろん、その時はお兄様に私のすべてをご覧にいれますわ」

「レネは嬉しくないって顔をしているよ？」

　ターヤがレネを示して小さく笑みを浮かべる。男装のままのターヤは言葉づかいも男のままだ。一〇年も兄の代わりをしていたクセはそう簡単には抜けない。

「そんなことありませんわ。そうですわね、お兄様？」

「まあ、四日も体をふいてないからな」

　レネはそう言って腕で鼻の汗をふいた。

「……そういうことじゃありませんわ」

　シャルは不満そうな顔をするが、すぐに立ち直って首を振った。

「そういうすましたところもいいんですけど」

「結局、どういう反応でも問題ないんか。前向きやなぁ」

「当たり前ですわ。お兄様のすべてを愛しているんですから」

「そりゃ太っ腹やなぁ。どんな反応しても許すなんて、普通の人にはできんわ」

「それはそうですわ。私以外にお兄様に相応ふさわしい人はいませんもの」

　自信たっぷりに胸を張るが、すでにレネたちは背を向けて歩き出していた。

「ま、待ってください、お兄様！」

　シャルは慌ててレネの後を追いかけた。

　メイロンが飛び越えていった倒木は近くで見るとかなり大きく、倒れた幹の太さはレネの胸まであった。レネは助走もなくひょいっと登ったが、ティナは軽く勢いをつけてから幹に足をかけてよじ登る。

　続くシャルは足をかけたところでピタリと止まってしまった。勢いをつけたつもりだろうが、背中に荷袋を背負い、長弓銃を抱えた状態では体が重すぎた。足はズルッと滑り落ちてしまう。

「ほら」

　シャルの横を軽やかに駆け上がると、ターヤは上から手を差し伸ばした。

「結構ですわ」

　シャルはチラッと上目づかいにターヤを見ると、手を無視してもう一度幹に足をかけた。

　ターヤはその様子をおもしろそうに見る。手は引っ込めた。

「押したろか？」

　何度もやり直すシャルを見かねたか、メイレンが背後から声をかけた。

「いいですわ」

「そやけど時間がもったいないねん」

　メイレンはシャルの答えなどどこ吹く風とばかりシャルの尻しりに手をかけた。

「や、やめてくだ――きゃあっ！」

　メイレンは両手でシャルの尻をつかみ、思いっきり突き上げた。軽々と幹を越えたシャルは勢いそのままに反対側に落ちていった。ドサッと派手な音。

「あ、力入れすぎた？」

　メイレンが心配そうな声をかけるが、顔は笑っている。

「あ、あなたね、わざとでしょ!?　こんな屈辱的な思いをしたことありませんわ！」

　バタバタと顔についた土を払いながら叫ぶシャル。

　メイレンは笑いを抑えて幹に飛び乗ると、

「足手まといになってレネはんに嫌われないようにしたっただけやん。置いていかれてもええの？」としれっとした顔で言う。

「……そ、それは、困りますわ……」

「だったら、ここは文句を言うところやのうて、礼を言うところやろ」

「た、助かりましたわ。でも、次からはもっと丁寧にしてくださいます？」

　顔を真っ赤にして背を向けたシャルを見て、メイレンはまた笑いを浮かべた。

「意地が悪いんだね」

　非難するというより事実を口にしただけというターヤに、メイレンは肩をすくめた。

「うちはおもろいのが好きなだけや」

　そう答えると、ひょいと幹から飛び降りた。

　その間にレネは一足先に泉を見つけていた。

　鬱うつ蒼そうとした濃い緑に覆われた中に、ぽつんと丸い鏡のような水面がある。

「思ったよりでかいし、綺き麗れいな泉だな」

「そうね。凄すごく水が澄んでる」

　ティナは岸から泉の底をのぞき込んだ。数メタ先の水底まで見通せるほどだ。

「ところで、メイロンはどこに行った？」

　レネは周囲に姿が見えないのを不審に思って泉の縁に沿って視線を移動する。

「ご主人様～！　こっちですよーっ!!」

　メイロンが手を振っているのは対岸だ。

「いつの間にあそこまで行ったんだ？」

　レネは驚いて声を上げる。泉とはいえかなり大きく、対岸までは三〇メタ以上ある。あれだけ短時間で行けるとはいくら足が速いにしても考えられない。



    

  
    
      



    

  
    
      「水は美お味いしいですよ」

　メイロンはそう言うと、水面に向かって駆け出した。

「え？」

　レネが思わず声を上げる。

　水に飛び込むのかと思った瞬間、メイロンは水面を走り出したのだ。わずか数秒でメイロンはレネの前にやってきた。

「どうやったんだ？」

「簡単ですよ？　こう、足を前に出して、沈むより早く上げて、反対側の足を前に出して、沈むより早く前に出して……」

「できねえよ！」

　足を動かす仕草をしながら説明するメイロンにレネは突っ込んだ。

「適当なこと言うんやない。あれ使うたんよ」

　メイレンが示したのは水面に光る細い線だった。金属の糸のようなもので、それが泉の水面ぎりぎりを横断している。

「姉さん、ネタをばらしたらダメじゃないですかぁ」

　メイロンが頬ほおを膨らませて抗議した。

「手品やないんやからええやろ」

「姉さんができないからってひどいですよぅ」

「……こ、こんなことできんかっても他ほかにいくらでも方法があるねん！」

　珍しくメイレンがムキになって言い返す。

「へえ、意外だな」

「誰だれにでも得手不得手はあるもんね」

　レネとティナが姉妹を見比べるのに耐えられなくなったのか、メイレンは口をつぐむと背を向ける。メイロンは姉の背中を見てちょっと得意そうにレネに向き直る。

「それより、水浴びしませんか？　冷たくて気持ちよさそうですよ、ご主人様」

「それもいいわね。でも――」

　ティナがレネに意味ありげな視線を向けた。

「あ、ああ、オレは見張りして――」

　無言の圧力を感じて背を向けようとしたレネ。その腕をスッと取ったのはシャルだった。

「お兄様、私とふたりで泉に入って愛を確かめましょう。禁断の泉へ、さあ！」

「シャルさんはこっちですぅ」

「ちょ、ちょっとなにするのよ!?」

　メイロンに腕をつかまれたシャルはふりほどこうとしたがビクとも動かない。シャルはズルズルと引っぱっていかれる。

「お、お兄様～!?」

　手を差し伸ばして助けを呼ぶシャルをにこやかに見送った後、レネはティナに幹の向こうを示した。

「それじゃ、オレは向こうに行ってるからな」

「悪いわね。でも、見たら殺すから」

　そう言ってにっこりと笑うティナ。が、目は笑っていなかった。

　本気だ、こいつ。

　レネは強こわばった笑いを返し、乗り越えてきた倒木の反対側に移った。

　幹は完全に地面にめり込んでおり、下には隙すき間まはない。座ると、高い塀を背もたれにしているような感じだ。

　女たちの声を背にして、レネは落ち着かない様子で肩を揺すった。
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「殿方の格好をしているのに、あの胸はなんですの？　いかがわしい。あれでお兄様を籠ろう絡らくするつもりなんですわね」

　数メタ離れたところに立つターヤを横目で見て、シャルは自分の胸を見た。比べるのが虚むなしくなるほど平へい坦たんだ。

「ほなら、あんたも男装したらええねん」

「同じアプローチをするなんて、私にもプライドというものがありますわ」

　茶ちや化かして言うメイレンの提案を、シャルはふんと一笑に付す。

「つまらんプライドに邪魔されてる間に、レネはん落とされてまうで」

　メイレンは意地悪な笑いを浮かべた。

「お兄様はそんなに簡単に落ちませんわ。そこに攻略し甲が斐いがありますのよ」

「面倒なのが好きなんて物好きな人がいるもんね」

　ティナは肩をすくめて腰のベルトに手をかけた。短弓銃が収められたふたつのホルスターと、長剣が吊つるされたベルトはかなりの重量なのだろう。外すと、ティナはふうっと息を吐き出した。

「あなたもずいぶんと余裕ですわね。いいのかしら？」

「私が？　どうして？」

　ティナは目を丸くする。

「あなたもお兄様に想おもいを寄せているのではなくて？」

「そんなわけないでしょ」

「あら、そうですの？　私の見込み違いでしたかしら。残念ですわ。恋は障害が多い方が盛り上がるんですけれど」

「勝手に盛り上がってて。私は横で見てるから」

「わかりましたわ。私とお兄様がむつみ合う姿を見せつけてあげますわ」

「なるほど。見られて興奮するんやね」

「それって変態っていうんですよね！」

　メイレンの突っ込みにメイロンがポンと手を叩たたいた。

「ぶっ、無礼なっ！」

　シャルは顔を真っ赤にしてメイロンに平手を放った。

　メイロンはひょいとばかりに頭だけそらせて手をかわしてしまった。ほとんど無意識の動きだ。

　あっさりかわされてしまったシャルは空振りした手を隠すように、慌ててクルッと体を回した。

「さ、さすが素早いですわね――って、あなた、私の話をお聞きなさい！」

　メイロンはすでに服を脱いで下着だけになり、上着を丁寧に畳んで泉に向かって駆け出していた。ザバァンと盛大な水みず飛沫しぶきが上がる。

「え？　ごめんなさい。聞こえませんでしたぁ」

　水面から顔を出してメイロンが声を上げた。

「……も、もういいですわ」

　シャルははあっと大きなため息をついて視線を移すと、そこにターヤがいた。

　男装こそしているが、ターヤの体は見間違えるはずもないほど女性的だ。まだ膨らみかけたばかりのシャルの胸とは大違い。

「もうちょっとあった方がお兄様は振り向いてくださるのかしら……」

「心配せんでも、もうちょっとしたら大きゅうなるて」

「べ、別に心配なんかしてませんわ！」

　シャルはメイレンに憤然と言い放つと、泉の中に入っていった。

　メイレンは意地の悪い笑みを浮かべながら、ささっと上着とズボンを脱ぎ捨てて、下着姿で泉に飛び込んだ。

　三人から離れた水辺に座り、ターヤは水面を見ていた。そこにティナが歩み寄ってくる。ふたりともまだ服を着たままだ。

「かしましいな。あれが普通の女の子……か」

　ターヤはメイロンたちを見ながらつぶやいた。その目は羨うらやましそうな光をたたえている。叔父に殺された兄マーティンの代わりとして六年間も王子の姿で過ごしてきたターヤは、同年代の同性と遊んだ経験がなかった。

「普通かどうかはともかくとして、まあ、あれが女の子ね」

　ティナは苦笑すると、ターヤの胸に目をやった。その視線にターヤが気づく。

「どうした？」

「このまま王子で通すなら、泉を出る時にもっとしっかり胸を隠した方がいいわよ」

　ターヤは自分の胸を見下ろした。胸を押さえるために巻いていた布が緩んで、谷間がはっきりと出来ていた。

「王子が死んだってことは隠してるんだから、王子として旅してるからには王子になりきらないとマズいでしょ？　もうハイドの領地に入るんだから」

「……そうか。そうだね。ちょっと浮かれてたよ。ありがとう、ティナさん」

「ティナでいいわ」

「わかった、ティナ」

　ターヤはそう言うと、ティナに問いかけるような視線を向ける。

「泳がないの？」

「ちょっと考え事をね」

「考え事って？」

「ティナがどうしてレネと一緒にいるんだろうと思ってさ」

「なりゆきよ」

　ティナは大したことじゃないというようにフッと笑う。

「エルーランを助けるのが私の目的。偶然、レネの目的とあっただけ」

「それだけ？」

「他ほかになにかある？」

　ティナは不思議そうに聞き返すと、上着を脱いだ。

「先に水浴びするわね」

　ターヤは水辺に歩いて行くティナの背に向かって、ささやいた。

「やっぱり一番手強い相手みたいだね。気づいてないなんて……」

　ふっと視線を泉に向けたターヤはそこで動きを止め、立ち上がった。

　澄んだ水の下で、なにかが動いていた。



　レネはといえば、時折聞こえる女たちの嬌きよう声せいに耳を澄ませていた。

　気にならないと言ってしまえば、それはウソだ。今までだって気にしていないわけじゃない。ただ、状況がそれどころじゃなかっただけだ。

　が、今、もたれている倒木の向こうでは、みんなが無防備な姿で水浴びをしている。

　そんなことを意識すると、ますますのぞいてみたい気がする。かろうじて押しとどめたのは理性だ。

「……あいつ、マジに殺すな」

　ティナの表情を思い出し、レネは勢いよく首を振る。

　叫びが上がったのは、その時だった。

「どうしたっ!?」

　反射的に飛び起きたレネは倒木を駆け上がり、その上で立ちすくんだ。

　ティナが泉の畔ほとりで背を向けている。

　その背中に大きな傷跡が走っていた。創傷だ。右肩から尻しりの真上まで、なめらかな肌の上を斜めに駆け抜けている。背後から剣で切られたに違いない。

　あれをやったのはミーガンなのか？

　レネは商兵部長だという鋭するどい女の顔を思い浮かべた。ひょっとして『見たら殺す』という言葉の裏には、この傷があるのかもしれない。

　が、すぐに我に返る。状況はそれどころじゃなかった。

　ティナから一〇メタほど離れた水面から伸び上がった長い首。先せん端たんまでの高さはレネの身長の倍以上。長い首の先端には肉食の証明である鋭い歯の並ぶ口。人間を数人一度に飲み込めそうな大きさだ。巨大な黒い目はティナを見据えて微動だにしない。

「うわっ！　なんだ、こい――」

　レネは声を上げたところで慌てて口をつぐんだ。下着姿のメイレンが手を掲げて黙れと合図を送ってきたからだ。

「刺激したらあかん。ヴォルチや」

「ヴォルチってヨルクにいるモンスターじゃないの？」

　上半身裸のティナがレネに背を向けたまま、ささやく。

「山の向こうはヨルクや。こっちに来てもおかしないやろ。追われてきたんかもしれんし」

　メイレンがささやきながら、ゆっくりと動き、岸に上がろうとしたが、水の音を立てずに素早く動くことは難しい。かすかな音にヴォルチの目が反応する。

「……かわいくないわね」

　ティナがささやくが、強がりにしか聞こえない。



    

  
    
      



    

  
    
      「ってゆーか、憎々しいね」

　ティナの数メタ後ろにいるターヤもつぶやく。

「肉々しい？」

「確かに。でも、食べたくはないな」

　ターヤが強こわばった笑いを漏らした。

「向こうは食べる気満々みたいだけど？」

　ティナが言った瞬間、ヴォルチはもたげた鎌かま首くびをわずかに持ち上げた。

「来るっ！　逃げろっ!!」

　レネはティナに向かって駆け出した。同時に腰に吊つるした剣に手をかける。

　抜き放つと同時に鞘さやから白光がほとばしり、光の刃やいばが伸び出す。バーンエルラの大剣だ。

　それと同時に、レネは自分の感覚が広がっていくのを感じた。周囲の動きが手に取るようにわかり、すべての動きがゆっくりに感じられる。

　ヴォルチは手首ほどもある牙きばをむき出し、ティナに向かって首を振り下ろした。

　速い！

　レネは呻うめいた。今のレネでもそう感じたのだから、ティナには見えていないはずだ。

　レネはティナに向かって跳ぶと、腰を抱えた。さらに地を蹴けって横に跳ぶ。

　間一髪の差でヴォルチはかっと開いた顎あごを振り下ろした。

　背後でガツンと牙がかみ合う音を聞き、レネは背筋が冷たくなった。

　ターヤが逃げ込んだ岩陰にティナを下ろす。

「あ、ありが――」

　礼を言おうと口を開けたティナが真っ赤になって胸を隠す。

　服を着てると小さいなと思ってたけど、それほどでもないじゃないか。もちろん、ターヤほどじゃない。

　レネの脳裏にそんな考えがよぎったが、もちろんそれどころではない。

　獲物を見失ったヴォルチが巨体を動かして泉から這はい上がってきた。水を跳ね上げる音がザザザッと走る。

「どわっ!?　こいつ、足があるのか！」

　てっきりでかいヘビだとばかり思っていたレネは目を見開いた。しかも、二本や四本ではない。長い胴体にはかぎ爪づめの伸びた無数の肢あしがわさわさと蠢うごめいていた。それが思わぬスピードで移動する。

「気味悪ぃな……」

　顔をしかめた途端、甲高い悲鳴が上がった。

「いやぁぁぁぁ――っ!!」

　声の方を向けば、下着姿のシャルがヴォルチを見て震えていた。

　ヴォルチはシャルに狙ねらいを定めて動き出す。

　レネはシャルに向かって駆け、左腕で抱えると跳び上がった。濡ぬれた下着を通してシャルの体温が感じられた。

「……お、お兄様、虫が……虫がぁっ！」

「落ち着けって。肢あしは虫っぽいけど、虫じゃない。ちょっと待ってろ」

　大木の陰にシャルを下ろすと、レネは突進してくるヴォルチに向かって駆け、思いっきり地面を蹴ける。高々と跳び上がったレネはヴォルチの頭上で剣を振りかぶった。

「食らえっ！」

　叫んだ瞬間、いきなりレネの手から大剣が弾はじき飛ばされた。レネの視界の外からヴォルチの尻尾しつぽが飛んできたのだ。

　腕からもぎ取られたバーンエルラの大剣は、光を失ってただの不格好な短剣に戻って泉に落下する。

　空中でバランスを崩したレネも飛沫しぶきを上げて泉に突っ込んだ。

　ヴォルチは鎌かま首くびをもたげて背後を振り返ると、レネに狙ねらいを変えてきた。肢が器用に向きを変えて長い体を回転させる。

「ご主人様っ!?」

　悲鳴を上げながら水面を駆けてきたメイロン。ひょいと跳び上がると、細い針はり金がねがついたナイフを対岸の木に投げつけた。地面から斜めに上る針金に乗ってヴォルチの首に向かって駆け登ると、もうひとつのナイフを針金をつかんで振り回す。ヴォルチの首に向かって投げつけると首に巻きついて戻ってきた。ナイフをつかむと、そのナイフを今度は木に投げる。もう片方のナイフも反対側の木に突き立てた。

　針金で首を縛しばられる形になったヴォルチの動きが止まる。

「今のうちに――」

　メイロンが泉に落ちたレネに叫ぶ。

　しかし、稼げた時間はほんのわずかだった。すぐにヴォルチは首を振って食い込んだ針金を引っ張った。ナイフが引き抜かれ、自由になったヴォルチは動き出す。

　メイロンは足場にしていた針金が引きちぎられて、あえなく泉に落下した。

　レネは剣を探そうと泉に潜っていた。底にかすかに光る緑色の輝きを見つけ、剣をつかみ、水面に顔を出した途端、針金から逃れたヴォルチがレネに向かってきた。

「レネっ！」

　ティナが叫びを上げる。

　ヴォルチの進路にメイロンも浮かんできた。

　メイロンはレネに向かって泳ぎ出し、レネは潜れと合図を送る。

　その時、ヴォルチの頭が弾かれたようにのけ反った。その頭部に大きな矢が突き刺さっている。

　激しくのたうち回るヴォルチ。

　さらに数発の矢が刺さり、ヴォルチは咆ほう哮こうを上げて身を翻すと、森の中に消えていった。

　ずぶ濡ぬれになったレネは服をあちこち引き裂いた姿で岸に上がってきた。

「動くな」

　鋭するどい声と共に、レネたちに向けて複数の長弓銃が向けられた。
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　突然現れてヴォルチを追い払い、レネたちに銃を突きつけたのは第五王子ハイドの兵だった。

　武器を取り上げられたレネたちは兵士に囲まれて山道を登っている。足元は踏み固められており、人がよく使っているのがわかる。

「大丈夫？」

　ティナが小声でレネに尋ねた。

「なにが？」

「ヴォルチの尻尾しつぽに思いっきり打たれたじゃない」

「あれは尻尾だったのか……。全然見えなかったな」

　レネは悔しそうに舌打ちした。いきなり視界の外から攻撃を食らって泉に叩たたき落とされたのだ。

「あれは見えんかってもしゃぁないわ。うちも体の動きを見て、やっとわかったくらいや」

「それより、お体大丈夫なんですかぁ？」

　メイロンがメイレンを押しのけて訊きく。

「ああ、骨が折れてたら、こうやって歩けるわけないだろ」

「ご主人様、頑丈なんですねぇ」

　ホッとして、メイロンはようやく笑顔になった。

「それだけが取り柄だからな」

「そんなことありませんよ！　他ほかにもいっぱい取り柄はあります!!」

　メイロンの力いっぱいの断言にレネは苦笑した。そのついでに笑いながら背後のシャルに声をかける。

「それにしても、シャルが虫嫌いだったなんてな」

　シャルは顔を赤くして悔しそうにつぶやいた。

「……あのザワザワと動く肢あしがどうしても好きになれないだけですわ」

「まあ、あの大きさであの肢っていうのは、私もゾッとしたけどね」

　ティナも思い出して肩を震わせた。

「でも、あの時はお兄様のたくましい腕に抱かれている間に四通りの禁断の光景が浮かんできましたわ。兄と妹が雨に濡ぬれて冷えた体を互いのぬくもりで乾かしあううちに――」

「想像もしないでください！」とメイロン。

「あら、想像は自由でしてよ。他の三つもお聞きになる？」

「いいえ！」

「凄すごく興奮しますのに。お兄様も私の肌のぬくもりを感じましたでしょう？」

　シャルはレネの腕に体を押しつけてきた。

「離れてくださいよぅ！」

　メイロンが困った顔をするレネからシャルを引きはがそうとする。

　いつもの光景だ。

　山道は一時間ほど歩いたところで終わり、土を踏み固めた道に合流した。道幅五メタで、人の他ほか、馬や馬車が通った跡がある。道の左右は山に囲まれ、行く手には小さな町があるようだ。

　レネはティナの脇わきに行くと、小さくささやいた。

「なあ、背中の傷って――」

「見たのね」

　ティナは横目でレネを見た。声は矢のように鋭するどい。

「すまん。非常時だったからな」

　レネが正直に答えると、ティナはうつむき加減に訊きいた。

「……前も……見た？」

「い、いや、それどころじゃなかったな……」

　見たとも言えず、レネは口ごもってしまった。

「そうよね。どうせ見み応ごたえないから」

「そんなことないって。綺き麗れいだったぞ。こう、形も――」

　思わず手で形を作ってから、レネは我に返って動きを止めた。自分で白状してどうするんだ？　確実に殺されるぞと、レネは緊張した。

　が、ティナは顔を背そむけただけだった。

「……バカ」

　小さな声はレネの耳には届かなかった。

「あー、でも、誰だれもあの傷に驚いてなかったよな？」

「当たり前でしょ。一緒に水浴びくらいしたことあるわよ」

「そうか……そうだよな」

　レネは納得したが、思い直して首をひねった。

「でも、みんなには見られても平気なのに、どうしてオレだけ？」

「当たり前でしょ！　あなたは――」

「うるさいぞ」

　兵士の剣で背中を小突かれ、ティナは口をつぐんだ。

　さらに一時間ほど歩き続ける間に、馬車や兵士が何回も慌ただしく駆けていった。

「状況は緊迫してるみたいね」

　ティナが近くの兵士に声をかけた。しかし、答える者はいない。

「本当に緊迫してるみたいだな」

　緊張した表情を見て、レネは肩をすくめた。ふと前方の町を見ると、大きな建物が見えた。城だろうか？

「あれがハイドの城か？」

　レネが指さすと、兵士が一喝した。

「ハイド殿下とお呼びしろ！　それにあれはジールの町の塔だ。城はここから半日進んだところにある。覚悟しておけ」

「はいはい。どうせ行くつもりだったから探す面倒が省けるよ」

　レネは兵士に肩をすくめると、町へ続く門をくぐった。



　町の中は国境近くということもあるのか、物々しい雰囲気だ。ひっきりなしに剣や長弓銃を持った兵士が行き来している。民家はほとんどなく、兵士しかいないような印象だ。ただ、何軒かの店や料理屋、居酒屋は見えたし、威勢のいい商売のかけ声は聞こえてきた。

　そんな中をレネたちを囲んだ兵士たちは塔に向かっていく。

　塔の前には石造りの大きな屋敷があった。

　屋敷の前に大柄な男がいた。上半身裸で、滝のような汗を流しながら黙々と剣を振っている。単に大きいだけではなく、腕や背中には無駄のない鍛え上げられた筋肉が太い束になっている。

「ハイド様、こちらにいらっしゃったのですか」

　レネたちを連れてきた兵士がその男に声をかけた。どうやら、この男が第五王子ハイド・マルト・バイヨンらしい。

　報告を受けたハイドが汗をぬぐいながら振り返った。

　……おっさんじゃないか。

　振り向いたハイドにレネは驚いた。

　これまで会った王子から予想していたイメージがことごとく崩れる。デュランも武人という印象だったが、ハイドはそんなものではなく、ある意味、王の姿に一番似ているのかも知れない。年齢はデュランより下のはずだから、レネとは三歳くらいしか離れていないはずだ。しかし、顔立ちも体つきも二〇代半ば、いや、もっと上に見える。

　どういう育ち方をしたら、この年でこんな風になれるんだ？

　レネは感心するというより、呆あきれた。

「またヴォルチが現れたのか」

　そう応じたハイドの声は意外に若く、年相応だった。無精ヒゲが余計に年寄りに見せているのかもしれない。

「はい。まだ若い雄ですが、取り逃してしまいました」

「最近ヨルク側から移動してくるのが多いな。連中が追い出しているのかもしれんな」

「そのヴォルチが襲っていたのが、この者たちです」

　ハイドはレネたちの方に遠慮のない視線を向けて一回りした後、レネに目を止めた。

「おまえは？」

　ハイドは鋭するどい目でレネを見下ろした。レネも挑むように見上げて答えた。

「レネ・シャールだ」

「ああ、噂うわさの国王殺害犯か。ふうん……」

　なにか考えるようにレネの目から視線を動かさずにいたハイドは、ふっと口元を緩めると納得したような笑みを浮かべた。

「なるほどな。よし、行っていいぞ。武器も返してやれ」

「は？」

　思わず声を上げて驚いたのはレネだけではなく、兵士たちも同じようだ。

「し、しかし!?」

「こいつは犯人じゃないさ。そうなると俺おれと同じ王族の一員だ。捕らえるわけにいかないだろうが？」

　食い下がる兵士たちにハイドは簡潔に答えた。が、レネは不思議そうに聞き返す。

「どうしてオレが犯人じゃないって思うんだ？」

「心にやましいことがあるヤツは俺の顔をまともに見られん」

「やましくないヤツでもあんたににらまれたら逃げたくなるんじゃないか？」

　レネの言葉にハイドは豪快に笑った。

「おまえは視線をまったく動かさなかった。そんな根性の座ったヤツが親父おやじを殺すとは思えん。しかも、王位継承の剣などという物を持っているならなおさらだ。殺す必要がない」

「しかし、こんな簡単に逃がしてしまっていいのか？」

　レネが意外そうに訊きくと、ハイドの方が怪け訝げんそうな顔をした。

「おまえが殺やったのか？」

「違う！」

「なら問題ない。まあ、よしんば殺ったとしても、そんなことはどうでもいい。ここの状況はそれどころじゃないからな」

　そう言うと、ハイドは持っていた長剣を一振りしてワラの束に投げつけた。綺き麗れいな弧を描いた剣は切先からワラの束に突き立つ。

「ヨルクね」

　ティナが言うと、ハイドはうなずいた。

「そういうことだ。ヨルクの連中はいつこちらに侵攻してきてもおかしくない。侵略されれば王座などなんの意味もない」

「そんなにヤバい状況なのか……」

　レネは初めて知る事実に愕がく然ぜんとした。

　自分たちの国が攻め込まれる瀬戸際にあったなんて、今まで考えたこともなかった。

「だから、面倒にかまっている暇はないんだ」

　ハイドが手招くと、兵士たちが没収した武器を持ってやってきた。地面に置かれた大剣を拾い上げたレネはハイドに尋ねる。

「あんた、この剣のこと知ってるんだろ？」

「王位継承とか得体の知れん力があるとかいうな」

「欲しくないのか？」

「それじゃ訊きくが、剣ひとつでなにが出来る？」

「え？」

「剣だけでこの状況が変わるのなら別だが、ヨルクの侵略をそれだけで止められるのか？」

「いや、そういう意味じゃなくて、国王になるつもりは――」

「くだらん。俺おれのなすべきことは国を侵略から守ることだ」

　ハイドの答えは明確だ。

「一応、確認するんだが、オレがこの剣を持ってるってことを誰だれかに知らせたりしたか？」

「なるほど、あの手紙のことか」

「送ったのか？」

「勘違いするな。俺も受け取った口だ。うさん臭い内容だったから破り捨てた」

「違うんだな」

　そうなると、残るは第一、第二、第三王子、それにデュランだけだ。

「どうするの？」

　レネの内心を読んだようにティナが声をかけてきた。取り戻した短弓銃と長剣を腰に戻しながら、ティナは周囲を見る。

「本当のことを言ってると思うわ。この状況なら嘘うそをつく意味はないし」

「そうだな。時間がもったいないから、先に進んだ方が――」

「もう陽ひが傾いているぞ。寝床くらいは貸してやるから一泊していけ」

　ハイドは西の空にごつい顎あごをしゃくった。

「そういえばそうね」

　ティナも空を見て顔を曇らせた。陽が沈みかけているだけでなく、黒い雲がこちらに向かってきているのが見えたのだ。

「夜には雨が降るね。ちょうどいいから泊めてもらおう」

　ターヤも空を見ると、声を上げた。

「おまえは？」とハイドがターヤを見る。

「初めてお目にかかります。マーティン・レードです」

「ほう、あんたが第七王子か」

　ハイドはうなずいて、しげしげとターヤを見つめた。

「しかし、華きや奢しやだな。もっと食って訓練しろよ」

　そう言うと、ハイドはターヤの尻しりを平手で叩たたいた。

　大きな音が弾はじけ、ターヤは思わず悲鳴を上げる。

「女のような声を上げるな」

　ハイドはターヤを叩たたいた手を怪け訝げんな顔をして見つめた。慌てたレネがそこに割り込む。

「それじゃ、ありがたく泊まらせてもらうか。どこにいけばいい？」

「……ああ、案内させる。おい」

　我に返ったハイドは近くの兵士を呼びつけた。



「信用していいと思う？」

　ティナが声を潜ひそめてレネに訊きいた。

　先に食事を済ませてから、六人は割り当てられたレネの部屋に集まった。

「あんな感じだからな。なにか企たくらんでるって雰囲気はないな」

　ベッドに仰あお向むけになったレネは天井を見ながら答えた。もちろんハイドのことだ。

「そうですわね。ハイドお兄様はレネお兄様よりももっとわかりやすい方ですわ」

「それって単純バカってことか？」

　脇わきに腰を下ろしたシャルに、レネは眉まゆを吊つり上あげた。

「あら、違いますわ。素直で裏表のないということですわ」

「ご主人様は真まっ直すぐが売りですから！」

「やっぱり単純バカって言われてる気がするな」

「ハイドお兄様も同じ感じがしますけど……ただ、あのご容姿はちょっと――」

　シャルは言葉を濁した。

「男っぽすぎるご面相はともかく、疑ってかかることもないんとちゃう？」

　メイレンが言うと、ティナもうなずいた。

「とりあえず、気を抜かずに一晩過ごすってことだな」

　レネはそう言い、ターヤを横目で見た。

「しかし、どうする？」

　男ふたりと女四人ということで、三部屋割り当てられたのだ。女性は少し離れた別の建物だ。必然的にレネとターヤが同室になる。

「いいんじゃないの？　一応、男同士なんだし」

　あっさりとティナが言う。

「私は反対ですわ！　そんなことなら私がお兄様とご一緒します!!」

「オレは外でいいぞ。気にするな」

　立ち上がろうとするレネをターヤは首を振って制した。

「大丈夫です。レネが一緒でもボクは気にしません」

「あなたがよくても私はよくありませんわ！」

　シャルが立ち上がってターヤに指を突きつけた。

「そのいやらしい体でお兄様を縛しばろうなんて、させませんわよ！」

「体でしば……」

　耳まで真っ赤になったターヤはレネから顔を背そむけてしまった。

「あの様子やったら大丈夫やな。心配せんでええで」

　メイレンはシャルの首根っこをつかんで引きずっていった。

「ちょ、ちょっと!?　なにをするんですの!?」

　わめきながら部屋を出て行くシャルに苦笑しながら、ティナはレネにささやいた。

「それじゃね。手を出したら……」

「わかってるって！」

「ご主人様、信じていいですよね？」

「はいはい」

　面倒そうに答えてメイロンの頭を拳こぶしでぐりぐりすると、レネはドアを閉めた。

「なんなんだ、あいつら……」

　疲れた顔でつぶやき、レネはベッドにどさっと腰を下ろした。

　ふたつのベッドの距離は一メタ。ちらっとターヤを見ると、ベッドに緊張した顔で座っていた。男の座り方ではなく、膝ひざをそろえてすヽねヽを少し斜めにしている。

　その姿に急にターヤとふたりきりということを意識してしまった。居心地が悪くなり、喉のどが渇いてきたレネは咳せき払ばらいをした。妙に大きく響く。

「あー、そういや、大丈夫だったか？　ハイドに叩たたかれたろ？」

「あれくらい大したことないよ」

「でも、結構でかい音がしたからな」

「バレたと思う？」

「あれくらいじゃ問題ないんじゃないか？」

「どうだろう……。男と女は違うっていうから」

「そ、そうなのか？」

　レネはターヤの仕草にどぎまぎして視線をそらした。

「もう寝るよ」

　ターヤは服のままベッドに横になった。

「あ、ああ。そうだな」

　レネはうなずき、ランプの炎を小さくしぼった。

　部屋が暗くなり、物音もなくなった。聞こえるのは自分の呼吸とターヤの呼吸だけだ。

　いつもは布団にくるまったらどこでもすぐに寝られるのが売りだったが、目が冴さえて寝られない。体は疲れているはずなのに意識は鋭するどくなって、寝息が妙にはっきりと聞こえてくる。

　どうしよう……。

　そう思った瞬間、不意にターヤが起き上がる気配がして、床に降りた足音はドアに向かっていく。レネは小さく声をかける。

「どこに行くんだ？」

「ごめん。起こした？」

「いや、ちょっとな……」

　寝られなかったとは言えないで、あいまいな答えを返す。

「風ふ呂ろに入ってくるよ。この時間なら大丈夫だろうから」

「気をつけろよ」

「キミがのぞきに来なければ大丈夫さ」

「だ、誰だれが行くか」

　ターヤは笑って出ていった。



　風呂は同じ建物の端はしにあった。

　ターヤは周囲を気にしながら、薄暗い廊下を進み、一いつ旦たん外に出て、風呂に向かった。

　様子をうかがってドアを開ける。中に人の気配がないのを確かめると、意を決して中に入った。脱衣所には服はない。

　ターヤは胸に巻いていた布を取り、ふうっと長い息を吐き出した。

「あんな状態で寝られるわけないじゃないか……」

　不満そうにつぶやき、服を脱ぎ、布で体を隠しながら風呂に入った。

「蒸むし風ぶ呂ろなのか」

　熱した石に水をかけて、その蒸気で体を温め、汗を流すスタイルだ。エルラ機関も使っていない昔からの施設らしい。ただ、湯船に浸つかるスタイルよりも時間がかかる。

「仕方ないよね。すぐにレネのいる部屋に戻るわけにいかないし」

　一メタ離れた相手の顔がかろうじて見えるくらいの明るさしかない。桶おけを取って水みず瓶がめの水をくんで部屋の隅すみにある石にかけた。瞬時に蒸気がもうもうと立ち上がり、視界はさらに狭くなった。

　ターヤは台に腰を下ろし、熱気に押されるように壁にもたれかかった。汗がじわじわと流れ出し、肌の上を流れ落ちていく。

　肌にはあちこちに傷がある。腕や二の腕、さらには胸の上にも小さな創傷が走っていた。実戦こそつい先日まで経験なかったが、真剣を使った訓練もやっていた。

　不意にレネに抱きかかえられた時の感覚が蘇よみがえって、ターヤは腰にふれた。近衛このえ兵へいに囲まれて船から飛び降りる時、レネはターヤを軽々と抱き上げた。意外なほどの力強さに、生まれて初めて鼓動が高鳴るのを感じた。いや、海岸で出会った時からなにか感じていたのかもしれない。だから、自分の正体を打ち明ける気になったのだろう。

　それがふたりきりでひとつの部屋で寝るなんて平常心でいられるわけがない。風呂に入って体を温めれば寝られるかもしれないと思ったのだ。

　充分に体が温まってきたのを感じ、そろそろ出ようかと思った時、外から複数の男の声が聞こえてきた。



「大丈夫かな、あいつ……」

　出ていった後しばらくして、レネはベッドの上に起き上がった。

　深夜だとはいえ、見張りの兵士が交代したりすると風ふ呂ろに入ったりしないだろうか？　それとも、ターヤは女の風呂に行っただろうか？　いや、あの服を着たまま行ったのだから、それはない。

「やっぱり様子を見てきた方がいいか」

　ティナに頼むという手も考えたが、ティナに男の風呂に行けというわけにはいかない。どうせ寝られないんだと立ち上がり、ベッドの脇わきに立てかけた剣を吊つるすと、外に出た。

　風呂の外からでは中に人がいるかどうかわからない。ドアを開けて中を見ようとした時、人の声が近づいてきた。

　兵士がふたり。手に布を持っているところを見れば風呂にやってきたに違いない。

　レネはふたりに声をかけた。

「ちょっと今火が消えたみたいで入れないみたいだ。オレも入りたかったんだけどな」

「そうなのか？　たるんでるな」

　兵士たちは怪け訝げんそうに首をかしげながら離れていった。

　今のうちに確認して連れ出すしかないと、レネが中に入ろうとした瞬間、

「おお、兄弟」

　背後から野太い声がした。ハイドだというのはすぐにわかった。

「おまえとは一度話をしたいと思っていた。風呂の中で男同士の話をしようじゃないか」

　首に太い腕を回されて、レネは動けなくなってしまった。

「話なら外の方が……」

「裸のつきあいも大事だぞ」

　豪快に笑うハイドに抵抗もできないまま、有無を言わさずレネは連れ込まれる。ターヤが中にいないようにと祈ったレネだが、祈りは通じなかった。ターヤの服が畳んであったのだ。

　レネの頭はフル回転した。

　どうやったらバレずにターヤを抜け出させられる？

　考えながら服を脱ぎ、ハイドより先に風呂のドアを開けた。

　むわっと蒸気が押し寄せてくる。視界はほとんどないも同然。

「今のうちに出ろ。人が来る」

　小声でささやくと、奥で人の気配が動き、蒸気が揺らめいた。

　大回りに動けば発見されずに出ることも不可能ではない。

　が、想定外だったのはハイドの大きさだった。入り口に立つと子供でもすり抜けられなくなってしまう。

　蒸気のベールが意味をなさない距離でふたりは鉢合わせしてしまった。

「おお、マーティンもいたか。兄弟三人が揃そろうとは滅めつ多たにない機会だな」

「……そ、そうだね」

　ターヤの声が緊張しているのがレネにわかった。が、ハイドは気づかずにターヤを押し戻すように入ってきた。

「なんだ、おまえ？　胸なんぞ隠しやがって。女々しいぞ。男は堂々と表に出せ！」

　ハイドが股こ間かんを広げて見せた。

　ターヤは湯気の中で顔を真っ赤にして視線をそらす。

　見たくないよな。オレだって見たくないからな。

　そうは思いながら、一瞬見えたものにレネは目をむいた。

　負けた……。立派すぎる。

「ボクは先に出るよ。お先に」

　レネがショックを受けている間にターヤは胸を隠したままハイドの後ろを通ろうとした。

「おいおい、早いな」

　ハイドがターヤの腕をつかもうとした。

　が、ターヤが身をひねって逃げようとしたせいで、ハイドの太い指はターヤの柔らかい胸をかすった。さらにかさついた指が布を引っかけ、奪い取るようにめくってしまった。

　隠すものがなくなったターヤの胸があらわになる。レネの目にはっきりと映った。

「きゃっ！」

　反射的に声を上げたターヤを見下ろして、ハイドは胸に気づいた。

「……お、女？」



    

  
    
      



    

  
    
      「み、見るなっ！」

　ターヤの拳こぶしが真まっ直すぐに突き出され、無防備なハイドの腹に見事に決まった。

「……う、ぐぐっ……」

　気を抜いていたハイドは体をふたつに折り、ターヤの胸にヒゲ面を突っ込ませた。

「きゃあっ！」

　悲鳴と共に跳ね上がったターヤの膝ひざがハイドの顎あごを突き上げた。

　ハイドの巨体ががっくりと崩れ落ちる。

「すまん、ハイド！」

　レネはターヤを担ぎ上げると、布でくるんで外に駆け出した。

　絶好のタイミングで降り出した雨が足音と気配を消してくれた。



　　　４



「どういうことだ？」

　顎に水で濡ぬれたタオルを当てて、ハイドがターヤとレネを前にして不機嫌な顔をしていた。しゃべると顎と口の中が痛むのか、顔をしかめる。

　翌朝になって、レネの部屋にやってきたハイドはなにも言わずにレネとターヤを前にしてイスに座った。最初の一言がこれだった。

「どうして女が第七王子を名乗って男の格好をして剣を持っている？」

　仕方がないなとレネとターヤは目配せした。

「実はな――」

　レネはレード家の複雑な事情と、その事件について打ち明けた。

「……そういうことか」

　話を聞き終えて、ハイドは獣のような唸うなりを漏らした。

「悪いのはボクだ。王都に知らせるにしてもレネには迷惑を――」

「いや、オレが無理に誘ったんだ。オレが責任を――」

　黙ってふたりがかばい合う様子を見ていたハイドはいきなり笑い出した。

　呆あつ気けにとられたターヤは目を丸くしてハイドを見る。

「まさか、女にやられるとは思わんかったぞ！」

「え？」

「あのパンチは効いたぞ。鍛えろなどと無用な意見だったな」

　そう言いながら、ハイドはターヤに拳を突きつけた。

「……あの……？」

「気にする必要はない。あんなものに気を取られて気を抜く俺おれが悪いんだ」

「……あんなもの、ですか。やっぱり……」

「い、いや、結構なものだったぞ」

「え？」

　思わず本音をぽろっと出してしまったハイドは慌てて首を振った。

「な、なにを言ってるんだ、俺おれは……」

　見るからに狼ろう狽ばいした様子でハイドは立ち上がり、唸うなるようにレネに向けて言った。

「とにかく！　俺はなにも知らん。それでいいな？」

「あんたの方はいいのか？」

「そんな暇もないしな」

「ありがとうな」

「別におまえのためではない」

　ハイドはそう答えると、逃げるようにドアに向かった。そこで立ち止まり、付け加える。

「朝飯を食ったら出発しろ。もうヴォルチに襲われても助けは来ないぞ」

「わかった」

　ハイドが出ていくと、入れ替わりにティナたちが入ってきた。外で待ちかまえていたらしい。

「なにかあったの？」

　ティナが部屋の中を見回してから尋ねた。

「あったんだが、問題は解決したな」

「昨夜、なにかあったんですのねっ!?」

　血相を変えたシャルがレネに詰め寄ってくる。

「な、なにもないさ。なあ？」

「ああ、なにもなかったよ」

　ターヤも平然とした顔で答える。

「その呼吸の合い方が怪しいですわね。夜になにかあったんでしょう？　いやらしい」

「いやらしいことなんかしてない！」

「あら？　それではなにをしたんですの？」

「なにもしてないって。オレの言うことを信じられないのか？」

　レネが疲れた顔で言うと、ようやくシャルはターヤに猜さい疑ぎの目を向けるのをやめた。

「そやなぁ。裸で風ふ呂ろから跳び出してきたりしてへんもんな」

　楽しそうにメイレンがレネに耳打ちし、レネは小声で問い返す。

「おまえ、見てたのか？」

「一応、見張りしてんとな。誰だれにも言わへんから安心しいな。状況はわかっとるし。もっとも、部屋に戻ってからなにがあったかは知らんけど」

　意味ありげな笑みを浮かべるメイレン。

「なにもない。こっちは全然寝られなかったってのに、おもしろがって……」

　レネは不機嫌に言い返した。

「どうしたの？」

　ティナがレネとメイレンに訊きく。

「いや、なんでもない。とにかく、朝飯だ」

「賛成ですぅ！」

　怪け訝げんそうな顔をしていたメイロンだが、すぐに手を上げた。

　ドアを開けて外に出ると、大粒の雨が降っていた。夜明け前から降り始め、地面には水たまりができている。

「少し強いわね。出発はもう少し遅らせる？」

　ティナの問いにレネが答えようとした時、

「そこの君！」

　雨音をかき消すように甲高い声がレネを呼び止めた。

　声の方を振り返ったレネは見なきゃよかったとばかり首を元に戻し、頭痛がしたというように額に手を当てた。

　兵士に両腕を羽は交がい締じめにされたジャックスがレネに向かって叫んでいた。

「面倒だ。朝飯は後にしてとっとと逃げるぞ」

　レネは荷物を担いで駆け出した。

「あ、待ってください、ご主人様！」

　メイロンが声を上げて後を追う。

「うわ、しつこい」

　うんざり顔のティナ。

「ほな、また～」

　メイレンがジャックスに手を振って走り出す。

「ええい、離しなさい！　私はあの男を捕まえて出世しなければならないのです!!」

　兵士をふりほどこうと身をよじるジャックス。

「こら、待ちなさい！　ええい、離すのですっ!!」

　六人はジャックスの叫び声を背中で受け流して駆け出した。



「まったく、失敬極きわまる！」

　ジャックスは兵士につかまれていた肩をポンポンと叩たたいて、ハイドに詰め寄った。

「私が何度も説明したというのに、問答無用で拘束するとは！　しかも、陛下殺害犯を逃がすなど反逆罪に問われても文句は言えませんよ!!」

「そりゃ悪かったなと言いたいところだが、部下の報告によると、いきなり攻撃して来たのはそちらの方となっているが？」

「……う――。あれはですね、警告もなくいきなり現れたそちらに非があるのです」

「乱戦になって一撃で失神したとか？」

「あ、あれは不意を打たれたのですとも！　私ともあろうものが、普段であればあんな不様なこと、あるわけがありません」

「なるほど。今度からは相手が鈴を鳴らしながら接近するように祈ってるのですな」

「……む」

　バカにされたと気づき、ジャックスは顔を紅潮させた。それでも威厳を保とうと胸を張り咳せき払ばらいをした。

「では、陛下殺害犯の捕縛について協力を――」

「勝手にやってくれ。協力は出来んぞ」

「なんですと？　宰さい相しよう閣下の命に従えな――」

「国を守る以上に重要なことがあるのか？　それとも、おまえたちが我が兵の代わりにヨルク兵と戦ってくれるのか？」

　文句があるかと言わんばかりにハイドににらみつけられ、ジャックスは精一杯の威厳ある態度でうなずいた。

「う、うむ。仕方ありませんね。こちらで勝手にやらせていただきましょう」

「そうしてくれ」

　ハイドはニヤリと笑い、近くにいた兵士を呼びつけた。

「誰だれか、近衛このえ隊長殿を送って差し上げろ」

「結構です」

　ジャックスは憤然と言い放つと、ハイドに背を向けて町の出口に向かっていった。

「くそう。第何王子か知らないが、無礼な男だ。どうせ、私より継承順位は下だろう」

「隊長、ハイド殿下は第五王子です」

「……なん……だと？」

　部下の指摘にジャックスはぽかんと口を開けた。

「わ、私より四三も上だと……」

　ジャックスはぶんぶんと首を振った。

「いや、私があの剣を手に入れて王座につけば、関係ない話です！」

「おお～」

　王都からついてきた近衛兵たちが歓声を上げる。レードの港町で人数は半分に減ったが、それでも残ってくれた部下である。

「ついていきますよ、隊長！」

　部下の近衛兵たちが口々に声を上げ、ジャックスの肩を叩たたいていく。

「うんうん、そのためにあいつを追いますよ！」

　雄お叫たけびを上げて歩き出したジャックスの前方に見慣れない兵装をした兵士の一団がいた。町に入って来ようとして、門番の兵士ともめている。

「ん？　あれはなんだ？」

　ジャックスは首をかしげながら、門の方へ向かっていった。

　そこにいたのはミーガン率いる商兵部隊だったのだが、ジャックスはそんなことなど知るよしもない。

「どうしましたか？」

　ジャックスが門番に声をかけると、あからさまにイヤな顔をされた。が、それには気づかず、ジャックスは兵士の一団に目を向ける。その胸の記章に気づいたジャックスはようやく相手の正体に気づいた。

　……しょ、商兵ですとぉ？

　商兵は王都では最も力のある軍だ。王国を守る近衛このえ軍よりも地位こそ下であるが、国の実権を握るエルラ機関商組合をバックにし、強力な武装を持つ商兵は近衛軍より実際には立場が強い。まして、近衛軍の中でも下っ端のジャックスでは太た刀ち打ちできない。

　しかし、今のジャックスには切り札があった。それを思い出し、ごくりとツバを飲み込んで商兵の隊長らしき黒髪の女性に声をかけた。

「なるほど！　この私のために派遣されてきたのですね！　わざわざ王都からご苦労でしたね。しかも、あなたのような美しい女性が隊長とは!!　このジャックス、心より歓迎しますよ！」

　ジャックスは女に手を差し伸べる。

「なにを言ってる？」

　ミーガンは手を無視して冷たく応じたが、ジャックスは気づかなかったふりをして視線を動かした。そこで、ミーガンが肩に回した長弓銃に目をつけた。

「変わった長弓銃を持っていますね？」

「これは……」

　ミーガンは肩を引いてジャックスから隠そうとしたが、周りの商兵も同じ物を持っているのでは意味がない。

「新型ですか？　ちょうどいい。部下の武器が足りなくなっていたのです。貸していただきましょう」

「いや、それは出来ない」

「かまわないでしょう？　借りるだけですよ。ヤツを捕らえればすぐにお返ししますとも」

「貴様、いいかげんに――」

　商兵の殺気混じりの声に、ジャックスは怖おじ気けづきそうになったが、ここで退ひいては部下に対して示しがつかない。ついに切り札を使うしかなくなった。

「それとも宰さい相しよう閣下からの命令書をご覧になりますか？　出来る限りの便宜を図れとおっしゃっておられます。商兵なら閣下の命は――」

「もういい。持って行け」

　ミーガンは肩にかけたストラップを外し、長弓銃をジャックスに押しつけた。

「部長!?　近衛兵ごときに――」

「かまわん」

　ミーガンは部下を制する。

「ほう。これはなかなか素晴らしい」

　構えてみて、ジャックスは感嘆の声を上げた。

「気をつけて使え。これまでの物より威力が増しているはずだ」

「それは頼もしいですね」

　満足そうに長弓銃を担ぐと、ジャックスは苦り切った顔をしたミーガンや殺気をにじませる商兵たちから目をそらし、意気揚々と部下に向かって声を上げた。

「では、行くとしましょう！　今度こそ覚悟しなさい、レーネディア・シャール!!」



「あー、今なんか無性に殴りたい気分になったぞ」

　レネは急に眉まゆを寄せて拳こぶしを握った。

「どうしたの？」

「いや、なんかわからねーけど、そんな気分になったんだ」

　レネは大したことじゃないとティナに笑う。

「きっと誰だれかがご主人様の名前を呼んだんですよ」

　先を行くメイロンが振り返ると、メイレンもうなずいた。

「そら、ありそうやな。さっきのあいつとかな」

「性しよう懲こりもなく、あの人が叫んでいるんですわね」

「みんな、同じ相手のこと考えてるんだな」

　なぜか距離を置いているシャルとターヤが同時に口を開き、一瞬視線をあわせて目をそらす。

「あんなヤツのこと考えるのは無駄だ。先を急ぐぞ」

　レネは首を振って足を速めた。

　町を出て北西に進路を変えて歩き続けていた。雨は小康状態になっていたが、まだ止やむことなく降り続いている。道はぬかるんで歩きづらいことこの上ない。

「国境沿いに四日ほど行けば第二王子ウヴェ・クルートの領地よ。第一王子ザルハ・マルト・バイヨンの領地はその隣で、二日もあれば行けるわ。さらにその北に三日行けば第三王子ギュレイ・シュミットの領地のユーリア地方があるわ」

「そりゃ面倒がなくていいな」

　まだまだ先が長いと思っていたが、最短で九日あれば当初の目的は達成できる。問題はその後だが――。

「ユーリアにはね、エルーラン居留地があるのよ」

　ティナの短い言葉にレネは足を止めた。

「……エルーランの？」

「そう……。私がミーガンに傷を負わされ、エルーランに命を救われた場所よ」

「覚悟を決めなけりゃいけないってわけか……」

　レネは雨の来る方を探すかのように空を見上げた。



　……失策だ。

　雨の中、歩きながらミーガンは唇くちびるをかみしめていた。

　こんな小こ者ものに命令される立場になったばかりか、新型銃まで奪われてしまうとは。

　しかし、あからさまに反抗するわけにはいかない。宰さい相しようのお墨すみ付つきがあるのは自分でも知っているし、宰相がエルラ機関商とも繋つながりがあるのは公然の秘密だ。それを商兵部長である自分が知らぬふりなど出来ない。形だけでもジャックスの命令を聞かざるを得ないのだ。

　よりによって、この私が、こんなバカの命令を！

　叫んで周囲に殴りかかりたいのを抑えつけようとすると腕が震えてきそうだ。

「どうしました？　顔が強こわばってますよ？」

　そんなことなどつゆ知らず、ジャックスはしまりのない顔で尋ねる。

　貴様のせいだ！

　そう叫びたいのを飲み込んで、ミーガンは微笑ほほえんだ。

「陛下殺害犯が近くにいると思うと使命を重く感じますね」

「大丈夫ですとも！　力を合わせてヤツめを捕らえましょう!!」

　ジャックスが声を上げるのをミーガンは冷たい目で見ていた。

　しかし、考えてみれば、この男はずっとレネを追ってきたのだ。狙ねらいが同じである以上、行動を共にして、いざとなればこの男を囮おとりにしてレネの注意をそらすなど、使い道はいくらでも考えられる。

　見ているがいい。そのバカ面もすぐに見納めだ。

　ミーガンは雨で濡ぬれた黒髪を耳の後ろに流しながら冷笑を浮かべた。



　　　５



　出発して半日歩き続けたが、雨が止やむ気配はなかった。正午は過ぎているはずだが、薄暗くて正確な時間はわからない。夕暮れにはハイドの城にたどり着くはずだが、この雨で遅れ気味になっていた。

　山の斜面を削って切り開いた道だ。幅は二メタ程度。左側は崖がけになっており、谷底まで数十メタ斜面が続いている。

　先頭を歩くレネは振り返ってシャルの様子を見た。六人の中で最も体力的に弱いのは言うまでもなくシャルだ。特別な訓練を受けたわけでもなく、城暮らしだったのだから仕方がない。

　シャルはずっと下を向いたままで黙々と歩いている。しかし、足元が怪しい。疲れのせいで足が上がっていないから、小さな出っ張りにもつまずいてしまう。

「そろそろ休憩するか」

　そう言って雨宿りできそうな場所を探す。

「あっちがいいわ」

　ティナも察して少し先にある一本の大木を指さした。

　道を切り開いた時、この大木だけは切られずに残ったのか、一本だけ道の端はしに凛りんと屹きつ立りつしていた。その木を中心にして道が広くなっており、広場のように開けた場所になっている。旅人が休むために作られたのだろう。

　生い茂った枝葉が雨を遮さえぎり、幹の周囲だけは乾いた地面が残っていた。ティナはすぐにその下で火をおこして湯を沸かし始めた。

　その間にレネは見晴台のように張り出した縁の様子を見に行った。メイロンがその後ろをちょこちょことついていく。

「うわぁ、凄すごいですねぇ、ご主人様」

　メイロンが身を乗り出して下をのぞき込んだ。レネはその頭越しに見下ろした。霧ではっきりと見えないが、遙はるか下に谷川があるようだ。雨で増水しているのか、水の流れる音が上まで聞こえてくる。

「ああ、落ちたら死ぬな」

「落ちないでくださいよぉ？」

「誰だれかが突き落とさない限り落ちないだろ」

　レネは笑いながら木の下に戻る。

　幾層にも重なった枝葉が雨を遮り、地面はほぼ乾いている。そこに即席のかまどが出来、鍋なべから湯気が立ち上っていた。全員、かまどを取り囲んで濡ぬれた体を温めている。

「雨が止やまないようなら、ここで野宿した方がいいかもね」

　ティナが空を見上げて言う。

「そうだなぁ……」

　レネは幹に座り込んだシャルを見た。気丈に泣き言を言わないが、かなりへばっているのははた目にも明らかだ。いつもはうるさいほどターヤに突っかかるというのに一言もしゃべらないのだから。

「とにかく、これを飲んで」

　ティナはカップに入れた茶をシャルに勧めた。

「ハチミツとショウガ入りよ。暖まるわ」

「あ、ありがとう……」

　シャルはいつになく素直にカップを受け取ると、ゆっくりと飲み始めた。

　相当まいってるなと、レネは感じた。

「最悪、おぶっていくか」

「それを狙ねらってたりして」

　ティナがからかう。

「……ないとはいえないな」

　レネは苦笑した。おぶった途端、『お兄様、私の体を感じてください』などと胸を押しつけて迫ってくる様子が目に浮かぶ。が、聞こえているはずのシャルは反応しない。

　そういえば、顔が少し赤いような気がする。

　レネがシャルに屈かがみ込こむと、シャルは顔を隠そうとするようにうつむいた。

「ご心配はいりませんわ、お兄様」

「ちょっと顔を見せてみろ」

「お兄様ったら、野外で見せろだなんてそんな大胆な――」

　強引に手を伸ばしてシャルの額に触れたレネは険しい顔をした。

「熱があるじゃないか」

「たいしたことはありませんわ。ご心配なく」

　シャルはレネの手をつかんで押しのけようとした。その手が熱いのはカップを持っていたからだけではなさそうだ。

「とにかく、薬だな。メイロン、あるか？」

「大丈夫です！　お兄様は大げさなんです。私は子供じゃありませんわ！　自分のことは自分でできます!!」

「だったら、心配させないで欲しいわ」

　ティナが腕を組んでシャルを見下ろした。

「ですから、それは……」

　シャルが唇くちびるをかんでうなだれた。それ以上の言葉は出てこない。

　その時、高笑いが聞こえてきた。

「おやおや、そんなところで仲間割れですか！」

　見るまでもなく、ジャック・ジャックスが手を腰に当ててひとりで爆笑していた。土ど砂しや降りの中、編み込んだ長髪を雨に濡ぬらしながら――。

「ようやく追い詰めましたよ、レーネディア・シャール！」

　ジャックスが指を突きつける。

「取り込んでる時に、また相変わらず学習能力のないヤツが……」

「いやいや、学習の成果が表れていますとも！　ご覧なさい！　これだけ離れていれば君の拳こぶしなど怖くありません」

　そう言いながら、ジャックスは黒い長弓銃を構えた。

「おまえ、汚いな……」

「知恵を使ったと言って欲しいものですね。目的のためにはどんな手段も正当化されるのですよ！」

　バカ笑いするジャックス。

　その背後にかつての上司の姿を見つけたティナは声を上げる。

「落ちぶれたものね、ミーガン。そんな男の尻しりに敷かれてるなんて」

「そんな男とは言ってくれますね、お嬢さん」

「あなたに関係ないわ」

　ティナがビシッと言い放つと、ジャックスはひるんだ。

「……わ、私に無関係の事柄などありませんよ。いいですか、私はこの部隊を率いる――」

「口を閉じてなさい」

　ティナが言おうとしたことを背後のミーガンが言い放った。ついでに短弓銃をジャックスに突きつけて前に出る。

「な!?　なんですか、あなたは私の――」

「口の穴をもうひとつ作る？」

　短弓銃を口に突っ込まれ、ジャックスは真っ青な顔で両手を挙げた。

「ふ、ふわぃ……」

　ミーガンはジャックスを短弓銃で押しのけ、前に出る。

「いいかげん決着をつけましょう、アルティナ」

「そのためにわざわざ来たわけ？　大剣じゃなくて？」

　呆あきれた表情で言い返すティナ。

「あなたの存在が私をいらつかせるのよ。大剣はその後、ゆっくりいただく」

「商兵だけじゃなく、近衛このえ兵へいまで動員して？」

「こいつらはついでだ」

「つ、ついでですとぉ？」

　ジャックスが素すっ頓とん狂きような声を上げると、ミーガンは後ろも振り向かずに短弓銃を突き上げた。

「鼻の通りをもっとよくする？」

「……ひつれいひまひた」

　銃口に鼻を押し上げられ、ジャックスは長身を小さくしてさらに半歩下がった。

「でも、今回は不意を突けないわよ」

　ティナは左手で短弓銃を抜き、右手は長剣の柄つかに乗せた。

「これを知ってもその余裕がある？」

　ミーガンは背後のジャックスに手を掲げ、指をくいくいっと招くように動かした。

「はい、ただ今！」

　すかさずジャックスが黒い長弓銃を渡すと、ミーガンは短弓銃をクルッと回してホルスターに収め、長弓銃を空に向けて引き金を引いた。

　ガーンと初めて耳にする激しい音が響き、山に跳ね返って長く尾を引いた。雨の音など物ともしない轟ごう音おんだ。

「……な、なんだ、今のは!?」

　顔をしかめたレネが耳を押さえる。

「エルラ機関商組合開発部が造った最新型よ」

　ミーガンが白煙のたなびく銃口を見せつけるように突き出した。

「……す――」

　ぽかんと口を開き、目も見開いていたジャックスは拳こぶしを握り、力いっぱい叫んだ。

「――っごいではありませんかっ！　これならば一気に片がつけられます!!」

「貴様は引っ込んでろ」

　ミーガンが氷のような声でジャックスを止めた。

「へ？」

　ぽかんと口を開けたジャックスにミーガンが冷たく続ける。

「邪魔をするなと言っている。間違ってそっちを撃つかもしれない」

「……はい、わかりました」

　ジャックスはつつつっと後ろへ消えていった。

「手出し無用だ」

　ミーガンは背後の部下に命令する。

「レネ、手は出さないで」

　ティナも隣のレネを制する。

　反論しかけたレネだが、ティナの表情を見て引き下がるしかなかった。

「今度こそ覚悟するがいい」

「こっちのセリフよ」

　ティナは右手で長剣を抜き放ち、短弓銃をミーガンに向けた。同時に左に向かって走る。

　ミーガンの長弓銃が文字どおり火を噴いた。爆音が轟とどろき、ティナの背後にあった木がコンッと乾いた音を発して揺れる。

　レネは太い幹に小さく穴がうがたれたのを見た。リアムの持っていた改造短弓銃など問題にもならないくらいの威力だ。大剣を収めて能力が常人になっているレネにはなにが飛んだのかさえわからなかった。

「長弓銃なんて接近戦じゃお荷物でしょ！」

　ティナは攻撃をかわし、短弓銃でミーガンを狙ねらいながら接近する。

　ミーガンは素早く長弓銃のレバーを引き、狙いをつける間もなく、第二撃を放った。

　再び轟ごう音おんが山肌に響く。

　慌てて撃っただけに狙いは大きくそれ、ティナの足元の地面に穴をうがった。

　舌打ちしたミーガンは長弓銃を背後のジャックスに放ほうり投なげ、短弓銃を抜く。

　接近したティナとミーガンの銃口が互いの額に向けられた。

「さあ、どうする？」

「こうよ！」

　ティナが左腕の剣で斬きりつけた。

　しかし、一瞬速くミーガンの手が動いていた。逆手で抜き放った剣が斜めにティナの顔を走る。

　飛びすさったティナの右みぎ頬ほおにうっすらと傷が走っていた。すぐに朱の線がにじみ出た血で太くなってくる。

「まだまだ甘さが残ってるようね」

　ミーガンは血が流れるティナを見てせせら笑った。

「あなたもね」

　ティナが剣を引きながら挑戦的に言い放つ。

「……っ!?」

　ミーガンの上着は右みぎ脇わきが大きく切り裂かれていた。反射的に手を当てたミーガンは手のひらに血がついているのを見て怒りに顔を赤く染めた。

「今度こそ殺す！」

　猛然と叫んだミーガンは剣でティナに突きかかっていった。

　激しい剣けん戟げきと銃声の合間、異変に気づいたのはメイロンだった。

　臨戦態勢で身構え、近衛このえ兵へいと商兵の動きを見張っていたメイロンは地面を走る亀き裂れつのようなものに目を止めた。細かくて濡ぬれているために見えにくいが、訓練されたメイロンにははっきりと見えた。

　近衛兵たちがいる道の奥から、見張り台のように谷に向かって張り出した場所の中央へ向かって、ヘビのようにうねりながら走っている。

　危険な印だと理解したメイロンは緊張した声を上げる。

「姉さん」

　メイレンもすぐに理解して仲間たちに振り返った。

「みんなを――」

　その時、奥に引っ込んでタイミングを見計らっていたジャックスが新型砲を手にしてレネに向けた。

「今だっ！　一斉射撃!!」

　近衛兵が一斉に構える。

「てぇっ！」

「ダ、ダメですぅっ！」

　メイロンが発した制止の叫びは一息遅かった。爆発的な轟ごう音おんがドンッと空気を震わせる。

　ジャックスに対抗して大剣を抜いたレネには雲うん霞かのごとく飛んでくる小さな塊が見えた。矢よりも遙はるかに速いが、避よけるのは簡単だった。しかし、背後に仲間たちがいることを知っているレネには避けることなどできない。

「うおおおーっ！」

　レネは咆ほう哮こうを放って大剣を突き出した。

　見えない刃やいばがまばゆい光をまとい、飛んでくる黒い弾に向かっていく。誰だれの目にもなにが起こったか見えなかったに違いない。弾は一瞬にして粉砕され、粉のようになって辺りに霧のように散った。

　無傷で立つレネを見て、ジャックスは言葉を失う。

「……え、ええい、この非常識男めっ！　次だ次っ!!」

　ジャックスが叫んだ時、ごうっと重い唸うなりが聞こえ、足元が震え始めた。

「なっ、なんですかっ、これはっ!?　また、君のおかしな力が――」

　ジャックスがレネに銃口を向ける。

「オレじゃな――」

　レネが言い返した次の瞬間、すべてが動き出した。

　フワっと自分の体が浮き上がったような感覚がしたと思った次の瞬間、ティナたちの姿が一気に遠ざかっていった。

「ご主人様ーっ！」

　メイロンの叫びが間延びして消えていった。
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「くそっ……なにが、どうなってん……だ……？」

　どこかで頭を打ったのか、視界がグルグル回っている。全身が痛い。まるでクソババアに投げつけられた鍋なべを頭で受けた時のようだ。

　自分の手を見ると泥だらけで、雨がそれを洗い流している。切り傷があちこちにあり、血がにじんでいる。

　頭を振ると、ようやく視界がはっきりしてきた。

　顔を上げて映った光景はレネの想像を遙はるかに超えていた。

　見事なまでになにもなかった。土と岩が転がり、木々はなぎ倒されてへし折られている。見渡す限り、同じような光景しかない。

「……確か、ジャックスが命令して、ミーガンが叫んで――」

　なにが起こったのかはっきりとはわからなかったが、この惨状を考えると土ど砂しや崩れが起こったのだろう。あの場にいた者が巻き込まれたに違いない。

「誰だれかいるか!?　ティナ！　ターヤ！　シャル！　メイロン！　メイレン！」

　しかし、返事はない。

　あの時の様子を思い起こすと、ティナ以外の四人はレネの背後におり、ティナもレネから離れていた。崖がけ側にいたのは商兵や近衛このえ兵へいだった。

　見回すと、腕が土砂の中から突き出しているのが見えた。駆け寄って腕を引っ張ると、すぽっと抜けた。

「う……」

　思わず呻うめいて、ドロッとした血をしたたらせた腕を落とす。そのすぐ近くに体が見えた。しかし、すでに兵士に息がないのは明らかだった。

　と、唸り声が聞こえた。

「誰か生きてるのか!?」

　声の方に走ると、泥まみれになっている見覚えのある黒髪が見えた。

「……ミーガン」

「おまえに気安く呼ばれる覚えはない」

　強がっているが、痛みに耐えているのは明らかだ。上半身は地上に出ているが、下半身は土の中。どうやら上にのしかかっている木の幹に挟まれているようだ。

「待ってろよ」

　レネは周囲を歩いて手て頃ごろな枝を探してくると、それを幹の下に突き刺した。手頃な岩をその下にかませる。

「なぜ助ける？　私は貴様を襲った敵だぞ」

「放ほうっておくわけにいくか」

「恩に着せるつもりか？」

「そんなんじゃねーよ！」

　叫びながらレネが気合いを入れて枝を押し上げると、ミーガンが痛みで悲鳴を上げた。同時に倒木が浮き上がった。ミーガンは腕で体を引きずるようにして足を抜いた。

「……大丈夫か？」

　声をかけたレネにミーガンは短弓銃を突きつけた。

「その大剣を渡せ！」

「そりゃいいけど、短弓銃に泥が詰まってるぞ」

　ミーガンが反射的に銃を見た瞬間、レネの足が跳ね上がって銃を蹴けりつけた。飛び上がった銃を素早くつかみ、泥を振り落として腰の金具に引っかけた。

「これは預かっとく。さあ、行こうか」

「……なんだと？」

　レネが声をかけると、ミーガンは意味がわからずに聞き返した。

「ここから移動しないと」

「ひとりで行ける」

「そうか？」

　立ち上がろうとしたミーガンは激痛に顔を歪ゆがめて膝ひざをつく。

「ほらな」

　レネはそう言うとミーガンの足元に屈かがみ込こんだ。

「診みせてみろ」

「さわるな！」

　飛んできた平手を受け流し、強引に足をつかむ。

「さわらないとわからないだろ」

　触れられた途端、痛みに顔をしかめるミーガン。しかし、意地でも声を上げないというように唇くちびるをひき結んでいる。

「折れちゃいないな。ひねったのか、打ったのか。湿布しといた方がいいんだけどな」

「……貴様は無傷なのか？」

　ミーガンは悔しそうに訊きく。

「クソババアのせいで頑丈だけが取り柄だからな」

　そうは言いながら、レネは脇わき腹ばらに痛みが走るのに気づいていた。肋ろつ骨こつにヒビが入っていたのかもしれない。それに気づかずに急な動きをしたから折れた可能性もある。

「これを使えよ」

　レネはテコ代わりにした木の枝をミーガンに差し出した。にらんでいたミーガンだが、根負けしたように枝を奪うと、それにつかまって立ち上がった。

「問題はどうやって行くかだな」

　レネは崩れ落ちた崖がけを見上げた。元いた場所がどこだったのか、もはやわからない。恐らく谷底まで滑り落ちてきたのだろう。となれば、登れるところを見つけて上がるしかない。

「他ほかに生きてるヤツがいるかどうか探してくる」

　レネは目が届く範囲を見回ったが、動くものも呼びかけに反応するものもなかった。

　仕方なく、歩き出すと、ミーガンが冷たい声で訊いてきた。

「どこへ行くかわかってるのか？」

「谷に沿って上に行く」

「上に？　下に行くべきよ」

「普通はな。今は雨が降ってる。谷川は水が増えて危ない。また土ど砂しや崩れに巻き込まれたいなら別だけどな」

　ミーガンはレネをにらんだまま動こうとしない。

「こういうところで暮らしたこともあったんだよ。オレも死にたくない。信用してついてくるかどうかは、あんた次第だ」

　レネが言うと、ミーガンは険しい表情のまま、杖つえをついて歩き出した。



　その頃ころ、ハイドの城にはティナたち五人が到着していた。

　降りしきる雨の中、兵士に連れられて城の門をくぐった五人は客室に通された。ずぶ濡ぬれの五人のために湯と乾いたタオルが用意され、体を温めるためにワインとグラスも差し入れられる。

　五人は服を脱ぎ、体をふき、ワインを口に含む。その間、誰だれひとりとして口を開こうとしない。

　見晴台になっていた崖が崩れ落ちた時、とっさにメイロンとメイレンは針はり金がねのついたナイフを大木に放った。幸いにもキャンプしていた大木の辺りは奥にあったため、全員助かったが、レネやジャックスたち近衛このえ兵へい、ミーガンたち商兵は崩れた崖に飲み込まれてしまった。

　ティナは崖の下を見たが、まだ地面は崩れ続けており、下に降りる方法はなかった。そこに城に向かっていたハイドたちがやってきたのだ。

　シャルとターヤはソファ――シャルは沈み込むように座り、ターヤは膝ひざに肘ひじをついて前のめりに腰掛けていた。メイロンとメイレンは壁際に立つ。ティナは窓際に立って、雨が叩たたき続ける窓から外を見ていた。全員がやることを失い、重い沈黙が部屋を覆っていた。

　そこにノックが響いた。

「いいか？」

　ハイドの声だ。

　ティナが応じると、ハイドの巨体がドアをくぐってきた。

「落ち着いたか？」

「礼を言わせてもらうわ」

「ちょうどこちらに向かう途中で会えてよかった。あんたたちだけでも助けられたからな」

　ティナは答えを聞くのが怖いというように探るように尋ねる。

「……レネは？」

　ハイドは首を横に振った。

「崩れた現場はまだ不安定でね。人が入ると崩れる危険がある。捜索隊を出すにもせめて雨が止やまんとな。近衛このえ兵へいと商兵だから、こっちとしても手を打つ義務があるのだが……」

　ハイドの口調には苦しい立場がにじみ出ていた。

「雨はどうなの？」

「今日は無理だろう。明日の朝、様子を見に行く」

「その時、一緒に連れていってもらえる？」

「山歩きの経験は？　尾お根ねを歩くだけじゃないからな」

「私は大丈夫よ。このふたりも」

　ティナはメイレンとメイロンを示す。熱を出して寝込んでいるシャル、青い顔でソファに座り込んでいるターヤは無理だろうと判断した。

「いいだろう」

「ありがとう、ハイド殿下」

　ハイドはたいしたことはないと首を振り、奥のソファに目をやった。

「そっちの……ふたりは大丈夫か？」

「こっちでなんとかするわ」

　ティナが答えると、ハイドはもう一度ターヤの方に目をむけ、部屋を立ち去った。

「ティナさん……」

　メイロンが不安そうな目でティナを見上げる。

「大丈夫よ。レネがあれくらいでどうかなるとは思えないわ」

「そうですよね！　ご主人様は身軽ですから、ひょいひょいって跳んで逃げてますよね」

「無責任なことを言うな！」

　メイロンの声をかき消すように叫んだのはターヤだった。

「あんな土ど砂しや崩れに巻き込まれて無事で済むわけない！」

「それでも、今は信じるしか――」

　ティナが肩に置いた手を、ターヤは払いのけて立ち上がった。

「助けに行く」

「あなたまで巻き込まれたらどうするの？　まだ現場は崩れてるって言われたでしょ」

「それじゃ、なにもしないで待ってろって!?」

「今できることはないわ」

　冷静に指摘したティナにターヤは声を荒らげた。

「あなたはレネのことをどう思ってるんだ!?」

「どうって、友人よ。あなたもそうでしょ？」

「ボクは友人をやめたと言ったよね」

　ターヤはそう言ってティナをにらみつけた。

「ボクはレネが好きなんだ」

　小さく、しかし、はっきりと言うと、ターヤは身を翻した。ドアを押し開け、駆け出していった。

「ティナさん……」

　メイロンが心配そうにドアの方を見る。

「大丈夫よ。ターヤだってわかってるはずだから無む茶ちやはしないわ」

　ティナは安心させるように穏やかな声で言い、窓の外を見た。

　雨はまだ降り続き、止やむ気配はない。

「熱いなぁ」

　メイレンは相変わらず楽しげに様子を見ていた。



　レネは降りしきる雨の中、歩き続けていた。ミーガンは五メタほど後ろをものも言わずについてくる。足の痛みは小さくなったのか、杖つえ代わりの枝の扱いにも慣れ、遅れることはない。

「本当にこの方向でいいのか？」

　ミーガンがいら立った声を上げた。

「大丈夫だ。道がなくても、尾お根ねまで登れば、それに沿って行けばいい。そのうち元の場所に行き着く」

　レネが答えると、ミーガンはバカにした声で吐き捨てた。

「いいかげんな」

「それがオレのやり方なんだよ」

　肩をすくめたレネはそのまま歩き続ける。

「今日はここまでか」

　レネは空の様子を見て立ち止まった。

「まだ歩ける」

「山は陽ひが傾くと気温が下がる。それに濡ぬれてるから体が冷えるんだ。火をおこさないと凍え死ぬぞ」

　そう言ってから、レネは荷物がなにもないのを思い出した。

「火をつけられるか？」

「見てのとおり、なにも持ってない」

　ミーガンもレネに取り上げられた短弓銃以外にはなにもない。

「そうか。仕方ないな」

　レネは付近の木を回って比較的乾いた枝を何本か見つけてきた。雨宿りが出来る大木の下に行くと、服を裂いて作った火ほ口くちに枝と木ぎれを使い、散々苦労して火をおこす。一時間かけてようやく大きな炎が燃え上がった。

　一晩過ごせるだけの枝や葉っぱを集めると、レネは上半身裸になって近くの枝に吊つり下げた。

「濡れた服のままじゃ風か邪ぜを引くぞ。あんたも乾かせ」

「……わかった」

　ミーガンは挑戦的にレネを見ると、立ち上がって服に手をかけた。

「お、おい？　木の陰とか――」

　止める暇もない。ミーガンは服を脱ぎ捨てて胸を張った。

「どうだ？　アルティナよりずっといい体だろう？」

　ミーガンが見ると、レネは困ったような顔をして視線をそらせていた。薄明りの中で、頬ほおが赤くなっている。

「そ、そんな顔をするな！　こっちまで恥ずかしくなるだろうが」

　ミーガンは急に気恥ずかしさが勝って胸を手で隠し、背を向けた。

「……その様子ならアルティナとはなにもないようね」

「あるわけないだろ。あっちはオレを男と見てないさ」

　そう言いながら、レネも炎に背を向けた。

　それから一時間ほどで陽は落ち、焚たき火びの炎以外の明かりはなくなった。空は雲が厚く覆い、月明かりもない。

「こいつを返しておく」

　レネはそう言って短弓銃をミーガンに放ほうった。

「なにを考えてる？　貴様、バカか？」

　ミーガンは短弓銃を受け取って、信じられないと声を上げる。

　どうせ矢は抜いてあるに違いない。そう思って矢筒を抜いて驚いた。入ったままだ。それだけではない。泥の詰まった銃口は綺き麗れいになっていた。

「掃除しといたぞ」

　こともなげに言うレネに、ミーガンは疑わしげな目を向ける。



    

  
    
      



    

  
    
      「分解掃除が出来るのか？」

「ティナが毎日やってるのを横で見て覚えたんだ。器具もないし、あんなに素早くはできないけどな」

　答えながら、レネは干してあった服を手に取った。シャツはなんとか乾いているが、上着はかなり水を吸っている。仕方なくシャツを羽織ると、焚たき火びを前にして幹に背を預けた。

「もう寝る。明日は早いぞ」

　そう言うと、レネは目を閉じ、すぐに寝息を立て始めた。

　無防備に寝るレネを見て、ミーガンは本当に眠っているのかと疑いながら、幹に立てかけた大剣に注意を向けた。

　これを奪って戻れば、エルラ商組合会頭の父の命を果たしたことになる。しかし、このまま襲って大剣を奪って、それでいいのか。いや、任務を果たせばそれでなんの問題もないはずだ。

　しかし、それでは済ませられないようなもやもやしたものがあった。それに不本意ながら命を助けられたという負い目もある。デュランならどうするかと想像すると、恐らくこの状態で剣を奪うのは好ましくないと言うだろう。

　それにしても、なんなんだ、この男は？　バカなのか、それともデュラン様が言ったように意外な大物なのか？

　ミーガンは乾いたシャツを身につけると、炎を前にして膝ひざを抱くようにして座った。

　この場は見逃してやる。

　上下するレネの胸を見ながらの、それが結論だった。



　五人のいる部屋には夜になっても明かりが灯ともっていた。ハイドはベッドのある部屋を申し出たが、五人は断ったのだ。

　熱のあるシャルはソファで寝ており、時折『お兄様、いけませんわ』などと艶めかしい声を上げている。

　メイレンはソファに座って目を閉じている。が、寝ているわけではないのは、シャルの寝言にクスクスと笑っているのでわかる。

　飛び出していったターヤは一時間ほどして戻ってきたが、それから一言も口を利かずに黙っていた。

　ティナはいつものように短弓銃を分解掃除していた。どうしてもしなければいけないわけではなく、これをしていると余計なことを考える必要がないからだ。

　メイロンはティナが作業している横で、床にちょこんと座っていた。

「私、ご主人様を助けられませんでした……」

　メイロンはぽつりとつぶやいた。

「あんなにご主人様ご主人様っていつも言ってるのに、肝心な時になにも出来ないなんて失格ですよぅ……。いつ、なにが起こっても大丈夫なように準備してなくちゃダメなんですよね……」

「メイロン……」

　ティナは手を止めてメイロンを見た。いつも明るい顔が、見ている方が辛くなるほど沈み込んでいる。

「初めてひとりで仕事をやり遂げるって決めたのに、こんなんじゃダメですよね……」

「あなたはちゃんとやってるわ。それに、まだ終わってない。そうでしょ？　レネがあんな簡単に死ぬわけがないわ」

　メイロンの頭をあやすようになでながら、ティナはまるで自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

「まだ終わってないわよ」

「そうですよね！」

　メイロンは少しだけ笑って目を閉じた。

　ティナはテーブルに置かれたランプの明かりを少ししぼった。代わりに窓の外に見える月が浮かび上がった。

　ふと、あの時の状況を思い出した。レネがいたすぐ近くにはミーガンがいた。その後ろに近衛このえ兵へいと商兵。もし、レネが無事ならミーガンたちも無事かも知れない。

　この夜の中、レネがミーガンと一緒にいるかも知れない。

　分解した短弓銃に銃身を戻そうとして失敗した。何度もやってきたことなのに、なぜかできない。鼓動にあわせて指が震えているのだ。焦ってもう一度試す。

　なんなんだろう、この落ち着かない感覚は……。こんなことは初めてだった。

　いや……。

　ティナは記憶をたどって思い出した。昔、こんな感覚があった気がする。まだ王都に住んでいた頃ころ、デュランと一緒にいた時だ。あの頃は毎日デュランに会うのが楽しくてたまらなかった。それが何日かあえない時があった。その時の気持ちに近い。

　ティナは胸を手のひらで押さえて動どう悸きを静めようとしたが、どうしても収まらなかった。

　もどかしくて走り出したい。

　そんな感情をもてあまし、ティナは短弓銃の銃身を力任せに押し込んだ。

　ピンッと音がして、針はり金がねバネがどこかに飛んでいった。



「やっと雨が止やんだな」

　うっすらと朝の光が森に射さし込こんでくる。

　レネは伸びをして火を足で消すと、座ったまま赤い眼めで見上げるミーガンに声をかけた。

「行くぞ」

　ミーガンは物も言わずに後に続く。

　結局ミーガンはほとんど眠れなかったのだが、レネにはそんなことなどわからない。

「貴様、エルーランの混血だったな？」

　しばらく歩き続けたところで、ミーガンが口を開いた。

「ああ、それが？」

「アルティナがエルーランになにをしてきたか知っているのか？」

「聞いたよ」

　レネの答えにミーガンはバカにしたように吐き捨てた。

「呆あきれたものだな。同族を殺した相手と仲良く旅とは！」

「オレよりもティナの方がずっと苦しんでる」

「はっ！　それで許すと？　たいした甘ちゃんだ。そのお人ひと好よしなところはエルーラン特有なのか？」

「それじゃティナに命令したあんたを憎んだ方がいいってか？」

　レネは振り向き、腰の大剣に手をかけた。

「殺やればいい」

　ミーガンは挑発的に言い放つと、両腕を広げてみせた。

「敵かたきを取ればいい。さあ！」

　驚いた顔でミーガンを見ていたレネだが、動こうとしない。

「どうした？　遠慮するな。私はデュラン様の命に背そむいて商兵を率いておまえを襲った。挙げ句に失敗だ。デュラン様に会わせる顔がない。ひと思いに殺ってくれた方がいい」

「おまえ……」

　ぽつりとつぶやいたレネ。

　そのレネの目に気づき、ミーガンは全身から火が噴き出したように体が熱くなるのを感じた。

「そんな目で私を見るな！　私は哀れではない!!」

　叫びを放ち、ミーガンはレネをにらみつける。

　が、レネは不意に視線をそらせて別の方を見る。

「私を愚ぐ弄ろうするな！　こっちを見ろ!!」

「待て」

「なんだ!?」

　手で遮さえぎるレネを憎々しげににらんだミーガンは、ようやくレネの様子がおかしいのに気づいた。

「なにか音がする……」

「なに？」

「イヤな感じがするな……」

　レネが顔をしかめた後、足元から震動が響いてきた。

「また土ど砂しや崩れか？」

　ミーガンが斜面を見上げる。しかし、木が動くような様子はない。

「そっちじゃない……」

　レネの視線は逆に谷の方に向けられていた。

　木が揺れ、バキバキと枝の折れる音が聞こえてくる。大勢の兵士が行進するような音がそこに混ざる。

「……ヴォルチだ」

　長い巨体が森の中から意外なスピードで接近してくる。その頭部に矢が突き刺さっているのにレネは気づいた。

「あの時のヴォルチ!?」

　ヴォルチも獲物を認めたか、咆ほう哮こうを放った。

「来るぞっ！」

　身構えて、レネは剣を抜き放った。
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　滑るように接近してきたヴォルチは、まるでレネに恨みでもあるかのように脇わき目めもふらずにレネに向かってきた。

「おまえを撃ったのはオレじゃないだろ？　オレはおまえの尻尾しつぽに殴られたんだぞ！」

　思わず抗議の叫びを上げ、レネは走った。さすがに真正面から相手にして勝てる気がしない。

　ヴォルチは木々の間をすり抜けながら頭部を鞭むちのように動かしてレネを目指す。メキメキッと木が軋きしむ音がレネを追ってきた。

「その手は食うか」

　ヴォルチの動きに気づいたレネが横っ飛びに逃げた瞬間、ヴォルチの体がうねった。

　長い尻尾しつぽが空を切って振り下ろされる。寸前までレネがいた地面を叩たたいた。轟ごう音おんと共に土が舞い上がる。

　ヴォルチはレネの姿を探して、体をねじ曲げた。

　その時、甲高い音がして、ヴォルチの動きが止まった。

　ミーガンが短弓銃でヴォルチを撃ったのだ。

「無む茶ちやするな！」

　振り返ったレネが叫ぶ。

　案の定、短い矢ではヴォルチの鱗うろこに跳ね返されて、注意を引いただけだった。

「早くこいつを始末しろ！」

　ミーガンが逃げながら叫び返す。

　レネは方向を変えたヴォルチを追い、斜め後ろから胴体に向かって跳んだ。

　無数の肢あしがわさわさと動く胴体に飛び乗ろうと高々とジャンプしたレネだが、ヴォルチが急に進行方向を変えたせいで距離が足りなくなった。なすすべもなく着地したところに、大きくうねったヴォルチの肢が押し寄せてくる。

　かぎ爪づめのような肢の先に貫かれそうになったレネはとっさに大剣で薙なぎ払はらった。

　複数の肢がざっくりと斬きり落とされ、宙を舞う。

　違和感を感じたが、それを考える余裕はない。巨体が横滑りしてレネに向かってくる。

　レネは反射的に地に伏せて巨体をやり過ごした。頭上を鱗のある巨体が通り過ぎる。反対側の肢が接近してくると、再び大剣を振るった。

　一列に並んだ肢が数本宙を舞い、レネはその隙すき間まから転がり出した。

　斬られても引きつったような動きを繰り返す肢を見て、レネは違和感の原因がわかった。

　斬れたのだ。

　いつも武器や木は斬れたが、人間は斬れずに素通りしていた剣がヴォルチの肢を斬り落とした。動物は斬れるのか？　人間だけ斬れないのか？

　考えているうちにヴォルチはミーガンに迫っていた。

　走るミーガンだが、怪け我がした足のせいで速くも素早くも動けない。なんとか木の幹に姿を隠していたが、ヴォルチは頭で木に体当たりし始めた。

　バキバキッと幹がへし折られる音が響く。

「おまえの相手はこっちだ！」

　レネは大声を上げながらヴォルチの頭部へ向かって走った。しかし、ヴォルチは動かない。

　大剣で胴体に斬きりつけると、見えない刃やいばは胴体に滑り込んだ。鮮血が飛沫しぶきを上げて噴き出し、傷が口を開ける。

　斬れる。やはり、生き物でも斬れる。では、人間は？

　ヴォルチが咆ほう哮こうを上げ、ミーガンに向けていた頭がレネを探してグイッと曲げられる。

　レネはそれ以上考えるのをやめてヴォルチと対たい峙じした。

　甲高い咆哮を放ってヴォルチはレネに向きを変える。

　伸び上がった頭の高さは優に木こ立だちの先せん端たんに達する。

「殺やるしかないのか……。けど、どうやりゃいい？」

　走りながらレネは呻うめきを漏らした。



「ハイド様、南東の谷間でヴォルチが目撃されました」

　その情報がもたらされたのは、ティナたちが現状説明に来たハイドと会っていた時だった。駆け込んできた兵士がハイドに報告する。

「こっちに来そうなのか？」

「いえ。それが、どうやらなにかを襲っているようです」

「レネだわ！」

　ティナが勢いよく立ち上がった。

「あいつが、現場からこっちに向かっているとすれば確かに場所は近いな」

　ハイドはヒゲを指でいじりながら少し考えて答えた。

「行けるんでしょ？」

「雨は止やんでいるが、地面はまだもろい……」

「行けるわよね？」

　畳みかけるように言うティナの表情を見て、ハイドはうなずいた。

「……わかった。同行を許可する」

「ボクも一緒に行く」

　立ち上がるターヤ。

「しかし、山の経験はないだろう」

「責任は自分で取る」

　ターヤの決意に満ちた表情をじっと見て、ハイドは諦あきらめたように息を吐き出した。

「仕方ないな。だが、こちらの指示には従ってもらうぞ。危険だと判断したら腕ずくでも止めるからな」

「わかった」

「私も参りますわ、もちろん」

　シャルが声を上げたが、熱で赤くなった顔を一いち瞥べつするなりハイドは即座に言い切った。

「あんたはダメだ」

「ど、どうしてですの!?　私はあなたの妹でもあるんですのよ！」

「だったらなおさらだ。そんな体でヤバい山に連れて行けるか」

「無理にでもついて――」

「おい、このお嬢さんを見張ってろ。部屋から出すなよ」

　ハイドは兵士に命令すると、残りの四人に顎あごをしゃくった。

「行くぞ」

　ティナはシャルに視線を向けると、なだめるような声で言う。

「レネが大事なら心配させないようにちゃんと治しなさい、シャル」

「私を置いてなど――」

　四人とハイドを追って駆け出したシャルは兵士に行く手を遮さえぎられた。

「……こ、こんなこと、許されませんわ！」

　感情を爆発させたシャルの叫びが、ひとり残された部屋に虚むなしく響いた。



　ヴォルチが肢あしを波のように動かしながら迫ってくるのを、レネはにらみつけていた。そして、背後のミーガンに声をかける。

「おい、ミーガン」

「なによ？」

　ミーガンの声は不機嫌だが、それ以上言い返さないのは状況がわかっているからだ。

「オレが囮おとりになる。その隙すきに森に逃げ込め」

「どういうつもりよ？」

「あんたの足じゃ逃げ切れないだろ？　オレならこの剣の力でなんとでもなる」

　ミーガンは怪け我がをした自分の足を見て吐き捨てた。

「情けなどかけるな！　私はこれ以上借りを作るつもりはない!!」

「そう思うなら、逃げ切ってティナに知らせてくれ。それでちゃらだ」

　ティナの名を聞いてさらにイヤそうな顔をするミーガン。

「行け！」

　レネの叫びに追われるように後ずさると、ミーガンは叫び返した。

「私が借りを返すまで死ぬな！」

　そして、身を翻して駆け出した。怪我をした足を引きずっているだけに速くはない。しかし、ヴォルチに追いつかれることはないだろう。レネがその間にいる限りは。

「さあて、てめえと決着をつけるか」

　迫ってくるヴォルチに向かって、レネは剣を構えた。

　が、その刃やいばの光は弱まりつつあった。

　レネは舌打ちをして大剣を鞘さやに収める。もう数秒使えるか。機会を待つしかない。

　その時――。

「レネ！　逃げてっ!!」

　叫びが聞こえた。

　ティナだと認識するより早く、レネはためらうことなく森に向かって駆け出していた。



　叫んだことに、ティナは自分でも気づいていなかった。

　頭に血が上ったようになって、気づいた時には同行したハイドの兵士から長弓銃を奪い取っていた。抗議する暇を与えず、レバーを引いて矢を送り込み、構える。立て続けに引き金を引くと、矢はヴォルチの頭部に突き立った。

　ヴォルチの注意が一瞬それる。

　その隙すきにレネが大木の陰に駆け込んだのを認め、ティナはひとまず安あん堵どした。

「なんてことをしてくれたんだ！　あんなでかいヴォルチを怒らせたぞ!!」

　兵士が怒りの声を上げる。

「だったら倒せばいいわ」

「あれだけでかいと、そう簡単にいかんぞ！」

「もう遅い。使わないなら貸して」

　ターヤはティナと競うように長弓銃を兵士から取り上げた。

「目を狙ねらって」

「わかってる」

　ティナの指示に答えて、ターヤは引き金を引き絞った。三連射した矢はヴォルチの右目に突き刺さった。ドロッとした液体が目から流れ出し、ヴォルチは咆ほう哮こうを放つ。

「やるじゃない」

　感心した声を上げ、ティナは負けじと反対側の目を狙う。しかし、動きが激しくなって狙いが定まらない。

　すかさず駆け出したのがメイロンだ。メイレンが『しゃあないなぁ』とつぶやきながら、妹の後を追う。

　メイロンはヴォルチの横から幹を駆け上がり、幹にナイフを突き刺した。ヴォルチの長い首の前後を挟むように二本のナイフを放った。見えないほど細い針はり金がねを結びつけたナイフだ。さらにメイロンはその針金の上を走り、向かい側の幹に走る。

「この前は失敗しましたけど、今度は！」

　ナイフを深く突き刺し、さらにもう一本のナイフで首がすり抜けないように三本目の針金でヴォルチの首を固定した。

「やりました！　今です、ご主人様!!」

　メイロンが叫ぶ。

「任せろ！」

　大木に向かって疾走していたレネは幹に向かって跳んだと同時に大剣を抜き放った。緑の光がほとばしると同時に体が軽くなる。

　しかし、剣の光はまだ弱い。

　右足で幹を蹴けり、さらに高く舞い上がる。邪魔をする枝を斬きり払い、梢こずえの上に飛び出した。最後の枝を蹴けると、軽々とヴォルチの頭の上まで達する。

「もうちょっとだけもってくれよ！」

　振りかぶった剣を振り下ろしながらヴォルチに飛び降りた。

　見えない刃やいばが深々と脳天に突き立つ。

　頭を貫かれたヴォルチは首をのけ反らせて大きく振った。二度三度と激しく動くと、針はり金がねもブチッと音を立てて切れ、ヴォルチは自由になった。

　レネは振り落とされまいと剣を握った手に力を込めたが、大剣の刃は実体がない。踏ん張ることも出来ずに、レネは宙に放ほうり出された。

「ご主人様っ!?」

　枝の上にいたメイロンが叫ぶが、離れすぎてなすすべもない。

　と、一本のナイフがレネに向かって放たれた。メイレンだ。

　細いナイフはレネの腰にある吊つり鎖にクルッと回ってからみついた。ナイフには細い針金がついている。

　いきなりレネの体は宙で動きを止め、そのまま落下し始めた。が、地面の寸前でガクンと止まり、振り子のように揺れる。枝に引っかかった針金がレネをぶら下げていた。

　糸を切り、地面までの三メタを飛び降りたレネは振り返り、ようやく動きを止めたヴォルチの巨体を見た。右手の大剣が放つ光はすでに消えていた。

「お帰りなさい、レネ」

　レネを迎えたのはティナだった。駆けてきたのか、珍しく息が弾んでいる。

「なんとか戻ってこられ――」

　レネは脇わき腹ばらの痛みに顔をしかめながら苦笑する。

　と、いきなりティナがレネに抱きついてきた。

「……お、おい、ティナ？」

　予想外のことにレネは強こわばって動きを止めた。動揺のあまり前髪に隠れた目は宙を泳いでいる。

「よかった……」

　ティナは小声でささやくと、我に返ったように急いでレネから離れた。

「えっと、あの……ごめんなさい。なんだか、ホッとしたら力が……」

　妙な手振りであたふたと説明するティナ。

　その仕草があまりに子供っぽくて、レネは思わず笑みを浮かべた。

「心配させて悪かった」

「だ、大丈夫だって思ってたけど……」

　ティナはまともにレネを見ることが出来ずに目をそらす。

「まったく、そんなガキのどこがいいんだか」

　レネの背後から冷たい声を浴びせられ、ティナの表情が一瞬にして強ばった。

「……ミーガン？　どうして？」



    

  
    
      



    

  
    
      「色々あってな。見捨てるわけにもいかなかったし」

　レネが説明すると、ミーガンはティナを挑発するようにレネの背中にそっと手を重ねた。

「一晩ふたりで温めあったのよ」

　その瞬間、ティナは自分でも抑えられないほど頭に血が上るのを感じた。ターヤに腕をつかまれなければ飛び出していただろう。

「落ち着いて。ただの挑発だからさ」

　ティナはその声に怒気が漂っているのに気づいて、我に返る。互いに他人の振り見て我が振り直せということだ。深呼吸をして落ち着かせる。

　ティナの視線に殺意が混ざったのに気づいたかどうか、レネは慌てて首を振った。

「か、勘違いするなよ！　なにもしてないからな」

「そう。まったくなにもなかったわ。この私の完かん璧ぺきな体を見たのに、ふれもしないなんて」

　忌いま々いましそうに吐き捨てると、ミーガンはティナに冷たい視線を向ける。

「……見たの？」

　ティナの感情のない問いがレネに向けられた。

「ま、まあな……。濡ぬれた服を乾かす必要があって、それで……まあ、そういうことなんだよな」

　レネが言いにくそうに鼻の頭を人差し指でこすりながら説明する。

「アルティナ、今回は見逃してやるわ」

　ミーガンが傲ごう岸がんに言うと、ティナは引きつった笑いを上げた。

「この状況でなにを言ってるの？　そっちは全滅。こっちは全員揃そろったのよ？」

　ティナが長弓銃を構えようとすると、レネが進み出て銃口を抑えた。

「ティナ、ここは逃してやってくれ」

「レネ!?　こいつは――」

「わかってる。でも、部下を全員失ったんだ」

「……私も色々失ったわ」

　ティナはミーガンをにらみながら唇くちびるをかんだ。ミーガンはその視線を受け止めながらレネに言う。

「今、私を逃がしたら後悔するぞ？」

　レネは肩をすくめて言い返す。

「それじゃ訊きくけど、デュランはオレを見逃したのを後悔してるのか？」

「デュラン様を貴様などと一緒にするな」

　ミーガンはムッとした顔で言い返す。

「まあ、いいじゃねーか」

「恩を売ったと思うな」

「そんなもん売らないって」

　レネが苦笑すると、ミーガンは背を向けて歩き出した。

「ホントに行かしていいの？」

　ティナがミーガンの背中を視線で射殺そうという強い目でにらむ。

「まあ、帰り着くまでの間、デュランも動けないんじゃないか？」

　レネの答えにティナの目が一瞬大きな点になった。

「あなたって……ホントわからないわ」

　ティナは呆あきれたというより感心した声を上げるのが精一杯だった。ミーガンを時間稼ぎに使おうというのだ。

「とにかく、疲れ……た――」

　レネはいきなり力がなくなったようにその場に崩れ落ちた。

「レ、レネ!?」

「ご主人様!?」

　メイロンがどこからともなく飛んでくる。

　ティナはレネを抱き起こすと、安あん堵どしてため息をついた。

「大丈夫。疲れただけみたい。寝てるわ」

　言いながらレネの腕を肩に回して立ち上がろうとすると、ターヤがもう一方の腕を抱えた。レネはふたりの間でぐったりしている。

「……ティナ」

　ターヤが小声でささやく。

「なに？」

「わかった？」

　ターヤはなにがとは訊きかない。問われた瞬間、ティナはぎゅっと心臓をつかまれたような気がした。

「……ええ」

　ティナはレネの横顔を見て唇くちびるをかんで小さくうなずいた。

「自分の気持ちを他人に気づかされるなんてね」

「でも、負けないから、ボクは」

「わかったわ」

　ティナはなにをとは問い返さない。ターヤを真まっ直すぐに見て答える。

「私も負けるつもりはないから」

　その笑みを浮かべた表情に、ターヤは一瞬ひるみ、それから笑い返す。

「失敗したな。火を点つけたみたい」

　レネを挟んで拳こぶしを突きつけあい、ふたりは歩き出した。その後ろから心配そうな表情でメイロンがついていく。

「私ももうちょっと背が高かったら、ご主人様を担げたのに……」

「うちとやったらちょうどええで？」

「姉さんとはいいですよぅ」

　メイロンは羨うらやましそうに三人を見て、頬ほおを膨らませた。



　　　８



　翌朝、ベッドで目覚めたレネは上体を起こしたところで、体に包帯が巻かれているのに気づいた。

　なんでだったかと腕を動かしたところで鋭するどい痛みが走り、記憶がよみがえった。

　と、ノックが響き、ドアが開けられる。

「起きた？」

　ティナとターヤがそろって部屋に入ってくるのを見て、レネは意外そうな顔をした。

「どうしたんだ？　珍しいな」

「ちょっと、ね」

「そう。色々あったんだ」

　ティナとターヤが顔を見合わせた。

「そうか？　まあ、仲が良いならいいんだ」

「だといいけどね」

　そう言いながらティナは食事をベッドサイドに置いた。

「ちょうどよかった。腹が減ってたんだ」

「だろうね。丸一日寝てたんだから」

　ターヤはまだ湯気を立ち上らせているパンを差し出した。

「一日もか？」

　レネは驚いた顔でパンを受け取ると、スープと一緒に食べ始めた。頬ほお張ばりながら窓の外を見ると、陽ひが差して、昨日までの雨がウソのようだ。

「いい天気になったな。こいつを食べたら出発するか」

「もう？　もう少し体を休めてからの方がよくないか？」

　驚いてターヤが声を上げる。

「あんまり時間はないだろ」

「……そうね」

　ティナはうなずいた。ミーガンが帰るまではデュランがなんらかの手を打つとは思えないが、他ほかにも追手が来る可能性はある。残り三人の王子に会うことだけが目的ではない。その後のことも考えれば、先手先手で動くべきだ。

「それじゃ準備するわ」

　ティナとターヤが身を翻して部屋を出て行くと、入れ替わりにシャルが入り口から顔をのぞかせた。

「体はもう大丈夫なのか？」

「まだ少し体が熱いのですが、これはきっとお兄様の匂においをかいだからですわ」

　うっとりと息を吸い込むシャル。

「その胸に顔を埋うずめたくて仕方ありませんけど、まだ風か邪ぜが治ってませんから遠慮しますわね。うつすといけませんから」

　シャルはそう言うと、神妙な顔でささやいた。

「実はお兄様にお話しがあるのです……」

「なんだ？」

「病にうなされている間、夢を見ましたの。花の咲き乱れる庭園で、私たち、熱い口づけをかわしていましたのよ。お兄様ったら、あんなに激しいなんて……」

「そ、そうか……。よかったな、ははは」

　夢の中の自分がなにをしたのか知りたくもないレネは引きつった顔で笑った。

「それで私、決めましたの」

　シャルが部屋に一歩入って、上気した顔でレネを見つめる。

「な、なにをだ？」

「私の一大決心です。悔しいですけれど――」

　その時、メイロンが駆け込んできた。

「ご主人さま！　お体は――」

　メイロンはシャルの背中にぶつかりそうになってピタッと止まった。

「シャルさん！　ご主人様に風邪がうつったらどうするんですか!!」

「ちょっと、私は大事な話が――」

　メイロンは聞く耳など持たないとシャルを引っ張って部屋を出て行った。

「なんだったんだ？」

　レネはシャルが言いたかったことを考えてみたが、答えは見つからなかった。



　着替えを終えて上着を羽織ったレネが外に出ると、ハイドが待っていた。妙に硬い表情をしているのに気づき、レネはいぶかしみながら声をかけた。

「どうしたんだ？」

　腕を組んだハイドはなにか言いたげにレネをジッと見ている。

「ずいぶん世話になっ――」

　レネは手を差し出したが、ハイドはその手を無視して言い放った。

「レネ、出発前に俺おれと戦え！」

「はあ？」

「男と男の勝負だ」

「ちょっと待てよ。オレはやっと起き上がれるようになった怪け我が人にんだぞ」

「その程度の怪我など俺はしょっちゅうだ！」

「あんたと一緒にするなって」

　角材で殴ってもビクともしなさそうな体つきを見て、レネは呻うめく。

「おまえが――」

　そう言いながら、ハイドは一瞬視線をレネの背後に向けた。そこには仲間の五人の姿。

「任せられる男かどうか確かめる！」

「玉ぎよく座ざか？　言っとくが、国を背負う気なんかないぞ」

「問答無用！」

「くそっ、あんたもやっぱり同じかよ！」

　レネは大剣を抜こうとしたが、ハイドが拳こぶしを固めて構えるのを見てニヤリと笑った。

「それならつきあうぞ」

　上着を脱ぎ捨て、大剣をティナに放ほうり投なげると、レネは身構えた。

　ハイドの巨体はレネが想像したより遙はるかに早く動いた。ハイドを中心にして回ろうとするレネに対して、ハイドはサッと移動してレネの動きを封じようとした。その動きに無駄がない。

　何度か仕掛けようとしたレネだが、腹立たしくなるほど隙すきがない。こっちから誘うしかないかと、ふっと体を沈めて左拳を引いた。

　ハイドが踏み込みながら右を突き出してきた。

　かかった！

　風を切って飛んできたパンチをまともに食らいそうになって慌てて首を振ってかわす。同時にハイドの中に潜り込もうと右に動く。

　待ちかまえていたようにハイドの左が飛んできた。

　とっさに右に転がり、攻撃をやり過ごす。

　その瞬間、右みぎ脇わきに鋭するどい痛みが走った。さっき転がった時に昨日の傷を痛めたか。起き上がったレネは一瞬右腕を下げてしまった。

　そこにハイドの左ひだり拳こぶしがフック気味に飛んできた。

　レネは右を真まっ直すぐに伸ばして迎え撃った。

　だが、腕の長さはハイドに分がある。まともにやればレネがパンチを食らうだけだ。

　とっさにレネは右の肘ひじをくの字に曲げた。外側から迫るハイドの腕が肘に押されて軌き道どうを変える。伸びきったハイドの左拳は目標を失って空を打った。

　レネの右腕も力を失ってハイドの顔に届かない。

　が、泳いだハイドの体は無防備になっていた。そこに突き上げられたのはレネの左ひだり膝ひざ。

　ハイドの顎あごが膝を食らって跳ね上がった。

　いや、ハイドはのけ反って膝の衝撃を減らそうとしたのだ。

　しかし、レネの足はその上を行っていた。跳ね上がった膝から爪つま先さきが伸び上がり、ハイドのがら空きの腹にめり込んだ。

「どうだっ!?」

　勝ちを確信したレネの叫び。

　その声をかき消すような激しい音が響いた。

　ハイドがのけ反らせた頭を振り下ろし、レネの頭に突っ込ませたのだ。

　一瞬、レネの視界は真っ暗になり、目の前に火花が散った。

「レネ!?」

　ティナとターヤの叫びが重なった。

　レネとハイドはもつれ合って転がり、大の字になって倒れた。

　荒い息を繰り返しながら、レネは空を仰ぎ見た。まだ視界の隅すみに星が舞っているが、目は見える。

「細いくせに、しぶといヤツだな」

　痛みをこらえた声でハイドが呻うめく。

「あんたこそ、でかい体でよく動けるな」

　レネは顔をしかめて言い返す。

「……ま、おまえになら任せていいか」

　ハイドはチラッとターヤを見てつぶやいた。

「なにか言ったか？」

「い、いや、なんでもない！」

　ハイドは珍しく慌てたように応じると、立ち上がった。

「あんた、そんなに王になりたいのか？」

　上体を起こしたレネは真剣な声で尋ねた。

「王だと？　俺おれに王座は似合わん。将軍で充分だ」

「それだってかなりの欲張りだと思うがな。って、ちょっと待てよ。それじゃなんで殴りかかってきたんだ？」

「気にするな。俺は王になど興味はない。この国を守りたいだけだ。おまえが守るのなら、それを助けてやってもいい」

「オレは……」

　レネは言いよどんだ。

「真剣に考えるなら、もっと悩め。そして、答えを出せ。しかし、あまり時間はないぞ」

「……わかってる」

　レネはひき結んだ口の隙すき間まから答えを絞り出した。

「ところで、残り三人の王子がどんなヤツらか知ってるか？」

「あいつらはダメだ。おまえの方が遙はるかにマシだよ。その目で見てくるんだな」

　ハイドは即答で吐き捨てる。

「どんな手を使ってくるかわからん連中だ。気を抜くな」

「わかった。ま、怪け我が人にん相手に殴りかかってくるヤツよりもっとひどいってことは肝に銘じとくよ」

　レネがニヤッと笑う。

　ハイドは舌打ちをすると、レネの背中を思いっきり叩たたいて去っていった。

「だ、大丈夫ですかぁ、ご主人様？」

　レネが立ち上がると、メイロンが駆け寄ってきた。

「……ああ。これくらいなんとも――」

　メイロンの頭をぐりぐりしようとしたレネの体はグラリと揺れた。

「あううっ……」

　メイロンは小さな体でレネを支える。

「夢が叶かなってよかったやないか」

　メイレンが涼しい顔でからかう。

「た、助けてくださいよぅ、姉さん」

「うちとはイヤなんやろ？」

「そ、そんなこと、言わないで、くださいよぅ……」

　ふらつくレネを真っ赤になって抱きかかえるメイロン。

　素知らぬ顔のメイレンの脇わきを通って、レネに大剣と上着を渡そうとしたティナがふっとつぶやく。

「今のが青春ってヤツなのかしら？」

「男ってわかりませんわ」

　シャルがため息をついて首をかしげた。

「ボクはわかるよ」

「あなたは半分男ですものね」

　ターヤをからかうようにシャルが言う。

「だとすれば、キミよりレネのことを理解できるね」

　ターヤがシャルに笑みを浮かべながら言い返すと、シャルは悔しそうに口をつぐんだ。

「大丈夫？」

　ティナはレネに手を差し出した。

「……あ、ああ」

　レネはその手をつかんでなんとか立ち上がり、大剣を受け取った。気のせいか、それで少し気分がよくなって、目の焦点が合ってきた。さらに上着に袖そでを通すと、もう完全にいつもの調子で声を上げた。

「さあ、出発するか」

「もう大丈夫なんですかぁ？」

　心配そうなメイロンの頭を軽くぐりぐりして笑う。

「ああ、平気だ。あいつの石頭にやられたな」

　レネは歩き出そうとして、ふと足を止めた。

　シャルが立ち止まったまま自分を見ていたからだ。

「どうした、シャル？　行くぞ」

「……私、行きませんわ」

　シャルの口から出た予想外の言葉にレネは思わず聞き返した。

「え？　おい？」

「まだ熱が下がってませんし、これ以上、お兄様の負担になりたくありませんの」

「……シャル」

　レネは驚いてシャルを見つめた。

「それくらいで音ねを上げるなんて、らしくないね」

　ティナの挑戦的な物言いにもシャルは感情を表さずに答えた。

「私なりに考えた結論ですわ。足手まといなんて、私のプライドが許しませんのよ」

「本気……みたいね」

　ティナはシャルの顔をジッと見て確認するように訊きいた。シャルは黙ってうなずく。

「わかった」

　レネはシャルの表情を見て手を差し出した。

「ここまでありがとう」

　シャルはその手をさっとつかんで引き寄せると、唇くちびるを近づけた。ふっと動きを止め、隣で見ているメイロンを見る。

「あら、止めませんの？」

「……最後ですから……ちょっとくらいなら、いいですよぅ……」

　メイロンが複雑な表情でしんみりと答えると、シャルはにこっと笑ってレネの首に腕を回した。

「ちょ、おま――」

　抵抗するレネがじたばたするのを両手で押さえつけ、シャルは頬ほおに軽く唇をつけた。

「風か邪ぜがうつってはいけませんから」

　驚くレネにそう言い、シャルはウィンクをした。

「その代わり、今度お会いした時には特別に熱い口づけをいただきますわ」

　そして、ティナとターヤに向き直り、胸を張って言い放つ。

「言っておきますけど、お兄様のことを諦あきらめたわけじゃありませんわ。いつかきっと禁断の道に引き入れて差し上げますから。お兄様にこれ以上余計な虫がつかないようによく見張ってくださるかしら？」

　ターヤをチラッと見て、シャルはティナに言う。

「残念。それは引き受けられないわ」とティナは肩をすくめる。

「あら、虫が増えたようですわね。せいぜいふたりでつぶし合えばいいんですわ」

　シャルは不満げに言うと、なんのことかわからいないでいるレネに向き直った。

「お兄様、お気をつけくださいね。私、なにかありましたら必ずすぐに駆けつけて参りますから。それから、私のことでしたらご心配いりませんわ。ハイド兄様に護衛をつけていただきますから。それでは、皆さんもごきげんよう」

　そう言うと、シャルはさっと背を向けて歩き出した。



    

  
    
      



    

  
    
      「あっさりしたもんやね、もっと修しゆ羅ら場ばっぽくなるんかと期待してたのに」

　拍子抜けしたようにメイレンが言う。

「そんなわけないわ」

　ティナは首を振って誰だれにも聞こえない声でつぶやいた。

　シャルの肩はこみ上げてくる想おもいをこらえきれずに震えていた。

　今のティナにはシャルの気持ちがわかる。どれだけ辛いのか。どれだけ痛いのか。

「よし、行くか！」

　レネは声を張り上げ、急に首をかしげた。

「でも、なにか忘れてる気がするな……」

「なに？　第五王子は今さっき殴ったわよ？」

　冗談めかしてティナが言う。

「そうじゃなくて……。う～ん、思い出せないってことは、たいしたことじゃないんだろ」

　レネはひとつうなずいて歩き出した。

　残りの王子は上位三人である。



    

  
    
      



    

  
    
      
「この私をどこまで愚ぐ弄ろうするのですか、あの忌いま々いましい男は！」

　泥だらけの姿でジャック・ジャックスは山を歩いていた。ふらふらとおぼつかない足取りで、足はほとんど上がっていない。

　崖がけの崩落で谷底まで落ちたジャックスは、レネとミーガンよりも谷川の下流に押し流されたのだ。探し回ったが、部下は誰だれひとりとして発見できなかった。王都から連れてきた三個小隊の近衛このえ兵へいは負傷者も入れてすべていなくなった。

「レーネディア・シャール！　すべてはあいつのせいです!!　あの呪のろわれた男のせいです」

　元はといえば、雨で地盤が緩んでいたところに衝撃を加えてとヽどヽめヽを刺したのは自分の一斉射撃命令なのだが、それには気づいていない。

「私のこの顔を踏みつけにして呪いをかけていったに違いありません！　ここまで私を信じてついてきてくれた部下たちまでも!!」

　拳こぶしを握りしめたところで、ジャックスはふらっとよろめいた。

「……む。これは……ちとマズい……ですね……」

　慌てて足を踏ん張りながら、ジャックスは頭を押さえた。

「……私は、こんなところで、最期を迎える人間では……ありましぇんよ……」

　すうっと意識が遠ざかり、ジャックスは前のめりに倒れ伏した。

　バシャッと泥が跳ね上がる。

　最後に誰かの声が聞こえたような気がしたが、それを確かめるよりも暗くら闇やみに飲み込まれる方が早かった。



　レネたちが出発した日の夜、ハイドが城の食堂に入ると、兵士たちが立ち上がって呼びかけてきた。

「ハイド様、こちらにどうぞ」

　領主のハイドは部下の兵士たちと食事を共にするのが日課になっている。パンを食い、エールを呑のんで馬ば鹿か話ばなしをする機会がないと最前線の緊張は維持できない。それを共有しているという意識がなければ部下はついてこない。

　空いた席に腰を下ろし、ハイドはまずエールを一杯飲み干した。すぐにお代わりを要求する。

「しかし、あの王子は男と思えないほどでしたな」

　ほどよく酒の入った兵士が声を上げる。

「レーネディアがか？」

　不思議そうに訊きくハイドに、兵士たちが笑って答えた。

「違いますよ、マーティン様ですよ」

「なに？」

　ハイドの眉み間けんに深いシワが刻まれた。

「肌の艶つやといい、華きや奢しやな体といい、ここの女どもより色っぽかったですな」

「時折見せる仕草がまたなんともたまら――」

「こ、このバカ者！」

　いきなり大声を上げたハイドに兵士たちは驚いて腰を浮かした。

「な……なんという――」

「も、申し訳ございません……」

「けしからん！　けしからんぞ!!」

　ハイドは顔を真っ赤にして叫ぶと、憤然として席を立った。兵士たちは呆あつ気けにとられてハイドの背中を見送る。

「いったいどうされたのだ、ハイド様は？」

　兵士たちは首を傾かしげる。

「顔が赤くなってたよな？」

　ひとりがつぶやき、その場の全員がぎこちなく笑みを浮かべる。

「まさか、ハイド様にそんなご趣味が……」

「だから、まだご結婚なさらないとか……」

　真顔でつぶやいた兵士たちは顔を見合わせ、気をつけようとうなずきあった。

　そして、しばらくの間、ハイドは部下の視線に戸惑うことになる。
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「ご主人様のお料理、久しぶりですぅ～」

　湯気を立てる鶏の香草焼きにかぶりついたメイロンは至福の表情を浮かべた。

「そうか？　作ってたと思うけどなぁ」

　レネは首を傾かしげてメイロンを見た。が、ティナとターヤも同調した。

「確かにこうやってゆっくり食べるのってなかったわね」

「このところ、ずっと山の中で落ち着かなかったからね」

「ああ、そうか――って、今も山ん中だろ？」

「でもでも、キャンプみたいですよ？」

　焚たき火びを囲んで五人が座る様子を指してメイロンは笑った。

「まあな」

　レネは周囲を見回した。

　山中を抜ける道から少し脇わきに入った場所だ。近くに水場があり、木の切り株で作られたイスもある。ちょうどティナとメイロンの三人で旅に出た時、初めて野営したのも、こんな感じだった。それを思い出してメイロンも楽しげなのだろう。

「シャルさんも食べたかったですよね……」

　鶏を見つめて、ぽつりとメイロンがつぶやく。

「まあ、そうだな」

　レネは曖あい昧まいにうなずく。実の妹に言い寄られるたびにメイロンが阻止してきた関係からすれば、メイロンが寂しそうにしているのは意外な感じを受けた。

「それはシャルに失礼よ。自分で決めたことなんだから尊重してあげないと」

　ティナが静かに諭さとすように言う。

「……そうですよね。ごめんなさいです」

　メイロンはうなずいて、目の前の食事に専念した。

　場が湿っぽくならなかったのに安心したレネは焚き火の上で焼いていたキノコが煙を上げているのに気づいた。

　キノコをひっくり返そうと、慌ててティナの前に身を乗り出したレネの肘ひじがティナの膝ひざにふれる。

　と、その瞬間、ティナがビクッとしてナイフを取り落とした。小石に当たってキンッと音が弾はじける。

「悪い。当たったか？」

　怪け訝げんそうに振り返ってティナの顔を見るレネ。

　身を引いたティナとレネの視線が重なり、ティナは動きを止めた。

「……な、なんでもないから」

　一瞬口ごもったティナは体を動かしてレネから距離を取ろうとした。

　メイロンがティナを見て不思議そうな顔をした。

「ティナさん、顔が赤いですよ？」

「焚たき火びに当たりすぎただけよ」

　赤くなった頬ほおを確かめるように手のひらで覆うと、ティナは落ち着きなく視線を空に向けた。

「意外だな」

　ターヤがふうんとつぶやき、メイレンがそれにあわせて手で顔をあおいでみせる。

「ほんま熱いなぁ」

「焚き火に近すぎるんですよ、姉さん」

　メイロンが真顔で言うと、メイレンはダメだこりゃと言わんばかりに肩をすくめた。

「あんたなぁ……」

　メイレンの呆あきれた声に、メイロンはドングリ眼まなこをパチパチと瞬かせた。

「ところで明日には第二王子の城下町に着くんだろ？」

　食べ終えた鶏の骨をしゃぶっていたレネがティナに尋ねる。

「そうね、予定では……だけど」

　答えながら、ティナはゆっくりと腰のホルスターに手を伸ばした。

「そうだな。予定どおりにいけばいいんだけどな」

　レネも腰に吊つるした剣の柄つかに手をかけた。

　ターヤ、メイロンとメイレンもさりげない会話をしながら、それぞれの得物を手にしていた。

　と、次の瞬間――。

「お食事の邪魔をしないでください！」

　メイロンがナイフを放つ。

　放たれたナイフが飛んだ先で悲鳴が上がる。

「覚悟しやがれっ！」

　叫びと共に草むらから飛びかかってきたのは短弓銃を構えた男だった。

「それはそっちの方だろっ！」

　レネが剣を抜こうとするより早く、ティナの短弓銃が男の右腕に命中し、銃を取り落とさせた。

「そこまでね」

　遅れて出てきた三人目の男にターヤが剣の切先を突きつけた。

「三人……こんなもんかな？」

　メイレンが男たちを調べて武器をすべて没収すると、

「さっさと行けよ」とばかり、レネは追い払うように手を振った。

　三人はわっとばかりに散っていった。

　レネはかんでいた鶏の骨を吐き捨てると、

「片づけて先を急ぐぞ」

「は～い」

　メイロンは素早く土をかけて焚たき火びを消し、食器をまとめていった。

　何ごともなかったかのように片づけが終わり、五人はその場から移動し始めた。

　こんなことがすでに丸一日続いている。

　レネたちを休ませないのが目的なのか、断続的に襲いかかってくるのだ。どうせ口を割らないのだからと、武器を奪って解放している。同じメンツがまた来る場合もあるし、まったく違うメンツの場合もある。

「これで何回目だっけ？」

　緩やかな上り坂を歩きながらレネが誰だれにともなく訊きく。

「六回目……かな」

　そう答えたのはターヤ。

「何人くらいいたかわかるか？」

「うちが顔を見分けられたんが一八人。さっき最初に襲ってきた男は三度目やね」

「とすると、二〇人くらいはいるってことか」

　メイレンの答えにレネはげっそりした顔でため息をついた。

「あいつらの正体はなんだと思う？」

「王子の兵士……には見えないね」とターヤ。

「傭よう兵へいやろな。うちらと同じ臭においがするわ」

　メイレンがそう答え、ニヤッと笑った。

「もっとも、うちよりはレベルが低いけどな」

「私よりも低いですよぅ」

　メイロンが頬ほおを膨らませて抗議する。

「ま、メイロンに倒されたんだから、メイロンの方が上なのは間違いないよな」

「そうですよね！」

　両手の握り拳こぶしを胸の前で構えて、うんうんとうなずくメイロン。

「でも、この調子じゃ町には入れそうもないわね」

「他ほかの方法を考えるか、向こうから来てくれるのを待つか」

　ティナのつぶやきに答えて、レネは肩をすくめた。

「しかし、なんのつもりだったんだろな？」

「確かにそうね。時間をつぶすにしてもあんまり意味がなかったし、こっちも疲れたわけじゃないし。多少、私の矢がなくなったくらいよね」

「私たちを甘く見てるんですよ、きっと」

「そやったらええけどな。あんまり自信過剰になったらあかんて教えたやろ」

　得意げなメイロンに釘くぎを刺すように言い、メイレンはナイフをどこへともなくしまおうとした。ふと、その手が止まる。

「どうしたの？」

　ティナは先を行くメイレンの動きが止まっているのに気づいて緊張した声をかける。

「え？　ああ、なんでもあらへん」

　メイレンは驚いたように答えると、ナイフを隠した。

「気のせい……やったらええけどな」

　不安そうに周囲を確認するように見回し、荷物を担ぎ直して歩き出した。



「そろそろ？」

　ティナが隣のレネに声をかけたのは、山道を歩き出して二時間が過ぎた時だった。

　これまでのパターンでは二、三時間進んだところで襲撃があったからだ。

「そうだな」

　周囲を見ながらレネは答える。

　幅二メタ足らずの道の左右には木が連なっているので、狙ねらわれても身を隠す場所はある。しかし、相手がレネが町に向かっていることを知っているのなら、このままでは待ち伏せしている網に突っ込んでいくようなものだ。

「道から外れた方がいいかもしれないね」

　ターヤが提案すると、メイロンも手を上げた。

「私もそう思いますぅ」

「メイレンは？」

　ティナが訊きくと、メイレンは心ここにあらずという顔で振り向いた。

「え？　なんやったっけ？」

「珍しいな」

　レネはメイレンの表情に驚いた声を上げた。常に周囲に気を配って真っ先に異変を感知するメイレンがこともあろうに背後の会話に気を向けていなかったとは。

「なんでもないわ。気にせんといて。で、なんやて？」

「このまま道に沿ってくか、森に行くかだ」

「ああ、森の方がええやろな、普通は」

　メイレンの言い方が引っかかって、レネは聞き返す。

「普通は？　今は違うのか？」

「気のせいやったらええけど、なんかイヤな感じがするねん」

　ティナはメイレンの表情を見てレネに問うような視線を向けた。

「傭よう兵へいのことはメイレンの方が詳しいからね。どう？　勘に従う？」

「かといって、真まっ直すぐ行くのも危険だろうしなぁ」

　レネは難しい顔をして空を仰いだ末、決断した。

「森に行こう」

「了解」

　ティナはすぐに道をそれて木の間に踏み込んでいった。

「ホンマにええんかなぁ……」

「ボクはレネについていくって決めたから」

「大丈夫ですよ、ご主人様の決めたことですから」

　不安そうなメイレンにターヤとメイロンが声を上げて森に入っていく。

「それが危ないゆうてんねん。間違ごうた決定に意見すんのも部下の役目なんやで」

　メイレンはますます不安そうにつぶやくと、気乗りしない様子で後を追った。



　森に入って二時間。

　いつものパターンであればとっくに襲撃があってもおかしくない。

「上う手まくいったのかな？」

　木が少なく、少し開けた場所に出ると、周囲を見回したターヤが言う。

　一抱え以上もある岩がゴロゴロしており、苔こけむした岩を抱え込むようにして大木が根を張っている。

「少し休むか」

　そう言って、レネは近くにあった岩に腰を下ろした。ちょうど上が平らで座りやすい高さにあったからだが、ティナがその岩を見て怪け訝げんな顔をした。

「それ、なにか書いてあるわ」

　レネは岩から降りると、ティナが指した部分を見た。確かになにか書いてあるのか、岩に意味ありげな凹凸や線が見える。

「文字じゃなくてレリーフじゃないかな？」

　ターヤが顔を横にして言う。確かになにかの顔のようにも見える。

「ここは遺跡かなにかか？」

　レネは周囲の岩を見て規則的な並びに気づいた。岩と思った物は元々石柱だったのだろう。長い年月の間に崩れて倒れたのだ。なだらかな斜面を背にして、円形に柱が並んでいたようだ。斜面の下には岩肌が見える。

「ずいぶん古そうだな」

「そうだね。雨風に削られて見えなくなってる」

　ターヤが岩の表面を指でなぞってみる。

「家っていうより、祭壇みたいな――」

「シッ」

　突然、鋭するどい音が全員の注意をうながした。

「誰だれかいるで」

　音を出したメイレンが声を潜ひそめてささやく。

「こっちの様子をうかがっとる」

「どこからだ？」

　レネは剣の柄つかに手をかけた。

「そこですっ！」

　メイロンはバッと振り向いて背後の茂みに向かってナイフを放った。

　反応はない。悲鳴も反撃もない。しばらくしてナイフが飛んできた。それをメイロンが慌てて指でつかむ。

「だ、誰だれですか!?」

　なんとかナイフをつかんだメイロンが詰きつ問もんする。動揺しているのがありありとわかってしまう辺りが未熟さか。

「まだまだやねぇ、メイロンちゃん」

　木こ陰かげから姿を現した相手を見て、メイロンが目を見開いた。

「ね、姉さん!?」

　メイロンの声がひっくり返った。
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「姉さんって？」

　現れた女性を見て、ティナがメイロンに訊きく。

「はい。五人姉妹の一番上のメイラン姉さんです」

　メイランと紹介されたのは、真まっ直すぐな黒髪を腰まで伸ばした女性だ。ティナよりも年上に見えるが、おっとりした物腰は確かにメイロンに似た雰囲気がある。身長はメイロンよりも一〇セメタほど高い。

「私もいる」

　隣の木陰からもうひとり現れた。

　こちらはティナと同じくらいの身長。年齢も同じくらいだろうか。頬ほおや体型がほっそりとしたところはメイレンに似ているし、髪もメイレンのように編み込んでいる。というより、メイレンの方が姉の影響を受けたというべきか。

「メイリン姉さんまで？」

「ああ、やっぱりかいな……」

　メイレンは手にしたナイフを構えたまま顔をしかめた。

「わかった？」

「そら、わかるわ。なんや、陰いん険けんな方法やなて思てたんや。やっぱりかいな」

「メイリン姉さんはからめ手で攻めるのが好きなんですよ」

　メイロンの解説にレネはへえっと感心した声を上げ、

「って、それじゃ、さっきまでの襲撃の指揮を執とってたのは……」

「そういうことやな」

　うなずくメイレンの表情は緊張したまま。

「ってことは、あんたたちは第二王子に雇われたのか？」

　レネはふたりにそう尋ねた。

「雇い人のことを言うわけは――」

　メイリンが生き真ま面じ目めそうな顔で答えるが、メイランがごく自然に口を挟んできた。

「ちょっと違うんよ。正しゅう言うと第二王子に雇われはった傭よう兵へい部隊に助すけっ人と――」

「姉さん！」

　驚いたメイリンが姉を叱しかるが、メイランはおかまいなしにやんわりとかわした。

「ええやないの。なんとなしに状況はわかってはるんやし」

「え？　他ほかの傭兵に？　メイリン姉さんはそういうの好きじゃなかったですよね？」

　メイロンが意外そうな顔で聞き直す。

「台所事情が厳しいの。ちょうど仕事もなかったから、仕方なく」

　メイリンは渋い顔をして答える。

「メイロンちゃんと戦うなんて知ってたら引き受けへんかったんよ。残念やね」

　メイランがにこにこしながら言う。

「で、雇い主は誰だれなん？」

　メイレンの問いに、メイリンは眉まゆを寄せてどこか難しい顔で答えた。

「……トラーグ」

「ええっ、トラーグやて？　あんなヤツに雇われたん？」

　メイレンが呆あきれた声を上げ、よくわからないレネはふたりの表情を見て訊きく。

「誰だ、そのトラーグってヤツは？」

「《変わり身のトラーグ》って異名を取る傭兵集団のボス。いい加減なヤツなんや。仲間内でもあんまりええ噂うわさはないねん」

「そんなヤツに雇われるって、よっぽど困ってたのか」

　同情するようにメイリンを見るレネ。

「普通でしたら断るところですが、楽な仕事だと誘われて……。報酬もいいし、軽い気持ちで引き受けたのですが……」

　メイリンはよほど悔しいのか唇くちびるをかんだが、終わりだというようにパンッと手を叩たたいた。

「おしゃべりはここまで。さあ、続きです」

「ええっ!?　やっぱりやるんですかぁ？」

　メイロンは泣きそうな顔で声を上げた。

「もちろん。傭兵の掟おきてを忘れたわけではないでしょう」

　メイリンの返答はきっぱりしていた。

「成長した姿を見せて潔いさぎよく戦いなさい」

「あうう……」

　情けない顔をしたメイロンだが、すぐに気を取り直して胸を張った。

「でもでも、私にはメイレン姉さんもいますから――」

「うちは別にレネはんと契約したわけやないし、たまたま一緒にいるだけや」

「ええ～？」

　メイロンは今にも泣きそうな顔で悲鳴を上げた。が、そこに助け船を出したのはメイランだった。

「メイレンちゃん、それは不公平やわ。双方にふたりでちょうどええバランスなんよ？」

「決まった、あなたはそっちね」

　メイリンがさっさと結論を出すと、メイレンは猛抗議。

「ちょ！　そらないわ！　うちはそっちに――」

「えへへ、決まっちゃいましたね」

　涙目でにっこり微笑ほほえむメイロンをメイレンはジロリとにらんで指を突きつけた。

「ええい！　あんたのせいや!!」

　メイレンはメイロンの両の頬ほおを指でつまんで引っ張った。

「そんな調子で大丈夫？」

「メイロンちゃん、お手並み拝見させてもらいますさかいに」

「ね、姉さん!?」

　メイロンが声を上げたが、すでにふたりの姉の姿はそこにはなかった。

「うわ、もう気配がないぞ」

　レネが感嘆する。姿が見えないどころか、移動する時の物音も気配もなにもない。

「厄やつ介かいなことになったわね」

　ティナがため息をついた。

「今の、メイロンたちのお姉さんなんだよね？」

　ターヤの問いにメイロンはこくりとうなずく。

「そうですぅ」

「それなのに戦う？」

「傭よう兵へいですから、こういうこともあるんですよぅ」

「殺しあうこともある？」

「……はい」

　メイロンは消え入りそうな声で答えた。対照的にメイレンは当たり前のように言う。

「うちら傭兵にとっては契約がすべて。契約違反がない限り、勝手に抜けたり、命令に反することはでけへんのよ」

「ご主人様の時みたいに契約に掟おきてに反することがあればいいんですけどぉ……」

「あんたやないんやし、姉さんたちがそんな初歩的なミスするかいな」

「ですよねぇ……あうう……」

　頭を抱えるメイロンを見て、レネも唸うなった。

「それか、メイレンの時みたいに雇い主に契約解除させられたらいいんだな」

　ギャンニに雇われていたメイレンの契約を破棄させた時を思い出して、レネが言う。

「傭よう兵へいが多いし、トラーグに迫るのは難しいで。なんせ、あいつは狡こう猾かつやから自分の周りを固めとるやろし」

　希望を打ち砕くように言うと、メイレンはレネの背中を平手で叩たたいた。

「うちらのことにかまうより、レネはんらがどうやってこの窮地を抜け出すかの方が問題やろ？」

「うん、まあ、そうなんだが……」

　レネはほっとけないんだと言いたげにメイロンを見る。

「お人ひと好よしやなぁ、ホンマ」

　呆あきれ返るメイレン。

「でも、メイ一家っていうと、結構有名な傭兵一家なんでしょ？　どうしてお金がないのかしら？」とティナは不思議そうにつぶやいた。

「どうせまたなにかやろうとして失敗したんやろ」

　呆れ声で肩をすくめるメイレン。

「失敗？　メイロンはともかく、姉まで仕事しくじるのか？」

「ご主人様、ひどいですぅ！　そうじゃなくて、多分、メイラン姉さんが別の商売をやろうとして失敗して借金を……」

「別の商売？」

「そうそう。この前は花屋。その前にはソバ粉クレープ屋。全然売れなくてそのたびにメイリン姉さんが借金の肩代わりしてたんや」

「それは……なんというか……」

　レネが微妙な表情で口元を覆った。

「傭兵がクレープ屋なんて……」

　ターヤがプッと噴き出した。

「でも、姉さんたちって結構美人じゃないか。客は来そうだけど？」

　美人という言葉にティナとターヤがじろりとレネを見る。もちろん、レネはまったく気づかない。

「あかんあかん。メイラン姉さんは金勘定なんかできんし、メイリン姉さんは愛あい想そないし。あんなんで商売に向くわけないやん」

　メイレンが言い切った瞬間、その足元にナイフが突き刺さった。

「わっ！」

　ナイフから飛びのいたメイレンをかばって、レネはナイフが飛んできた方向に体を入れていた。

「まだいたの!?」

　ティナが短弓銃を抜く。

　去ったとばかり思っていたメイランたちが場所を移動して潜ひそんでいたのだ。そして、それ以外にも接近してくる多くの足音。

「ここじゃマズい！」

　レネが叫んでターヤを急せかして背中を押す。開けた空間だけに身を隠す場所がない。

　五人は森に向かって駆け出した。

　さらなる攻撃はなかった。が、背後からの足音は大きくなり、五人を包み込むように広がっている。

「なあ、さっき、うちをかばってくれたん？」

　脇わきに並んだメイレンが小声で話しかけてきた。

「え？　ああ、そうだっけ？」

「考えてなかったん？」

「とっさに動いたからなぁ」

　レネは笑って頭をかいた。

「うちなんて心配してもらわんかてええねん。そういう商売なんやし」

「そうはいかないだろ？　年下の女の子なんだし」

　一瞬、殺気に満ちた目でナイフを構えたメイレンだが、レネを見上げた途端、ため息を漏らした。

「おかしな人やなぁ、あんたは。普通やったらバカにしとんのかゆうてナイフの二、三本も食らわしとるのにな。なんや殺やる気が失うせたわ」

「おいおい」

　レネがメイレンのナイフに思わず身を引いた時、メイロンが強こわばった声を上げた。

「姉さん」

「なんや焼きもちかいな。怖い目でにらんで」

「来てますよ」

「わかっとるて」

　背後からの追手が距離を詰めてきている。

「なんとかせんとな」

　メイレンは一瞬考えてうなずいた。

「メイロン、あれやるで」

「わかりました！」

　打てば響くように勢いよく返事をすると、メイロンはパッと跳び上がった。

「あんたらはそのまま走っといて」

　メイレンはレネたちにそう言うと、自分はメイロンと反対側に跳んだ。

　木こ立だちの中に消えたメイロンとメイレンは一〇メタほど離れて身を潜ひそめた。互いにナイフを構え、追手の足音を探る。

　接近する音にまぎれ、メイロンとメイレンがそれぞれ幹に向かってナイフを放つ。地面から二〇セメタ程度の高さにストンと突き立った。そこから伸びるのは針はり金がねだ。

　直後、走ってきた傭よう兵へいが針金に足を引っかけて勢いよく前のめりに倒れる。五人がふたりの罠わなに引っかかって足を切って呻うめきを上げる。

「気をつけろ！　罠が――」

　倒れた傭よう兵へいが放った叫びは途中で途切れた。メイレンの放ったナイフが喉のどに突き立っている。

「叫ばんかったら死なんですんだのに」

　メイレンは死体に非難を浴びせ、次の針はり金がねつきナイフを今度は胸の高さに放った。メイロンも同じように罠を仕掛けながら後退していく。

　後からやってきた傭兵たちが足元に注意していると、胸や首を針金で切られて悲鳴を上げる。

「これでちょっとは時間が稼げるやろ」

　メイレンがメイロンに指示して戻ろうとした時、

「詰めが甘い」

　鋭するどい声と共に、ナイフの雨が降ってきた。

「メイリン姉さん!?」

　トンボを切って後ろに跳んだメイレンが着地と同時にナイフを投げ返す。

「罠を回避してくる相手のことも考えんとあかんて教えましたやろ？」

　姿は見えず、声は木こ立だちに反射してどこから聞こえてくるのかわからない。

「絶えず周囲に気を配り、相手の姿を見失っても位置を推測する」

　どこ？

　メイレンは動かずに意識を集中した。メイロンの姿は視界の隅すみにあるが、気づいていないようだ。手を動かし、袖そでに隠した小袋を手のひらに落とす。

「さあ、どないしますんや？」

　後ろ！

　感じた瞬間、メイレンは振り向きざまに手に隠し持った小袋をぶちまけた。

「メイロン、行くで！」

　叫ぶが早いかメイレンは駆け出した。

「メイレぇんぶぁっくしょんっ！」

　背後からは盛大なくしゃみとメイランの罵ののしり声が聞こえていた。
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　不意に開けた空間に出て、レネは思わず足を止めた。周囲から狙ねらわれると思ったからだ。

　しかし、襲撃はなく、広場のように陽光の射さす平和な空間があるだけだった。

　高い崖がけがそびえ、その下にはある意味この場に相応ふさわしいものがあった。

「これはなんだ？」

　レネは森の中忽こつ然ぜんと現れた遺跡を見つめた。

「さっきの崩れた石柱と同じみたいね」

　街の広場につきものの神殿のように見える遺跡を見て、ティナが言う。

「かなり古いけど、こっちはまだ崩れてないな」

「後ろの崖がけに守られてるみたい」

　ティナの言葉どおり、遺跡の背後には崖があり、その陰に隠れるように建てられている。さっきの遺跡は低い丘の麓ふもとだった。

「それで雨風の影響が少なかったんだね」

　ターヤがふたつの遺跡の違いに気づいてつぶやく。

　レネは遺跡の入り口に歩み寄った。

　近くで見ると、遺跡の状態が非常にいいことがわかった。確かに苔こけむして古びた印象はあるが、石柱に刻まれた装飾模様ははっきり見えるし、なにより崩れたところが少ない。苔やツタがからまっていなければ、今でも誰だれかが使っているのかと思うほどだ。しかし、誰の手も入っていないことは、地面が見えないほど生い茂った下草で明らかだ。

「レネ、さっきの遺跡じゃわからなかったけど、これはエルーランの遺跡よ、きっと」

　石柱の文様を見ていたティナが声を上げた。

「どうしてわかる？」

「一緒に暮らしてた時、同じ文様を見たことがあるの。昔のエルーランが使ってた文字じゃないかと思うわ」



    

  
    
      



    

  
    
      「どうしてこんなところにあるんだ？」

「昔はエルーランももっと広い地域で生活してたのよ。それに、居留地のあるユーリア地方からもそんなに遠くないし」

「これがエルーランの……」

　レネが遺跡に入りたそうにのぞき込んでいると、メイロンとメイレンが森から駆け出してきた。

「大丈夫だったか？」

　レネの問いにメイロンが疲れた顔でうなずいた。

「……はいぃ、なんとかですぅ……」

　と、レネは小鼻を動かして妙な顔をした。

「なんの臭においだ？」

「姉さんにちょっとプレゼントしたったんや」

　メイレンは得意そうに言って服をはたいた。と、手に残っていた粉を吸い込んでくしゃみをする。

「それより、のんびりしてる余裕あらへんで！」

　メイレンが釘くぎを刺す。

「……そうだな」

　レネはどこか心引かれるものを感じながら、それを振り切るように遺跡に背を向けた。

「近づいてきとるで」

　メイレンが元来た方向を示すと、メイロンが反対側に注意を向けていた。

「向こうからも来てます！」

「ここに追い込むつもりやったんやな」

　メイレンが忌いま々いましいと舌を打つと、メイロンは悲しそうにつぶやいた。

「メイリン姉さん、本気なんですね……」

「当たり前やろが！　仕事なんや」

　メイレンに一喝されてメイロンは首をすくめる。

　レネはその間に心を決め、動き出していた。

「この中に入るぞ」

　遺跡の入り口に向かっていくレネを見て、ティナはわかってると思うけどと前置きして確認する。

「行き止まりだったらどうしようもないわよ？」

「わかってる。ただ、そうしなきゃいけない気がするんだ」

「仕方ないわね」

　ティナはため息をついて後に続く。

「ええっ!?　行くんか？」

　驚くメイレンをしり目に、メイロンとターヤも続く。

「ご主人様が決めたんですから」

「敵に突っ込むよりは賢明かな」

　メイレンは顔を覆って呻うめく。

「最悪の選択にならんかったらええなぁ」

　渋い顔をしたメイレンを最後に、五人は神殿の遺跡に入っていった。



　足を踏み入れてわずか数歩で真っ暗になった。どこからも光は射さし込こんでこない。

「明かりはあるか？」

「ちょっと待って」

　レネが言うと、ティナが手探りで袋からなにか取り出した。ブンッと低い唸うなりが聞こえ、白い光が灯ともった。エルラ機関を使った明かりだ。

　レネはまばゆい明かりを放つ筒を受け取って先を進んだ。

　通路には木の根が這はい、砂すな埃ぼこりがうっすらと積もっていた。ネズミらしき小動物が明かりを嫌って駆けていく音が聞こえるくらいで、他ほかにはなんの音もない。

「結構奥まであるな」

　レネは明かりで前方を照らしてつぶやいた。どうやら崖がけをくりぬいて内部を作ったようだ。さらに歩いて、ようやく行き止まりにたどり着いた。

「ここはなんだ？」

　正面に向けた明かりの中に浮かび上がったのは、壁に描かれた絵だった。

「壁画ね。凄すごいわ」

　ティナが感嘆の声を上げて近づいていく。

「こんなにはっきり残ってるなんて」

　染料も鮮やかな色を残し、ほとんどはがれ落ちた様子はない。

「どうしたの？」

　凍りついたように止まっているレネを不審に思ってティナが声をかける。

「……おい、これ」

　レネは壁画を凝視したままつぶやいた。

　そこには一振りの剣を構える戦士の姿があった。その剣の刃やいばは真まっ直すぐに伸びる直線ではなく、まるで周囲に広がるように大きく描かれていた。

「ご主人様の大剣……ですよね？」

　メイロンが驚きの声を上げる。

「ああ、そう見えるよな」

「でもでも、あっちにも持ってる人がいますよ？」

　夜目の利くメイロンが反対側の壁を指差した。

「他にもあるのか？」

　レネはメイロンが示す壁を振り返って明かりを向けた。確かに同じような絵に見える。

「もっと全体を照らせないか？」

「ちょっと待って」

　ターヤが荷物を下ろして、中から明かりを取り出した。ティナの物とは違うタイプのエルラ機関の照明だ。部屋の中央に置いてスイッチを入れると、ブンッという起動音と共に淡い明かりが全体を照らし出した。

「ふわああぁ……」

　メイロンが目を丸くして、声にならない感嘆を漏らした。

「凄すごいわ、これは……」

　ティナの声も感動で小さくかすれている。

　入り口をのぞいた七方の壁だけでなく、ドーム状になった天井まで、極彩色の絵で埋め尽くされていた。壁の間に立つ石柱には細かな彫刻がなされている。

　ぐるりと周囲の壁画を見渡した五人は目を見開いた。

「……大剣が……いったいいくつあるの？」

　茫ぼう然ぜんとするティナ。

　七面の壁画にはバーンエルラの大剣を表すような特殊な剣を持った人物が何人も描かれていた。

「どういうことですか、ご主人様？」

「わからない……」

「大剣がひとつじゃないってのは確かだね」

「ああ……」

　ターヤの言葉にレネはぼんやりとうなずいた。

　別々の絵に一振りずつ出てくるのならともかく、ひとつの絵に複数の大剣が描かれている。持っている人物も別人に見える。大剣は一振りではないということだ。

「でも、これはなんの絵？」

「エルーランと人間の戦いよ」

　ターヤの問いにティナは確信を持って答えた。

「こっちが人間。反対側がエルーラン」

　一枚の絵を示して左右に分かれた兵士たちに指を差す。そして、出口側の右から順を追って見ていく。

「これは人間とエルーランの戦いくさの歴史よ。ここは神殿なんかじゃない。記録を残すための図書館みたいなものだわ」

「それじゃ、この絵は実際にあったことだってのか？」

「少なくとも、エルーランたちから聞いた話と矛盾しないわ。いえ、それ以上の内容よ」

「つまり、これはやっぱりエルーランの遺跡なんだな……」

　レネはつぶやいて、真剣な表情で改めて絵を順に見た。

　まず最初はエルーランと人間との出会いだろう。双方の腰が引けているのが印象的だ。

　ついで、双方が握手をして物を交換している様子。

　物を浮かしているエルーランの力に驚く人間。

　エルーランを殺し、捕らえて調べる人間。

　大剣を持ち、力を使って戦うエルーラン。

　巨大な黒い箱を動かす人間。箱の詳細はわからない。描いたエルーランに知識がないからだろう。

　剣を投げ出し、もだえ苦しむエルーラン。エルーランにとって空気や水のようなものであるエルラがなくなったのだ。

　レネが父である国王から聞かされた話そのままだ。ただひとつ、エルーランがいくつもの大剣を持って戦っていることを除いては。

「このエルーランの話が正しいって証拠は？」

　ティナから説明されて初めてこの話を聞いたターヤが強こわばった顔で訊きく。答えたのはレネだった。

「少なくとも、親父おやじは王族とエルーラン、両方の伝承を知っていた。その上でエルーランを信じた。オレはそれを確かめたい。いや、確かめないと前に進めない」

「そのためにはここを無事に切り抜けないとね」

「……ああ、そうだな」

　ティナの言葉にレネはうなずいた。

　と、おずおずとメイロンが手を上げた。

「あの～、ご主人様？」

「なんだ？」

　メイロンは壁画を指して尋ねる。

「これって、人を斬きってます……よね？」

　レネは呻うめいた。

「ああ、そうだな……」

　最初に絵を見た瞬間にレネにはそれがわかっていた。あえてふれなかったのだ。

　改めてヴォルチを斬った時の感触がよみがえってきた。生き物は斬れないと思っていたレネにはショックだった。まして、人も斬れるとは……。

「でもでも、ご主人様は人を斬ってませんよね？　斬った人はみんな生きてますよ」

「この大剣とこの絵の剣は別なのかも」

「こんな剣がいくつもあるっていうのも妙だしね」

「いや、これはバーンエルラの大剣だ」

　皆の疑問をレネは確信を持って否定した。形、柄つかの根元の石、広がった刃やいばの形……。壁画には特徴がはっきりと描かれていた。大剣以外にはありえない。

　だが、エルーランの遺跡に描かれたバーンエルラの大剣が人を斬っている。これの意味することはひとつだ。バーンエルラの大剣で人は斬れる。問題はなぜレネには斬れなかったのかだ。

「あれ？　メイレンはどうしたの？」

　さっきからまったく会話に入ってこないメイレンに気づいてティナが見回す。

　その時だった。

「おまえら、いつまで穴あな蔵ぐらにこもってるつもりだ!?」

　外からダミ声が響いてきた。

　聞き覚えのない声に、レネが誰だれだという顔をすると、どこからともなくメイレンの答えが聞こえてきた。

「あれが傭よう兵へい隊長トラーグや。相変わらずバカでかい上に聞きづらい声やなぁ。こんな奥まで届いてきよるし」

「なるほど。当面の敵ってとこか」

　レネがメイレンの姿を探すと、メイレンは床に這はいつくばっていた。

「なにしてるんだ？」

「ちょっと気になってん。それより、早う応こたえんとあいつ気が短いで」

「聞こえてるだろうが！　返事しろ!!」

「言ってるそばからこれやもんな」

　メイレンは肩をすくめた。

「そこが行き止まりってことはとうに承知してんだ。出てこい、レーネディア」

　名前を呼ばれて反射的に駆け出しそうになったレネをメイロンがしっかりと捕まえた。

「ご主人様、ダメです！」

「わかってる。大丈夫だ」

　そうは言いながらも、レネの拳こぶしは相手を探すように固く握りしめられている。

「ここは任せてくれ」

　レネは四人を見回してそう言うと、入り口に向かって精一杯声を張り上げた。

「話がある！」

「なにか言ったかぁ？　聞こえんぞ、おら！」

　トラーグの声ははっきりと聞こえてくる。

「なんてバカでかい声だよ」

　レネは息を吸い込み、思いっきり叫んだ。

「話があるっ!!」

「なんだ!?」

「オレが出ていったら残りの皆に手を出さないと誓えるか？」

「ああん？　そんなことが言える身分だと思ってやがんのか？　だが、まあいい。俺おれ様は寛大なんでな。いいだろうよ」

「よし。出ていくぞ！」

　レネが応じると、四人が猛然と抗議の声を上げた。

「ご主人様、ダメですよ、そんなの！」

「傭よう兵へいを信用するなんて愚の骨頂だわ」

「特にあいつは《変わり身のトラーグ》なんてアダ名がついとるくらいやしなぁ」

「傭兵のことはよくわからないけど、信用できそうな声には聞こえなかったな」

　口々に反対する。

「他ほかに方法があるか？　それに無用の戦闘をしたくないんだよ！」

　レネはそう言ったが、それだけではないのは自分でもわかっていた。

　これまでなら、なんのためらいもなく大剣を抜き放って敵陣に突っ込んでいったはずだ。それはひとつには自分が斬きっても人を殺すことはないという安心感があったからだ。そこに疑念が生じたのはヴォルチを斬った時。動物は斬れて人間は斬れないなんてことがあるのか。そして、今この壁画を見た。大剣は人を斬れるのだ。となれば、ここで戦闘になれば斬ってしまうかも知れない。その想おもいがレネを思いとどまらせた。

「とにかく、オレが時間稼ぎするから、その間に逃げろ」

　レネが言うと、ティナは微笑ほほえんでうなずいた。

「わかった。好きなようにしなさい」

「ええっ!?　ティナさん!?」

　メイロンが驚きに目をまん丸にする。

「その代わり、こっちも好きなようにするから」

　ティナは微笑み、さあ行ってきなさいとレネを入り口に押しやった。

「よし、今、出るぞ！」

　通路を通って外に出ると、まばゆくて一瞬目がくらんだ。慣れてくると、遺跡を遠巻きに囲んだ兵士たちの姿が見えた。およそ三〇人。メイランとメイリンの姿も奥に見えた。

　中央に立つのがトラーグだろう。三〇を越えた中年男で、長身だが腕力に自信がありそうには見えない。終始口元に笑みを貼はり付つけているような顔だ。

「おまえがレーネディアか!?」

　普通にしゃべっているようだが、それでも必要以上にでかい声だ。よく部下たちは耳をふさぎたくならないなとレネは思った。

「そうだ」

　レネは殴りかかるぞといわんばかりの目でにらんだが、トラーグは鼻で笑う。

「思ったよりガキだな。まあいい。オレが興味あるのは、その腰の剣だけだ」

　レネは腰に吊つった大剣をはずし、目の前に掲げた。

「約束だぞ。他の四人は自由にしろ」

「わかったわかった」

　トラーグが手を振ると、部下ふたりがレネの元に駆け寄り、剣を取ってトラーグに放ほうり投なげた。トラーグが受け取ると同時に、部下がレネの左右の腕を抱え込んだ。

「確かに受け取ったぞ。ああ、それからな。たった今、気が変わった。面倒になるとイヤだから他ほかの連中は始末する。おい、やれ！」

　トラーグが一際でかい声で命令すると、部下数人が箱を抱えて遺跡に向かっていった。

「おい、てめえ！　約束を忘れたのかよ!!」

　レネが身をよじって腕を抜こうとするが、鉱山で鍛えたといえど屈強の傭よう兵へいを片腕でどうこうできるほどの腕力はない。

「信用しちゃならねえんだよ、傭兵の言葉なんてもんはな」

　トラーグは大剣を肩にかついでバカ笑いを放った。

「準備できたらやっちまいな。おまえも仲間の姉ちゃんたちの最期を見届けてやるんだな」

　そう言ってから、トラーグは舌打ちする。

「あ、そういや、結構いい女もいたな。惜しいか」

　一瞬、考え直すような素振りをしたトラーグにレネが懇願する。

「やめてくれ！　頼――」

「準備できましたぜ」

「まあいいや。どうせお手つきだ。やっちまいな！」

　箱を遺跡の周囲に置いた部下から報告を受けると、トラーグは大声を張り上げた。

「やめろっ！」

　レネがトラーグに叫んだ瞬間、背後でドンッと派手な爆発が起こった。首をねじって遺跡に振り向くと、もうもうと黒い煙が立ち上り、石が破壊される音と破片が降り注ぐ雨のような音が襲いかかった。

　土ぼこりが収まった後、遺跡は完全に崩れ落ち、入り口は石と土ど砂しやで埋まっていた。石柱や岩は人の手で動かすには大きすぎる。内部も崩落しているかもしれない。中に閉じ込められたティナやメイロンの顔がレネの脳裏に浮かぶ。

　茫ぼう然ぜんと遺跡を見つめていたレネは力が抜けたように膝ひざを折った。しかし、両腕を抱えられたレネは力任せに引き上げられた。

「おい、キャンプに戻るぞ」

「こいつはどうします？」

　レネを抱えたふたりの傭兵の片方が訊きく。

「そうだな。静かにさせてから連れてこい。殺すなよ」

　トラーグはレネに薄い笑いを向けた。

「……てめえだけはぶった斬ぎってやるっ！」

　レネが全身の力を振り絞って傭兵をふりほどこうと身をよじった。ふたりの傭兵を数セメタ引きずったが、そこまでだった。トラーグをにらみつけて歯をむき出す。

「せいぜい吠えてな」

　トラーグが顎あごをしゃくった次の瞬間、レネはこめかみに強烈な一撃を食らって闇やみに飲み込まれていた。
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　レネを捕らえたトラーグがキャンプに戻って最初にしたことは、ニヤニヤ笑いながらメイランたちのテントに歩み寄ったことだった。

「おお、メイ一家じゃねぇか。そういや、あんたたちの妹があそこにいたらしいな。悪いことしたな」

　悪いなどとはまったく感じていない軽い口調でトラーグが言う。

「お構いなく。妹たちもわかっていたでしょうから」

　メイリンが感情のない声で答えた。

「そうだな！　それでこそ傭よう兵へいだとも」

　トラーグは大声で笑いながら、自分のテントへ行ってしまった。

　メイランはトラーグの背中を黙って見つめ、ささやいた。

「あんないけすかん人のえげつない策のせいで、うちのメイロンちゃんが……」

「メイレンもいることだし、そんな簡単に死ぬとは思わないけど」

「とにかく、こん仕事は気に入りまへん。あん剣を雇い主はんに引き渡したら、すぐに契約解除しまひょ」

「そうですね。それに関しては私も賛成」

「それまでメイロンちゃんが無事でいますように」

　メイランは祈るように目を閉じた。



　キャンプの中心にある大きなテントに向かったトラーグは、垂れ幕を跳ね上げて中に入っていった。

　すでに六人の部下がレネを連れ込んでいた。レネは手を前で縛しばられ、ひざまずかされている。気を失ったままなのか、目は閉じている。

「まだのびてんのか？　だらしねぇ野郎だな」

　罵ば声せいを浴びせかけながら、トラーグはコップに入った酒をレネの顔面にぶちまけた。

　レネは唸うなりを漏らして顔を上げる。

「遅いお目覚めだな。さあて、こいつがおまえの王位継承の剣ってわけか？」

　トラーグが鞘さやに収まった大剣を持って試すように振ってみた。

「あんたの雇い主は誰だれだ？　第二王子か？」

　レネは顔に垂れてきた酒を首を振って払い、トラーグに問いかけた。

「そんなこと訊きいてどうする？」

「次に殴りに行く相手を決めるんだよ」

「次だと？　その前がいるのか？」

「見えないのか？　オレの目の前にいるだろが」

　レネがトラーグをにらみつけながら言い放つと、トラーグの顔色が一瞬変わった。

「おもしろい冗談じゃねぇかよ！」

　トラーグはレネに歩み寄ると、肩を思い切り蹴けりつけた。

「それ以上減らず口をきけないようにしてやる！」

　仰あお向むけに倒れたレネをまたぎ、トラーグは大剣の柄つかに手をかけた。抜こうとしたが、ビクともしない。

「なんだ、こいつは!?」

　渾こん身しんの力を込めて真っ赤になった顔で、トラーグはレネに怒鳴り声を浴びせた。

「おい、こいつは偽物だろう!?」

「オレが持ってるのはそれだけだ。それが偽物だとして、本物があるとしたら、あんたが崩した遺跡の中だろうな」

　レネはトラーグにせせら笑いを向ける。

「おまえ、これを抜いてみろ」

　苦々しい顔でトラーグは大剣を差し出し、思い直したように引っ込めた。

「いや、なにが起こるかわからんな。おまえらこいつを抑えつけておけ。足も自由に動かせんようにな」

　ふたりの部下に命令してレネの両足、首を押さえつけさせる。

「抜いてみろ」

　トラーグは剣を押しつけ、縛しばられた手に握らせた。その途端、柄の根元に仕込まれた石が淡い緑色の光をたたえた。

「おっ、こいつは……」

　トラーグが驚きの表情を浮かべたと同時に、レネは柄を振り払って剣を抜こうとした。

　鞘さやの隙すき間まからまばゆい光が漏れる。

　レネの体がいきなり力を増して跳ね上がって、抑えつけている男ふたりを蹴りつけようとする。

「もっと強く抑えやがれ！」

　トラーグは叫びを上げながらレネの顔を膝ひざで蹴りつけ、剣をもぎ取った。

　途端、剣の光は消え、剣は抜けたままトラーグの手に渡る。

「やはり、ただの剣じゃねぇな」

　トラーグは奪い取った剣を見て怪け訝げんそうに眉まゆを寄せた。抜き放たれた刃やいばはただの短剣にしか見えなかったからだ。

「ようし、決めたぞ。こいつは俺おれ様のもんだ。こいつの力を調べてやる。まあ、ダメだとしても王族には高く売れるだろうしな」

「契約はどうするんですかい？」

　レネを抑えていた部下が訊きく。

「かまうもんか。俺様のふたつ名は《変わり身のトラーグ》だぜ？」

「違いねえや」

　部下も慣れっこになっているのか、それ以上突っ込まずに下げ卑びた笑いを浮かべた。

「そいつはどこかに閉じ込めておけ。調べるのに必要だから殺すんじゃねぇぞ」

　トラーグが部下に指示した時、テントの外から女性の声が聞こえてきた。

「ちょっといいですか？」

　入ってきたのはメイランとメイリンの姉妹だった。

「美人のメイ一家がおそろいとは嬉うれしいね。男ばかりでむさ苦しかったところだ」

　トラーグが両手を広げるが、ふたりはトラーグが持った剣を見て目を細めた。

「その剣が依頼主の目当ての代物ですね？」とメイリンが確認する。

「ああそうだ」

「引き渡しはいつですか？　私たちも同行します」

　メイリンが尋ねたところで、レネが早口で叫んだ。

「こいつ、渡すつもりなんかないって――」

「黙ってろ！」

　身を翻したトラーグはレネに強烈な蹴けりを見舞うと、メイリンに愛あい想そ笑いを浮かべる。

「失敬」

「今のはホンマやろか？」

　メイランがいつもと変わらないにこやかな顔で訊きく。

「自分が助かりたいからってデタラメ抜かしてるだけだ。気にするな」

「そやろか？」

　メイランは首を傾かしげると、レネを見つめた。

「かわいい男の子やのになぁ」

「話はそれだけか？」

　トラーグは不機嫌な顔になって言う。

「邪魔しました。失礼します」

　メイリンが頭を下げると、メイランを引っ張ってテントを後にした。

「おい」

　トラーグは部下に目配せしてメイランたちが去った方を示した。四人の男たちはうなずいて後を追って行く。

「おまえ、どこまでも汚いな」

　トラーグの意図に気づいたレネが吐き捨てる。

「傭よう兵へいって稼業は綺き麗れい事ごとじゃやってられねぇんだよ！」

　そう叫ぶと、トラーグはレネの脇わき腹ばらを力の限りに蹴りつけた。



　崩れ落ちる石や土の音が収まると、ティナは声を上げて胸に抱えていた明かりのスイッチを入れた。

「大丈夫？」

　幸いにも明かりは無事だった。自分の胸元が明るくなり、急いで前に向ける。

「ふわぁい……」

「心配いらんで」

「ボクも大丈夫」

　三人が声を上げ、全員無事が確認できた。

　残念だが部屋の中央にあったターヤの明かりは天井から落ちてきた石につぶされてしまい、明かりはティナのものだけだ。

「閉じ込められたみたいね」

　ティナが入り口のあった方を照らして言う。外に通じる道は壁と天井が崩れて完全に埋まっていた。壁画のあった部屋は天井が頑丈に作ってあったのか、わずかに崩落しただけだった。

「どうするか考えないとね」

　ティナが言うと、メイロンが即答した。

「ご主人様を助けないと！」

　力んだ声に、ターヤがクスッと笑う。

「ふえ？　どうかしましたかぁ？」

「こんな状態なのに、レネのことを助けようなんて妙だなって思ってさ」

「そうね。こっちが助けて欲しいくらいなのに」

　ティナもつられて笑った。

「おかしくなんかないですよぅ！」

　メイロンは大まじめだ。

「ちょいと来き、メイロン」

　その時、床に這はいつくばっていたメイレンがメイロンを呼びつけた。

「なんですかぁ、姉さん？」

　近寄ってきたメイロンの頭に手を伸ばし、メイレンは髪を二、三本つまんで引き抜いた。

「いたっ！　なにするんですかぁ!?」

「ちょっと黙っとき。息もしないで」

　頭を押さえたメイロンにピシッと言うと、メイレンは引き抜いた髪を下に垂らして息を殺した。

　髪がかすかになびいている。

「こっちやな」

　メイレンは髪を持って床を進んでいくと、やがて壁際で止まった。

「こっから空気の流れが出とる」

　示したのは壁に走った亀き裂れつだった。

「さっきから調べてたんやけどな、やっと見つけたで」

「どこかにつながってるの？」

　ティナが身を乗り出してきた。

「さあなぁ。そやけど、なにもせんよりゃマシちゃうか？」

　メイレンが立ち上がると、ティナとターヤが入れ替わり、剣を抜いた。

「こんなことに剣を使いたくないんだけどっ！」

　言いながら、ティナは剣の切先で壁を突いた。

「ティナの剣より、ボクの方がいい」

　ターヤはティナを止めると、長剣を抜き放ち、壁に突き立てた。ティナの剣よりも太く、頑丈に出来ている剣は壁に食い込んで穴をうがった。

　ガツンガツンと槍やりのように剣を突くこと一〇分。ついに剣が壁を貫いた。抜くと、小さな穴が空いている。

「当たりやね」

　メイレンが穴を見て声を上げると、ターヤはさらに激しく剣を突き立てる。

「もういいわ」

　ティナがターヤを止めると、二歩下がって勢いをつけて蹴けりつけた。渾こん身しんの一撃で壁は一気に口を開ける。

「うわっ、激しいなぁ」

　メイレンはつぶやいて穴をのぞき込んだ。向こう側には空洞が広がっていた。

　明かりを持ったティナが身を屈かがめてくぐり抜けると、後から三人も入ってくる。

「これは……」

　周囲を照らしたティナが言葉を失う。

「ティナさん、これって……」

　メイロンが地面から拾い上げたものを差し出した。

「大剣……ね」

　レネが持っていたものと寸分変わらない剣だ。木と鉄でできた鞘さやはすでに朽ち果てているため、短剣に不似合いな鍔つばがついた不格好な形だ。

「それだけやないで」

　メイレンの声にティナが明かりを向けると、全員の息が止まった。

　そこには無数の剣が壁際に立てかけられていたのだ。

「これ全部、大剣……ですか？」

　まさに壁画にあったような大量の大剣がここにあった。

「エルーランはいつか人間に復ふく讐しゆうしようとしてたのかな。だから、ここに保管してたのかもしれない」

　ターヤが言うと、ティナは首を振った。

「そうは思えないわ」

「でも、これを使えばここから出られますね！」

　はしゃいだ声を上げるメイロンに、ティナはまたも首を振る。

「それはムリね」

　ティナは剣を持ち、鍔つばと柄つかの間にある円形の空間を示した。

「ここにはエルラ機関がないわ。あの特殊なエルラ機関がなければ、ただの短剣よ。武器にはならないわ。だから、エルーランがこれをもう一度使うつもりだったとは思えない」

「それじゃ、ここはいったい……」

　ターヤは周囲を気味悪そうに見回した。

「大剣の墓ってとこじゃないかしら。エルーランは戦いの歴史と共に大剣を封印したのよ」

　ティナはつぶやき、当時の戦いに思いを思い描いた。

「エルーランってご主人様みたいですね」

「そうね」

　ティナは微笑ほほえんだ。それがエルーランの血のせいなのか、母レニアの教育のせいなのかはわからない。しかし、レネができるだけ戦いを避けたがっているのは確かだ。

「それより、まだ先が続いとるで」

　メイレンが奥を指さし、慎重に進み始めた。
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「トラーグはあの剣を依頼人に渡すつもりはなさそうね。姉さん、どうする？」

　トラーグのテントを出て、自分たちのテントに向かう途中、メイリンが前を歩くメイランに声をかけた。

「契約違反やねえ。大本の契約が無効になると、うちらの契約も無効になるんやね？」

「そうなりますね」

　メイリンが答えると、メイランははあっと息を吐き出した。

「ああ、ほっとしたわあ。これ以上、あないな人のそばで働きとうないし、メイロンちゃんも心配やし、ちょうどええんと違うやろか」

「確かに渡りに船ってところですけど、そう上う手まくいきますか」

　メイランたちはキャンプ地の端はしにあるテントに着くと、荷物をまとめ始めた。

　が、半分も済まないうちに周りを五人の男たちに囲まれていた。

「おう、メイ一家のおふたりさん」

　メイランは顔を上げると、男たちを見て首を傾かしげた。

「いややわあ。面倒なことになったみたいやわ」

　いつの間にか周囲からは他ほかの傭よう兵へいの姿が消えていた。

「困ったことになったみたい」

　メイリンが状況を読み取って、ちらりとメイランを見てつぶやく。

「面倒なんて言うなよ。こっちは嬉うれしいんだぜ。いい女と一発やれるってな」

「ああ、感謝しな。最期に気持ちよくしてやろうって寸法だ」

　男たちはへらへらと笑いながらふたりを値踏みするように見ている。

「そやのうて、困ったことになるんは、あんさんらなんよ？」

　メイランはおっとりとした笑みを浮かべた。

　上品なお嬢さん顔をしたメイランの笑みに、傭よう兵へいたちが一瞬デレッとした瞬間、メイランの右手が跳ね上がった。

　ピッとなにかが空を切り裂く音が聞こえたかと思うと、鮮血が飛び散った。

　まさに抜く手も見せず。メイランの腰にあった鞭むちの先せん端たんが目の前の兵士の喉のどを一文字に切り裂いたのだ。

「こ、このアマ――」

　罵ば声せいを上げた男はすべて言い終えることは出来ず、代わりに血ち飛沫しぶきを上げて吹っ飛んだ。

「うちを甘ぅみんといてか！　あんさんら風情がどうこうできる思てるんか!?　メイ一家の長姉メイランなんよ！」

　メイランが啖たん呵かを切り、さらに鞭を振るった。残った三人の足元で小石が割れて飛び、ズボンを切り裂いた。石が突き刺さり、男たちは悲鳴を上げて逃げ出した。

「それくらいで泣きわめくんとちゃうわ！　うちらを犯しに来たんとちゃうの!?　最近の男は品性だけやのうて根性もないんかいな」

「たった五人で私らを始末するつもりだったなんて、メイ一家を甘く見過ぎね」

「許せまへん」

「そうですね」

「うち、トラーグに文句言うてきたるわ！」

　メイランは身を翻して中央のテントに向かっていた。

「え？　いや、姉さん!?」

　慌てて追いすがったメイリンは背中から立ち上る近寄りがたい雰囲気にゴクリと喉を鳴らした。

「うわっ、もの凄すごい怒ってる……」

　メイリンは近寄りたくないモードになった姉に気け圧おされたが、なんとかしなければ二〇人以上の傭兵と真正面から戦うハメになる。急いでキーワードを口にする。

「それより、メイロンたちを――」

「メイロンちゃん？」

　一瞬、メイランの声がいつもの調子に戻り、メイリンは相づちを打つ。

「そうそう！　はやく助け――」

「そうやったわ。うちのメイロンちゃんにもひどいことしはったんやね。許せまへん！」

　メイランはさらに勢い込んで歩き出した。

「……もしかして火に油？」

　ホッとして油断していたメイリンは慌てて後を追った。

「そ、そうじゃなくて、メイロンを助けるのが先でしょ!?」

　メイリンの必死の叫びに、ようやくメイランは足を止めた。

「そやったわ！　メイロンちゃん、今いま頃ごろ……」

　メイランは急に涙目になってメイリンにすがりついてきた。

「土に埋まってしもたんや！　今頃重い石の下で冷とうなってえぇ……」

「大丈夫ですよ」

「ホンマにぃ？」

　メイランの目がうるうるしてメイリンを見つめた。

「私たちの妹でしょ。それにメイレンもいるんだし」

　メイリンはメイランの頭をなでてやった。どっちが姉かわからない。

「……そうやね」

「だいたい、大勢を相手にするのは効率が悪くて疲れるだけなのよ」

　想像するだけで疲れたとメイリンはため息をついた。

　メイランはすっくと立って、それまでの頼りない様子がウソのようにビシッと言い放つ。

「仕方おまへん。ここは一いつ旦たん退ひきますえ、メイリン」

「それは無条件で賛成」

　メイリンがやっと成功したかとため息をついた時、

「そうはさせるかよっ！」

　傭よう兵へいたちの声が割って入った。逃げた三人が他ほかの傭兵を連れて戻って来たのだ。

「メイリン！」

「はい！」

　メイランの叫びにメイリンは懐から球を取り出し、男たちの足元に叩たたきつけた。

　ボンッと爆発音を立てて白い粉が勢いよく噴き出し、視界を白く染めてしまう。

「くそっ！　てめえら、生かしてここから出すなよ!!」

　叫び声と物音だけがあちこちを駆け回る。

　白い粉がようやく風に吹き払われた時、すでにメイランとメイリンの姿はなかった。



「……まったく、どこまで続いてるのよ。エルラ機関が切れちゃったじゃないの」

　ティナの口を突いて、珍しく文句が出た。

　真っ暗な洞どう窟くつを進み続けるうちに、エルラ機関の明かりが消えてしまったのだ。短弓銃に入っているエルラ機関とも大きさが違うため、手持ちのものでは使えないのだ。

「でも、大丈夫ですよ。私と姉さんはなんとなく見えますから」

　メイロンが安心させるように言うが、実際にはほとんど見えない。夜目が利くといっても、まったく明かりがない状態では見えるわけがないのだ。

　それでもメイロンは先頭に立って必死で手探りの前進を続けた。

　頭の中にあるのはレネを助けることだけ。自分がここから出られるかどうかは二の次になっていた。

　どれくらい進んだろうか。慎重に進んだせいで、体が感じた時間よりも距離は少ないかも知れない。前方にかすかな光が見えた。

「明かりが見えます！」

　メイロンは思わず声を上げた。すかさずメイレンが手を伸ばして口を押さえる。

「外に誰だれかいるかもしれんやろ」

「ふみましぇん、姉ふぁん……」

　ふさがれた口からもごもごと謝り、メイロンは慎重に光の方へ歩み寄った。

　メイロンが指先で探ってみると、光は石の隙すき間まから漏れているようだった。隙間は三セメタくらいの穴を中心に上下にわずかなものだ。

「誰かいそうか？　人の気配は？」

　メイレンの問いにメイロンは隙間から外をうかがい、耳を澄ませた。

「気配はなさそうですよぅ」

「ほなら全員でいくで」

　四人はメイレンの合図で岩に手をかけ、一斉に押した。

　ズリッと石がこすれる音。

　やがて、石は扉のように押し開かれ、まばゆい光が四人を出迎えた。

「やりましたよ！　出られましたぁ!!」

　両手を挙げて小躍りするメイロンの声が響く。

「あほっ！　誰か――」

　メイレンが身構えてナイフを構えようとするより早く、

「メイロンちゃん！」

　何者かが茂みから葉っぱを飛び散らせて猛然と駆け出してきた。

「え？　え？」

　わけがわからずに対応できないで立ち尽くすメイロンは、タックルを仕掛けるように突っ込まれて両手で抱きかかえられた。

「ああ、よかったわ！　心配しとったんよ!!」

　相手は涙目になったメイランだった。

「あ、あれ？　メイラン姉さん？　メイリン姉さんも？」

　ふたりの姉を見てますます混乱するメイロン。

「だ、大丈夫ですよぅ。ピンピンしてますからぁ」

　どっちが姉かわからない様子で、メイロンはメイランの肩をぽんぽんと叩たたく。

「なんでこんなとこにおんの？」

　メイレンが姉に訊きく。

「色々あったわ。トラーグが剣を自分のものにしようって言うから、確認したら逆に殺されそうになったりね」

「だ、大丈夫だったんですか!?」

「見てのとおりなんよ。メイロンちゃんが心配することはあらへんわ」

「ということは、今は敵じゃないと考えていいの？」

　状況を把握して、ティナが尋ねると、メイランはにっこりと笑った。

「そういうことやね」

　メイランの答えを聞いて、ようやくティナとターヤは得物にかけた手を離した。

「それはともかく、ここはどこだろ？」

　周囲を見回したターヤはすぐに見覚えのある石に気づいた。

「あれって、あの時の遺跡か……」

　レネが腰掛けていたレリーフのある石柱だ。

「つながってたとはね。やっぱり、この辺り一帯は二〇〇年前にはエルーランの土地だったんだわ」

　遙はるか昔に思いを馳はせてティナがつぶやく。それを断ち切ったのはメイロンの叫びだった。

「そうだ、姉さん！　私、ご主人様を助けに行かないといけないんですよ!!」

「ご主人様って？」

「レネ様です」

「レネって、捕まったあの若い男？」

「そうです！　トラーグから助けないと!!」

　必死の形相を見せるメイロンにメイランは真剣な表情で尋ねる。



    

  
    
      



    

  
    
      「メイロンちゃん、あの男になにかされたんか？」

「え？」

　わけがわからず目を瞬かせるメイロン。

「なにかされたんやろ？　そやからご主人様ゆわされてるんやろ？」

「そうじゃないんですよぅ。私はすべてご主人様に捧ささげたんです」

「な……」

　絶句するメイランを見て、メイレンは眉まゆを寄せて呆あきれたつぶやきを漏らした。

「また誤解されるような言い方するなぁ……」

「なんやて!?　あん人、人畜無害そうな顔して、うちのメイロンちゃんを手込めに……」

　案の定、メイランはぶつぶつひとりごとを言い始めた。

「あの……メイラン姉さん？」

　戸惑うメイロンはメイランに恐る恐る声をかける。

「メイロンちゃん！」

「は、はい？」

「心配せんかてええんやで。あん人はうちが始末してあげるしね」

「ええっ!?　そんなことしなくてもいいんですよう!!」

「どんなことをされて自分の意志を奪われてもたんや？　目を覚まし」

「もう、姉さんっ！」

　たまりかねたメイロンが大声を上げ、ようやくメイランは動きを止めた。

「私はなにもされてません！　私が勝手にご主人様って呼んでるだけです!!」

「なんでなんや？」

「どうしてって、それは、その……」

　頬ほおを赤らめてもじもじするメイロンを見て、またメイランがぶつぶつとひとりごとを言い始めた。

「やっぱり、あん人に手込めにされて――」

「違いますっようっ！」

　メイロンがまた声を上げる。

「いつもあんな調子なの？」

　延々と続きそうなふたりの会話にならない会話に呆れたティナはメイレンに尋ねた。うんざりした顔が状況を見慣れていると見て取れた。

「メイラン姉さんはメイロン溺でき愛あいしとるさかいなぁ……。メイロンが小さい頃ころに二ふた親おやが死んださかいな。うちはひとりでなんでも出来たけど、メイロンは昔っから鈍くさかったからな。メイラン姉さんが親代わりやったんや」

　そう答えるメイレンの表情はちょっと羨うらやましそう。

「ひとつしか違わないんじゃなかったの？」

「そやから、うちはなんでも出来るてゆうたやろ」

「そっか。大変だったんだ」

「同情はいらんで」

「苦労をねぎらうのは同情じゃないわ。頑張った人にはそれなりのねぎらいがあってもいいでしょ」

「ふん……」

　メイレンはティナから顔をそらせ、そっぽを向いてしまった。

「さて、レネを助ける方法を考えないとね」

　ティナはメイレンの肩を軽く叩たたくと、メイリンに目を向けた。姉の様子に困っているメイリンだが、さすがにそろそろ終わらせたそうにタイミングを見計らっていた。

「メイリンさん、契約はどうなってるの？」

「破棄されたも同然です。雇い主がこっちを殺そうとしたんですから」

「それなら問題ないわね。トラーグの雇い主が誰だれか知ってます？」

「この先の城にいる王子という話です」

「やっぱり第二王子か……」

　そう言って、おもしろいことを思いついたように唇くちびるの端はしを吊つり上あげた。

「お姉さんたちに頼みたいことがあるんだけど、いい？」

　メイランとメイリンは顔を見合わせ、意見を聞くようにメイロンを見た。

「聞いてあげてください」

　メイロンの言葉に、ふたりがうなずき、ティナは悪戯いたずらを思いついたような笑みを浮かべてこう言った。

「伝言してくるだけの簡単な仕事なんですよ」

　そして、メイランとメイリンに耳打ちする。

「それはいいですね」

　メイリンがメイランと顔を見合わせて満足そうな笑みを浮かべた。



　その頃ころ、テントではレネを前にしてトラーグが抜き身の大剣をいじっていた。

　大剣は輝きを失ってただの短剣と成り果て、柄つかの根元にある宝石のようなエルラ機関もただの丸い飾りにしか見えない。

「おい、こいつがスイッチなんだろ？」

　トラーグが緑色の石にふれながら、反応を探ろうとレネを見る。しかし、なんの反応もないと見るや、作戦を変えてきた。

「こいつを作動するにはどうすればいいんだ？　教えてくれたら自由にしてやってもいいんだぜ？」

「まあ、あんたには無理だね」

　イスに縛しばられたまま、レネは器用に肩をすくめてみせた。

「なんだと？」

「あんたには王族の血もエルーランの血も流れてない。だいたい、エルーランのことも知らないし、興味もないんだろ？」

「どういうことだ？」

「知ってたら、あの遺跡を壊したりしなかったはずだよな」

「遺跡だと？　おまえの女どもを生き埋めにしたあの遺跡か？」

「残念だったな。あそこにあった壁画にはあの剣のことが詳しく書いてあったってのに」

「なんだとぉ!?」

　トラーグは一際バカでかい声を上げた。

「くそっ！　どいつだ、爆破するなんて言いやがったのは!?」

「あれは……誰だれでしたっけねぇ……」

　腹心のひとりらしい兵士はとぼけて答えを濁した。

「くそっ！　どいつもこいつも無責任な野郎どもだ!!」

　それは自分だろうが！

　レネは罵ば声せいを浴びせたくなるのを抑えてトラーグを見た。

　こんないい加減なヤツに、よく従ってる部下がいるなと呆あきれを通り越して感心した。よほど旨うまい汁を吸わせているに違いない。依頼人も今回のように簡単に裏切るんだろう。その後、依頼人も始末するか、脅すかして口を封じる。悪い噂うわさは流れるが確実な証拠はない。傭よう兵へいを続けていられた理由はそんなところか。

　こんなヤツに負けるわけにはいかない。

　レネは心にそう刻み込んだ。

「てめえもいいかげん役立たずだな、おい！」

　トラーグは憂さ晴らしするようにレネの胸を蹴けり、イスごと蹴り倒した。

　両手を後ろ手に縛しばられて、足も縛られているレネはなにもできないまま倒れるしかない。背もたれの下に回った腕に体重がかかり、痛みに顔をしかめる。

「役に立ってやろうと思っても手を縛られてるからな。手をほどいてくれたら今すぐ本来の力を見せてやるぞ」

　レネは倒れたままトラーグを見上げて言う。

「減らず口をいつまで叩たたいてられるか見物だな。知ってることは今のうちに言った方が身のためだぜ？」

　トラーグはレネの胸を踏みつけてグリグリとねじるように動かす。胸よりも腕にさらに負担がかかり、レネは足で反動をつけ、横になろうとした。が、イスの足が邪魔になって上う手まく回転しない。

　しかし、その動きがトラーグの足をはねのけるようになり、反抗されたと感じたトラーグは歯をむき出した。

「この野郎……」

　足をはずしたトラーグがレネの脇わき腹ばらを蹴りつける。幸い、その勢いでレネは横に倒れることができた。

「今日はこのくらいにしてやろう。明日はここを出る。生きて連れていって欲しかったら、口を割るんだな。さもなくば、ここに埋めておくことになる。野生の狼おおかみに生きながら食われるのは楽しいだろうな」

　トラーグは部下たちにレネを連れ出すように命令すると、

「ああ、それとな、今日は飯抜きだぜ」

　とどめを刺したつもりか、大笑いをして歩き去った。



「一日くらい食わないなんて、当たり前だっての」

　レネはバカにしたように毒づいた。

　母親と暮らしていた時、一日二日くらい食えない日が続くのは当たり前だった。野草を集めて美お味いしく料理するのも、その頃ころの生活の知恵だ。

　もっとも、この状況がマズいことには変わりはない。物置になった狭いテントに押し込められたレネは満足に身動きも出来ない状態だ。しかも、手足を縛しばられたままだ。監視はないが、テントの外には兵士がいるのだろう。

　さあて、どうするか……。

　メイロンの姉にトラーグの思惑を伝えたが、どう動くかわからない。傭よう兵へいの掟おきて――契約に関わる決まりが、この場合どうなるのか。レネにはその知識がないからだ。しかし、契約者が欲しがっているものを傭兵が奪い取るというのは普通なら契約違反だ。

　もし、姉が契約違反と判断したら、メイロンを助けに行くかも知れない。メイロンたちが無事なら、レネを助けに来るかも知れない。

　すべて可能性だけだ。

「それより、自分でなんとかしろってことだよな」

　レネは縛られた両手をいっぱいに伸ばして尻しりから足の方へ回し始めた。かなりきつく縛ってあるため、手首が回らずロープが食い込んで痛む。それでもなんとか足を抜くことに成功した。

　足を縛ったロープを手探りでほどこうとした。

「くそっ……馬ば鹿か力ぢからで思いっきり固くしやがったな」

　元々固かったのだろうが、動かしたせいでますます締まっていたようだ。指先が痛くなってきたが、それでも緩んだようには思えない。

　その時だった。

「勝手にほどいてるんじゃねえ！」

　いきなりテントの向こうから顔を出した兵士が剣の鞘さやを突き出した。情け容赦ない一撃が額に決まる。

　ちっとは手加減しやがれ！

　レネは文句も言えないまま、闇やみに飲み込まれてしまった。



　　　６



　レネが意識を取り戻したのは頭の痛みのせいだった。

　テントの布を通して光が見える。すでに陽ひが昇っているようだが、時間はまだ午前中だろう。

「くそっ……」

　ズキズキする額に手を伸ばす。血は出ていないが、見事なたんこぶが出来ていた。前髪に隠れる位置だが、メイロンが見たら悲鳴を上げるかなと思って、レネは小さく笑った。その拍子にまた痛みがぶり返す。

「……っ！　あの野郎、今度会ったら覚えてろよ」

　歯を食いしばって唸うなり、レネは耳を澄ませて外の様子をうかがった。

　今日には出発すると言っていたはずだから、そろそろキャンプの後片付けが始まっているはずだが、それらしい音は聞こえていない。それどころか妙に静かだ。

　なにかあったのか？

　そう思った時だった。

「ご主人様？」

　かすかな声が背後から聞こえてきた。

「メイロンか？」

「よ、よかったですぅ、ご無事で！」

　安あん堵どのささやきが聞こえ、テントに入ってくるのがわかった。すぐに荷物を乗り越えてレネの方にやってきた。

「大丈夫ですか？」

　心配そうな表情を見て、レネは努めて明るく答える。

「ああ、たいしたことは――」

　が、それより早くメイロンが息を飲んだ。

「ご、ご主人様、そのコブは……」

「ちょっと殴られたんだ。たいした傷じゃな――」

「許せないです！　ご主人様の凛り々りしい顔に、そんな傷を作るなんて!!」

　メイロンはまるでレネのように拳こぶしを握りしめて声を上げた。

　マズった……。思った以上の反応だ。これじゃ外に丸聞こえじゃないか……。

「外は大丈夫なのか？　ひょっとしてもう倒したとか？」

「いえ、これからです。でも今は姉さんが気をそらしてくれてます」

　答えながら、メイロンは固く結ばれたロープをナイフで切り始めた。苦労したが、それでもなんとか成功し、ほどなくレネは自由になった。

　レネは血の巡りが悪くなっていた手首を回しながら訊きく。

「これからどうする？」

「ここから出て、ティナさんたちが隠れてるところまで移動します」

　メイロンの答えを聞きながら、レネはテントの中にある荷物から武器を探した。当たり前だが武器の類は見あたらない。が、代わりになりそうなものはあった。

「麺めん棒ぼう……ですかぁ。ご主人様にはとってもお似合いですけどぉ……」

　パンなどの生地を伸ばす太い棒を構えたレネを見て、メイロンは思わず笑った。

「結構丈夫なんだよ、こいつは」

　まるで前にも武器代わりに使ったことがあるような口ぶりで、レネは麺棒を器用に回して見せた。

「よし、行くぞ」

「はい！」

　勢い込んでテントの垂れ幕を跳ね上げて顔を出した瞬間、見張りの兵士がやって来るところと鉢合わせした。

「あ……」

　レネと兵士が互いに顔を見合わせて硬直する。

「貴様、どうやって!?」

　レネは兵士に向かって飛び出した。

　剣を抜こうとした兵士の腕を右手で押さえ、抜けなくすると、左の麺棒が唸うなりを上げて顎あごを横から打ち抜く。

　呆あつ気けなく兵士は崩れ落ちた。

「凄すごいですぅ、麺棒。一撃ですね」

「これくらいは当たり前だ」

　レネは倒れた兵士をテントに引きずり込むと、自分が縛しばられていたロープで口と手を縛った。

「見張りはいないんじゃなかったのか？」

　レネはロープをくくりながら言う。

「そんなこと言ってませんよぅ。交代の合間って――」

　抗議口調で頬ほおを膨らませるメイロン。

「ひょっとしてこの人がご主人様の額に傷をつけたんですか？」

　メイロンが珍しく殺気を含んだ声で訊きく。

「いや、こいつじゃない。その前の見張りだな」

「そうですか」

　メイロンはナイフを持った手を降ろした。

　こいつ命拾いしたなと内心でつぶやき、レネはもう一度、今度は用心してテントの外に出た。

　誰だれもいないことを確認すると、身を低くして移動する。

　大小のテントが並び、小さな町のようになっている。その隙すき間まを縫って進む。

「どっちだ？」

「こっちです」

　メイロンはレネと入れ替わり、先になってちょろちょろとリスのように走る。

　テントの列の端はしまで来た時、ティナの声が飛んできた。

「こっちよ！」

　レネはとっさに反応し、茂みに転がり込んだ。身を伏せると、隣にティナが寄ってきた。

「もっと痛めつけられてるかと思ったけど、大丈夫みたいね」

　ティナは傷の具合を見てホッとしてつぶやいた。

「あんたは顔に傷がついたとか騒がないんだな」

「私がいいと思ってるのは顔じゃないから」

「え？」

　素っ気ない答えだったが、レネは思わず聞き返す。

「か、勘違いしないで。評価してるのは顔だけじゃないっていう意味よ」

「顔だけじゃない？　他ほかにもあるのか？」

「こ、細かい突っ込みはしないの！」

　ティナの反応に驚きながら、レネは笑みを浮かべる。

「そっちも無事でよかった。心配してたんだ」

「そ、そう？」

「当たり前だろ。前にも言ったけど、あんたの都合はオレの都合なんだからな。あんたがいなくなったら困るんだ」

「それって、つまり、わたしが――」

　ティナがためらいがちに口を開いた時、背後から鋭するどい声が割って入った。

「待って」

　ターヤの声だ。どうしてこんな時に口を挟むんだとティナが背後のターヤをにらんだ。

「いいところをゴメン。でも、それどころじゃない」

　ターヤの声にうながされてテントの方を見ると、数人の兵士がレネが捕まっていたテントに駆けていくのが見えた。

「メイレン姉さんが引きつけてた兵士が戻ってきちゃったんですね。今のうちに行きましょう」

「その方がいいな」

　メイロンに促されてレネが動こうとした時、よろめいて茂みの枝に服が引っかかった。普段ならまずやらないヘマだ。さすがに飲まず食わずで何度も殴られた影響が出ていたのだろう。

　茂みが派手に揺れる。

「誰だれだっ!?」

　鋭するどい誰すい何かの声。

　傭よう兵へいが三人茂みに向かって駆けてくる。

「ヤベっ……」

　レネが呻うめくと、ティナとメイロンが茂みから傭兵を狙ねらって攻撃した。

「いた――」

　叫ぼうと口を開けた傭兵の喉のどにメイロンのナイフが突き刺さり、ティナの短弓銃がひとりの足を止める。

　残ったひとりの傭兵に茂みから飛び出したレネが麺めん棒ぼうの一撃を見舞った。倒れる傭兵の腰から長剣を抜き取ったところで、メイロンたちも茂みから出てきた。

「こっちへ！」

　ティナの先導で四人はテントの間を駆け出した。

「おい、いたぞっ！」

　背後から傭兵の叫びが聞こえる。

　すぐにメイロンが振り向きざまのナイフの一撃。傭兵の声が消える。

　ティナが向かった先は街道沿いの崖がけだった。上からロープが垂れているが、街道側からは見えない。

「登って」

　ティナに促され、レネはロープをつかんだ。体が痛めつけられていなければ素手で登れる程度だが、今は腕にかかる重さが辛い。

　上は数人が身を隠せるだけのスペースがあり、見晴らしはいいが、下からは見つけにくいという絶好の位置だ。もし、街道を通る相手を待ち伏せして襲うなら申し分がない。

　すぐにティナとターヤも登ってきた。ティナがすかさずロープを回収すると、メイロンは素手で登ってきた。しばらくしてメイレンも登ってくる。

「姉さん！」

　メイロンが厳しい声を上げる。

「見張りが戻ってくるのが早かったですよぅ」

「なんや、あいつら諦あきらめんのが早ぅてな。こんな美人が誘ってんのに失礼にもほどがあるわ。まあ、無事やったんやからええやん」

　メイレンはなんてことないと軽く笑い飛ばす。

「これでも妹のこと信用してんねんで」

「う～。そうですかぁ？」

　メイロンは疑わしげに眉み間けんにシワを寄せた。

「でも、このままだと動きが取れないぞ？　どうするんだ？」

　レネは下の様子をうかがってティナに訊きく。傭兵たちのテントの様子は丸見えだが、死体が見つかって警戒が強まっている。ずっとここで足止めではどうしようもない。

「もう少し待って」とティナ。

「なにか仕掛けたのか？」

　レネが尋ねると、メイロンが興奮した声を上げた。

「来ましたよ！」

　ティナがニッと笑い、街道の彼方かなたを指さした。

　霞かすみがかかったようになっているが、どうやら土煙のようだ。その中にかすかに見えるのは馬や機甲馬の隊列。

「なんだ、あの集団は？」

「第二王子ウヴェ・クルートの軍よ」

「第二王子だって？　どういうことだ？」

「トラーグが契約違反だって指摘したメイ一家を邪魔に思って始末しようとしたのよ。それで、私が提案して依頼主に報告に行ってもらったわけ」

「それで、あれか」

　レネは楽しそうに笑った。

「しかし、多いなぁ。これじゃすぐに決着がつきそうだ」

「それもそうね……」

　ティナは接近する軍勢を見て不安そうな顔をした。

「傭よう兵へいと王子の軍が戦って共倒れしてくれるのを期待してたんだけど、これじゃ一瞬で終わりそうだわ」

　ティナがつぶやくと、メイロンがレネの背後を見て声を上げた。

「姉さん！」

　レネが驚いて振り向くと、いつの間に現れたのか見覚えのあるふたりが身を低くしていた。

「この大軍勢はなんなの？」とティナが訊きくと、メイリンが答えた。

「こちらの予想外のことがありました」

「なにがあったの？」

「依頼主がひとりではなくて、もうひとりの依頼主もその場にいたんです」

「誰だれ？」

「第一王子ザルハ・マルト・バイヨン……」

「王子が二人も？」

「王族ふたりも相手にして緊張しましたんえ」

　メイランが緊張とは無縁のおっとり笑顔で言う。

「遊びに来てたってわけじゃないよな？」

「第一王子と第二王子が手を結んでトラーグを雇っていたってことだね」

　ターヤが気に入らないと感情を表に出して言う。

「ええっと、つまり……」

「敵の兵力が倍になったってことみたいね」

　ティナは珍しく引きつった笑みを浮かべた。



「王子の軍だとぉ!?」

　報告を受けたトラーグは目をむいて部下をにらみつけた。

「はい、こちらに向かってます」

「くそっ、おとなしく剣をくれてやるか……」

　手にした大剣を毒蛇でも見るような目で見る。報告をした部下は言いにくそうに続けた。

「それが……第一王子の軍も加わっているようで」

「……どういうことだ？」

　トラーグは一瞬戸惑って聞き返し、部下はためらってから意を決して口を開いた。

「つまり、話し合いの余地があるようには……」

「くそっ、どうせ最初からそのつもりだったんじゃねぇのか」

　トラーグは自分のことは棚に上げて吐き捨てた。

「おい、とっととずらかるぞ！」

「レネという男はどうしますか？」

「見えるところで殺してさらしとけ。足止めになる。国王殺害犯なんだ。調べないわけにはいかねぇだろうからな」

　トラーグは大声を上げて笑うと、レネから奪った大剣をつかんでテントを出た。

「機甲馬を用意しろ！　ありったけの爆薬もだ!!」

「どうするんで？」

「王族どもの腰抜け兵士に一発かましてやるんだよ！」

　トラーグは言い放ち、自分の機甲馬が止めてある広場に向かい、機甲馬に乗り込んだ。

　その姿は崖がけの上のレネにも見えていた。なにより、目が大剣に吸い寄せられるように止まったのだ。トラーグの乗り込んだ機甲馬は真まっ直すぐにレネのいる方へ向かってくる。

「大剣だ！　あの野郎、逃げるつもりだな」

「ちょっと、レネ！　どうするのっ!?」

　身を起こしたレネにティナが声を上げる。

「取り戻さなけりゃな」

　レネは抜き身の剣を持つと、身を乗り出して崖の下を走り抜けようとする機甲馬を見下ろした。

「ちょっとレネ!?　この高さからじゃ――」

　手を伸ばしたティナの叫びはわずかに遅かった。すでにレネは身を躍らせていた。

　青い顔で下を見たティナはレネが機甲馬の上に着地したのを見て大きく安あん堵どのため息を漏らす。

「仕方ないわね」

　後を追うために崖からロープを下ろすと、メイロンとメイレンがすかさず滑り降りていく。

「みんな、無む茶ちやすぎるよ」

　呆あきれた声を上げたターヤだが、ためらうことなくティナの後から続いた。

　残ったのはメイランとメイリン。

「どういうことなんやろなあ？」

　のんびりした口調で言う姉に、メイリンは首を傾かしげながら提案した。

「とにかく、後を追いましょう」

「そうやねえ。あのお人からはメイロンちゃんとの一件もまだ訊きいてまへんし」

　メイランはにこやかに笑いながら言い、ふたりは一瞬で姿を消した。
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　トラーグの乗った機甲馬の上に飛び降りたレネだが、前転して衝撃を殺したところまではよかった。しかし、その後が悪かった。

　大剣を抜いた状態の身軽さに慣れていたせいで、無茶な高さから飛び降りてしまったのだ。おかげで足が折れたかと思うほどしびれている。さらに勢いが激しすぎて危うく転がり落ちそうになった。慌てて手を伸ばして縁をつかんだ。

「……わ、忘れてた……」

　痛みをこらえて唇くちびるをかみ、呻うめきを上げる。

　レネがようやく這はい上がったところで、ハッチが押し開けられ、傭よう兵へいが顔を出す。

「貴様、どうしてここに!?」

　慌てた傭兵が短弓銃を突き出し、レネを狙ねらおうとする。レネはとっさに持った剣を投げつけた。

　回転しながら飛んだ長剣は傭兵の眉み間けんにぶつかり、傭兵はのけぞった。

　その隙すきに立ち上がったレネはハッチに駆け寄り、傭兵の腕を踏みつけて短弓銃を手放させる。ひるんだ顔面に膝ひざの一撃。

　傭兵は力を失ってハシゴを落ちていった。

　その後をレネは迷わず飛び降りた。

「貴様っ!?」

　振り向いたトラーグが目を見開く。

「オレの剣を返してもらうぞ」

　レネはそう言いながら機甲馬の内部を確認した。

　以前、ギャンニから拝借した機甲馬よりも余裕がある。とはいっても、四人乗りで中腰にならないといけない高さなのは同じだ。つまり、操縦者を入れても三人。操縦者とトラーグは前。ひとりは足元。もうひとりは――。

　背後でガタッと音がした。

　その瞬間、レネはとっさに身を伏せていた。

　寸前、短弓銃が発射された小さな音がする。

　前方で悲鳴が上がったかと思うと、いきなり体が機甲馬の後ろに引き寄せられた。

「な、なんだっ!?」

　レネはとっさに手を伸ばして梯はし子ごに捕まった。

　その前にトラーグが迫ってくる。しかし、トラーグも自分の意志で動いているのではなかった。バランスを崩して飛ぶような勢いで転がってきたのだ。

　レネは空いた左手を横に伸ばしてトラーグの首を狙ねらって振るう。

　トラーグも素直に食らうものかと、とっさに亀かめのように首を縮めてやり過ごした。そのまま後ろの部下にぶつかり、もつれ合う。罵ののしりを上げ、部下を殴りつけた。

　レネが前を見ると、操縦席で操縦者が座席からはみ出してぐったりと倒れているのが見えた。さっきの流れ矢が当たったに違いない。

「おい、味方が撃たれたぞ！」

「知るかっ！　貴様の始末が先だ!!」

　振り向いたトラーグは叫んで剣を抜いた。が、長剣を振り回すには狭すぎる。振り回した剣はレネがつかんだハシゴに当たって甲高い音を立て、折れた。

　罵りながら剣をレネに投げつけると、トラーグは猛然とレネにつかみかかってきた。

　レネはハシゴを盾代わりにトラーグの手をひょいひょいとかわす。

　いらだったトラーグがハシゴの隙すき間まからレネの首をつかみにきたところを逆に手首をつかみ、ハシゴの段に押しつけた。

「何度も蹴けりつけてくれた礼だ」

　肘ひじを支点に関節の逆に体重をかける。

「なめるな、小僧！」

　トラーグが獣のような唸うなりを上げて腕一本でレネを持ち上げようとする。

「バケモンかよ!?」

　レネは腕をつかんだままハシゴの向こうにあるトラーグの脇わき腹ばらに拳こぶしを叩たたき込んだ。

　と、いきなり機甲馬に衝撃が走った。右の窓がなにかにぶつかっていっせいに割れる。崖がけに機体をこすりつけるようにして走っているのだ。

　衝撃でトラーグの腕を放してしまったレネにトラーグが押おし被かぶさってきた。

「小僧、覚悟しな！」

　首根っこをつかんで押さえつけると、馬乗りになったトラーグがレネの顔面に拳を叩き込んだ。

　必死で顔を背そむけて避よけようとするレネだが、トラーグの拳は的確にレネの頬ほおを捉えた。跳ね返そうとしたが、エルラ鉱山で鍛えた腕力でも歯が立たない。それとも昨日痛めつけられた後遺症か。

　三発食らって一瞬意識が飛びそうになった時、ドンッと機体が突き上げられたように跳ね上がり、意識がはっきりした。

　レネにのしかかっていたトラーグの体も浮き、その瞬間を狙ねらってレネは膝ひざで蹴けり上げた。狙ったのはトラーグの股こ間かん。

　トラーグは目をむき出して歯をかみしめ、痛みをこらえる。

　転がってトラーグから逃れたレネはトラーグがいた座席に目を向け、大剣を発見した。

「さぁせるかぁっ！」

　トラーグがくぐもった叫びを上げて突進してくる。

　レネも四よつん這ばいになって跳んだ。

　その時、コントロールを失って暴走していた機甲馬は曲がり道にさしかかっていた。当然曲がれるわけもなく、正面に広がる森に向かって突進していった。

　そびえ立つ大木に真正面から突っ込んだ次の瞬間、レネもトラーグも操縦席の方に投げ出される。

　意識のない操縦者が最初に顔面から窓に突っ込み、ガラスを割ってそのまま外に飛び出す。トラーグの大きな体がその後に続いて放ほうり出された。

　レネは足から窓に飛び込んだところで、窓枠に足を引っかけた。靴がガラスの破片をペシッと割り、体が回転して放り出されそうになったところを腕を回して窓枠をつかむ。振り落とされないようにしがみついていると、やがて機甲馬の動きは止まった。

　操縦者がいなくなったせいで、ようやく動きを止めたのだ。

　本来なら、高さ三メタしかないのだから地面に飛び降りるところだが、レネがそうしなかったのは大剣が床に落ちているのが見えたからだ。操縦席の横に柄つかが見えている。しかし、この状態では腕を伸ばしても届かない。

「おっと、動くなよ」

　トラーグの声が下から聞こえた。

　見れば、トラーグは顔中血まみれで、ガラスの破片もあちこちに刺さっているひどい状態だ。

「これで俺おれの勝ちだな！」

　それでも勝ち誇ったトラーグが短弓銃を構えてレネに狙いをつける。

「まず、足だ」

　言い放つやトラーグは引き金を引いた。

　左の太ふと股ももに鋭するどい痛みが走り、レネは呻うめきを上げる。

「次は手か？　それともケツにもうひとつ穴を開けるか？」

　トラーグがネズミをいたぶるネコのように言葉でレネの恐怖を煽あおる。

　しかし、レネの意識はそんな声には向けられていなかった。体を持ち上げ、大剣に手を伸ばそうと腕を伸ばす。

「あがけ！　もっとあがけ！　ちょうどいいところで腕を撃ち抜いてやる!!」

　トラーグはおかしそうにバカ笑いを上げた。

「さあて、そろそろいいか？」

　仕上げにかかろうかと、トラーグは短弓銃の銃口をレネの右腕に向ける。

　レネは強引に体を持ち上げようと全身を揺さぶって勢いをつけようとした。

　その動きに反応したのか、止まっていた機甲馬がガクンと前のめりになった。

「うわっ!?」

　レネは振り落とされそうになった。頭の上でカンッと金属音がして小さな矢が落ちていった。寸前で動いたせいでトラーグの撃った矢が外れたのだ。

　次の攻撃が来る前にレネは操縦席に転がり込んだ。案の定、すぐに攻撃が来た。操縦席にカンッと矢が当たる音が響く。

　下に転がっていた大剣を握った途端、低いブウンという音が響き、付け根が緑色の光をたたえる。一気に抜き放ち、目の前に円を描くように大きく振るった。

　いつものように手て応ごたえのない剣だ。しかし、金属の軋きしむ音がしたかと思うと、機甲馬の前面が滑り落ちた。

　狭い操縦席がなくなり、広くなった目の前には森とトラーグ。

「小僧、てめえ、なにをしやがったっ!?」

　自分の目の前に落ちた機甲馬の前部を凝視したトラーグは叫びながらも短弓銃を撃つ。

　レネは大剣を無雑作に振るい、放たれた矢を斬きり落とした。

「な、なんだ、そのデタラメな剣はっ!?」

　レネは機甲馬から飛び降りた。撃たれた右足の痛みは今は感じない。しかし、力が入らないのは感じた。それに捕まっていた時に殴られ蹴けられした痛みは体が覚えている。

　レネは大剣を振り上げてトラーグに迫った。

　脳裏に壁画の光景がよみがえる。

　無数のエルーランと大剣。

　戦争での殺さつ戮りくの道具。

　人間を殺した剣。

　振り上げた両腕にためらいが生じる。

「この化け物が！」

　トラーグがそう叫び、短弓銃を乱射した瞬間、ためらいは吹っ飛んだ。

　レネはトラーグの脳天から股こ間かんまで一気に垂直に振り下ろした。

　トラーグの悲鳴は予想もしなかったほど甲高く、長々と尾を引いた。レネが剣を鞘さやに収めた後も叫び続け、息が切れるとその場にストンと尻しりもちをついた。目を見開き、宙の一点を見つめるように動かない。

　オレはこいつを殺してしまったのか？

　そう思ったほどトラーグは生気がなかった。しかし、壁画のように真っ二つになることもなく、呼吸を続けている。

　安あん堵どした時、メイロンの声が聞こえてきた。

「ご主人様っ!?」

　いつもなら気配を感じ取れないメイロンが息を荒くして駆けてきた。

「だ、大丈夫ですかぁ!?」

「レネ、大丈夫!?」

　遅れてきたティナとターヤも心配そうな顔をする。

「たいした傷じゃない」

「撃たれてるじゃないの！　ほら」

　ティナが傷を見て手当てをしようとすると、急に痛みが思い出したようにやってきた。

「やっぱり無理したんでしょ？」

　顔色が変わったのを見て、ティナが言う。

「大丈夫だ。それより、王子の軍は？」

「トラーグが仕掛けた罠わなのせいで混乱してるよ。まだ傭よう兵へいと戦ってるんじゃないかな」

　ターヤの答えに、レネは聞き返した。

「罠ってなんだ？」

「爆薬を仕掛けた機甲馬を王子の軍に突っ込ませて吹っ飛ばしたの。あれはかなり死人が出てるわね」

　ティナがレネの傷に軟なん膏こうを塗りつけながら説明した。

「ふざけやがって……」



    

  
    
      



    

  
    
      　レネは惚ほうけたままのトラーグをにらみつけ、元来た方に目を転じた。

「行く気なの？」

「ああ。どうせいつかは会う相手だ。ふたりも一度に来るなら好都合だろ」

「あなたってホントに」

「無む茶ちやですね」

　ティナとターヤが顔を見合わせて呆あきれた顔をした。

「それは昔からだあたっ！」

　ティナが傷を縛しばった瞬間、レネが痛みに声を上げた。

「こんな傷じゃ無茶できないじゃない」

「大丈夫だって」

　レネは軽く足を動かして笑って見せた。

　が、走った痛みを隠しきれずに顔をしかめた。

「ほら、ダメじゃない。ここは一いつ旦たん退ひくべきよ」

「ご主人様、無理したらダメですよぅ」

　ティナもメイロンも反対するが、ターヤは違った。

「やりたいって言ってるんだから任せよう」

「そやな」

　メイレンもターヤに同調した。

「姉さん！」

「どうせ止めたかてやるんやろ？　それとも気絶させて連れていく覚悟で止めるんか？」

「……それはちょっとできませんよぅ」

「ほらな」

　メイレンは答えなど分かりきっていると肩をすくめ、真顔で付け加える。

「それを助けるんがうちらやろ？」

「姉さんも助けてくれるんですか？」

　メイロンが目を輝かせて姉を見る。

「いや、それは――」

「ありがとうな、メイレン」

　レネがメイレンの肩を軽く叩たたくと、メイレンは慌てたように付け加える。

「しょ、しょうがないやんか。なりゆきやし……。ゆうとくけど、あんたのためやないで。妹が頼むからや」

「わかってる」

「ホンマかぁ？」

　メイレンは疑わしげな目でレネを見る。

「それじゃ仲良く行きますよ！」

　メイロンはメイレンの腕をつかむと、強引に駆け出した。

「ちょ、ちょっと待たんかいな！」

　駆け去ったふたりを見て、ティナがため息をついた。

「いつの間にかメイレンまでねぇ……」

「なんのことだ？」

「なんでもないわ。行きましょ」

「さあ、行くよ」

　どこか不機嫌なティナとターヤに背中をドンと叩たたかれ、レネはわけがわからずに目を瞬かせた。
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　戦場の真ん中に機甲馬が立っていた。

　四本の脚はあるが、腹の部分に大きな穴が空き、四方も破壊されている。爆発した残ざん骸がいである。火薬の臭においと黒い煙が漂っている。

　爆発の威力の凄すさまじさを感じさせるのは機甲馬だけではない。その周りにある死体、血ち飛沫しぶき、肉片……。いったい何人の死傷者が出たのか、想像もつかない。

「……ひでぇ――」

　レネは言葉を失って立ち尽くしていた。

　これまで何度か戦いに直面してきたが、すべて自分に降りかかってきたものだ。自分には直接関係のない戦いに身を置いたのは初めてだったし、これほどの死人が転がっているのを見るのはもちろん初めてだった。

　血の臭いと煙の臭いが混ざり合い、むせかえるほどだ。

「ご主人様、後ろ！」

　メイロンの叫びに我に返り、レネは背後からの攻撃を前に転がってかわす。

「貴様のせいだ！」

　剣を振り下ろした相手はレネを捕らえて拷問した傭よう兵へいのひとりだった。

「オレのせい？」

　不思議なことを言うなとレネは身構えながら問い返す。

「貴様のその剣さえなければトラーグ様もいつものように……」

「……逆恨みもたいがいにしろよな。オレを蹴けっただけじゃなくて、これだけ人死に出したのに自分らに責任がないってのか？」

　呆あきれたレネが言い返すと、傭兵は叫びを上げた。

「やかましい！　エルーランの混血野郎なんぞ殺したってかまわねえんだよ!!」

「ああ、そうかい」

　レネはムッとして大剣に手をかける。

「させるか！」

　傭よう兵へいは突進してきたと思った次の瞬間、つんのめって顔面から着地した。その足にナイフが突き刺さっている。

「ご主人様を悪く言う人には容赦しません！」

　メイロンがナイフを放った姿勢のまま駆けてくると、起き上がろうとする傭兵に短剣を向けようとした。

「殺すな！」

　とっさにレネが叫んで止める。

「え？」

　メイロンは驚いたように手を止めた。

「こんな戦いになんの意味もない。バカらしいだろ、そんな戦いで死んだら」

「でもでも、この人、ご主人様に襲いかかったんですよ？」

　メイロンは足で踏んづけた傭兵を示して不満そうな顔をする。

「こいつにはオレは殺せないさ」

　レネの答えにメイロンはきょとんとした。

「なめるな！」

　いきなり咆ほう哮こうを放った傭兵はメイロンを跳ねのけて立ち上がると長剣を振り上げる。

「はーい！　わかりましたぁ、ご主人様」

　宙でクルッと回ったメイロンは着地するや傭兵の足を払って、倒れるところに足を回して蹴けりを入れた。首の後ろにかかとを落とされ、傭兵は大柄な体を大の字に倒す。

「私がお守りしますからご主人様は殺せませんよぅ」

　メイロンは得意げににこっと笑った。

「相変わらず甘いこっちゃなぁ」

　脇わきで見ていたメイレンがレネを冷やかすように言う。

「まぁ、しゃあないか」

　ため息をつきながら、向かってきた傭兵をひょいと身をかわして腕を抱え込んだ。

「ご命令やから殺さへんけど、手足の一本くらいなくなる覚悟しいや」

　メイレンは傭兵の腕をつかむと、グイッとひねる。

　肘ひじの関節を逆に曲げられた傭兵は悲鳴を上げてうずくまった。

　レネは周囲を見回して二人の王子の姿を探した。といっても、姿は知らない。目の前にいたとしても、それが兄だとはわからないだろう。これまで会ったジャックスを含めて六人にはまったく共通点がなかったからだ。

　しかし、ここにいるとすれば最も守りの厚いところにいるはずだ。ハイドのような戦士でない限りは。

「あそこか？」

　レネは戦場の最も遠いところに不自然な集団がいるのを発見した。ためらうことなく駆け出す。

「あっ、ご主人様!?」

　気づいたメイロンがすかさず後を追ってきた。

「手間のかかるやっちゃなぁ」

　ぶつぶつ文句を吐きながら、メイレンも妹とは反対側を守るように続く。

　傭よう兵へいと兵士が戦う真まっ直ただ中なかに飛び込んだレネ。

　すでに敵味方の区別がつけられない混戦になっていた。

「やめろってんだっ！　オレは王子に会いたいだけなんだよ!!　おまえらに用はない！」

　斬きりかかってきた兵士をかわして拳こぶしで黙らせ、いらだちをぶつける。

「あーっ、くそっ！」

　ついに我慢が限界に達したレネが叫んだ。

「くだらねぇ戦いしてんじゃないっ！」

　猛然と近くの大木に駆け寄ると、大剣を袈け裟さ懸がけに振り下ろし、幹を一刀両断した。

　ザザザッと枝が鳴り、大木が斜めに滑り落ちる。ドンッと地面に落ちると、そのまま戦場のど真ん中に向かって倒れ始めた。機甲馬の残ざん骸がいを押おし潰つぶし、轟ごう音おんを立てて倒れた。

　一瞬、戦場に静寂が生まれる。

　その間かん隙げきを縫って、レネは声を張り上げた。

「オレがレーネディア・シャール、第九王子だ！　おまえらの大将に用がある!!」

　王子側の兵士の視線が戦場の奥の一点に向けられた。

　レネはそこにいるんだろうとばかり、護衛兵が集まる一角をにらみつけた。

「俺おれが相手だ！」

　そう声を張り上げて出てきたのは二メタもある大男だ。太い長剣を両手につかみ、レネを見下ろすように近づいてくる。

「おまえが王子なわけねーだろ！」

「いきなり主あるじがお出ましになるわけないだろうが！　俺を倒してからだ!!」

「そうかよ。だったらさっさと済ませようぜ」

　レネは挑戦的に言い放ち、無雑作に近づくと、大剣で大男の胴を薙なぎ払はらった。

　胴体を切先が通り抜けると、大男は腰砕けになってその場にしゃがみ込んでしまった。トラーグと同じだ。

「近づくヤツは遠慮なく斬る！」

　レネが一声上げたが、取り囲んでいた兵士たちは動かない。

「第二王子だか第一王子だか知らんが、顔を出さねーと全員斬るぞ！」

「行け！　そやつを止めろ!!」

　奥から甲高い命令が聞こえてきた。

「そこか！」

　レネは声の方に向かって駆け出した。

「う、撃て撃てっ！」

　狼ろう狽ばい気味の命令に応じて、前方に並んだ兵士が一斉に短弓銃と長弓銃を構え、引き金を引いた。無数の矢がレネに襲いかかった。

　レネは大剣の切先を前方に向け、意識を集中する。

「どけっ！」

　突き出した大剣から目に見えない力が放たれた。

　レネに向かって飛んできた矢が弾はじき飛ばされ、周囲に雨のように降り注ぐ。

　自らの頭上に降ってきた矢に兵士たちは逃げ惑った。その中で動かなかったのは奥にいた数人。特に場違いに豪華なイスに座ったふたりが否いやが応おうでも目立っていた。

「おまえらが王子だな？」

　レネがふたりをにらみつける。

「わ、私を守れ！　余は国王なるぞ!!」

　イスの上から太った体が跳び上がりそうな勢いで叫んだのが第一王子。すでに王座に座ったつもりでいるらしいが、肘ひじ掛かけを握りしめている手に必要以上の力がかかってガクガクと震えている。体とは反対に気は小さいのだろう。

「わかってますよ。殺やれ。剣だけ手に入れればいい」

　面倒そうに周りの兵士に命令したのは第二王子だ。兄とは対照的にひょろ長い体格で、遙はるかに落ち着いている。右手は油断なく腰の短弓銃に添えられているが、こちらも不安のあまり震えていた。

　レネは大剣を構えようとして動きを止めた。柄つかの根元にある緑の輝きが消えそうに瞬いていたのだ。

「……またかよ！　こんな時に!!」

　舌打ちして、レネは剣を鞘さやに収める。しかし、考えてみれば、これまで力がなくなった時は長時間使い続けた後だ。時間制限があるのかもしれない。

　剣の光が鞘に収まった瞬間、レネは全身の力が抜け出したような脱力感に襲われた。いつも以上に強烈に感じたのは、足の怪け我がのせいだろう。

　四人の兵士がレネと二人の王子の間を遮さえぎるように中間地点で立ち止まった。

「さっきまでの勢いはどうした？」

　レネの様子になにか感じ取ったのか、先頭の兵士が挑発する。

「おまえら相手ならこれで充分なんだよ」

　レネは拳こぶしを突き出し、挑発するように歯を見せて笑う。

「つけ上がるな、小僧！」

　一番年長らしい男がズイと前に出た。手には太い両刃の長剣。

　長剣を持っているのがもうひとり。ふたりは短剣。体格的には長剣を持つのがレネより少し大きく、短剣を持つのがレネより小さい。

「つけ上がってるかどうか確かめるか？」

　レネは両手を広げながら、正面に立つ年長の兵士に歩み寄った。

　無防備なレネの接近に一瞬戸惑いの色を浮かべる兵士。

　ニッと笑みを浮かべた瞬間、レネは地面を蹴けった。踏み切った利き足は無傷だ。右腕を横から振るって正確に相手の顎あごに拳こぶしを叩たたき込む。

　ガキの頃ころからの必勝法だ。相手にも自分にもダメージの少ない勝ち方。

　見事に決まり、兵士は体をよろめかせて大の字に倒れた。

　他ほかの三人が反応するより早く、レネは体を回して隣の小柄な兵士の腹に蹴りを入れようとした。

　が、体重を支える軸足の左が悲鳴を上げた。傷から力が抜けていくように感じ、レネはへろっと倒れた。

　兵士三人には立ち直るのに充分な時間だ。レネが蹴ろうとした兵士が真っ先に飛びかかってきた。逆手に持った短剣を振り下ろしてくる。

　レネは転がってかわし、相手の着地と同時に体を回して右足で顔面を蹴りつけた。その反動で地面を滑り、振り下ろされた長剣をやり過ごす。

「いらっしゃい」

　待ちかまえていた三人目の短剣男がレネの腕を踏みつけ、短剣で顔を狙ねらってくる。

　とっさにつかんだ砂を兵士の顔に叩きつける。

　罵ののしりながら無む茶ちや苦く茶ちやに短剣を振り回してきた兵士の足を跳ねのける。背中からひっくり返った兵士から離れて立ち上がろうとしたレネの背後から長身の兵士が横よこ薙なぎに剣を振るってきた。殺気を感じてとっさに前に転がる。

　その目の前に短剣を構えて兵士が立っていた。

「ネズミみたいにちょこまか逃げやがって！」

　短剣が突き出される。

　その腕を受け流し、払おうとしたところで、もうひとりの短剣を持つ兵士が忍び寄ってきた。

　羽は交がい締じめにされるレネ。

「そこまでだ！」

　勝ち誇った兵士が前から剣を振り上げた時、

「ご主人様を放してください！」

　メイロンの叫びが飛んだ。

「やかまし――」

　兵士は振り向きざまにメイロンに剣を振るった。その動きが途中で力を失ったかと思うと、首から血を噴き出して倒れ伏す。

「いちいち断らんでもええねん」

　トンッと着地したメイレンが血のついた短刀を一振りして、メイロンに講釈を垂れる。

「でもでも、一応警告はしとかないとダメって教えられましたよぅ」

「こーゆー時はさくっと殺やってしもたらええんや。時と場所を選ばなあかんやろが！」

「はうう……。難しいですぅ……」

　メイロンは頭を抱えてしまった。

「ええい、わずらわしい。そいつらもさっさと殺やってしまえ！」

　第一王子が神経質そうに額にシワを寄せて命令した。

　組みやすいと見たか、頭を抱えているメイロンに向かっていった兵士が急に足をひねってぐらつく。

「そこまでにして！」

　ティナが短弓銃を構えて声を張り上げる。

　ターヤも剣を構えてやってきた。ふたりとも戦場の真まっ直ただ中なかをレネを追ってくぐり抜けてきたのだ。

「こっ、この！　ええい、この者たちを倒せば好きなだけ褒美を取らす！　誰だれか――」

「それはホンマどすか？」

　と、いつの間に現れたのか、王子の背後からふたりの女性が声をかけてきた。二人の王子は驚きながらも平静を保って声を上げる。

「おお、おまえたちはトラーグの裏切りを知らせてくれた者たちではないか！　あいつらを殺してしまえ」

「それはできまへん」とすげないメイラン。

「なんだと？　契約金を受け取っただろうが!!」

　第二王子がいらいらと叫ぶが、メイリンは落ち着いて答えた。

「あれはトラーグの裏切りを知らせた報償です。新規の契約でしたら、正式な契約書を交わさないと受けられません」

「よし！　では今すぐ書いてやる!!」

　召使いに紙を要求しようと差し出した手を、メイリンがそっとつかむ。

「ありがとうございます。ですが今回は結構です」

　メイリンは王子の指をつかんだまま、ふっと掲げた。はた目には手を上げただけにしか見えない。しかし、メイリンは王子の指の関節を極きめていた。

「なっ、なにをす――!!」

　痛みで声が出なくなった第二王子。

「メイロンちゃん、王子はんふたり捕まえたえ」

　いつの間にか鞭むちで第一王子の太い首を締め上げていたメイランが上機嫌で報告した。

「ありがとう、姉さん！」

　戦場のメイロンが跳び上がって手を振った。

「ね、姉さんだと？　おまえらグルか!?」

　顔を真っ赤にしながら第一王子が唸うなる。

「グルだなんて人聞きが悪い。私たちを知らない方がおかしいです」

「うちら、メイ一家いいますんよ。よろしゅうに」

　鞭むちを持ったメイランがにっこりと微笑ほほえんだ。

「では、降伏してもらいましょうか？」

「どうして貴様らにひいぃぃぃっ!?」

　反抗した途端、第二王子はメイリンに細い指を逆方向に曲げられ、声にならない悲鳴を上げた。

「降伏しますよね？」

　メイリンが無表情に言うと、王子は甲高い声で悲痛な叫びを上げた。

「わっ、わかっ、わかった！　降伏する！　します!!　武器を捨てなさい、皆の者！」

　兵士たちは逡しゆん巡じゆんしながらもジリジリと後ずさっていく。

「見えなくなるまで離れてもらえますか？」

「向こうに行け！　早くだっ!!」

　しかし、兵士たちの大半は戦う気満々の傭よう兵へいたちに圧おされて動きが取れない。そこでレネが声を張り上げた。

「トラーグは街道の向こうでのびてやがる。さっさと引き取ってどっか行っちまえ！」

　生き残った傭兵たちは互いに顔を見合わせ、兵士たちを牽けん制せいしながら徐々に戦場から去っていった。

　レネはようやく静かになった戦場で、ほうっとため息をついた。

「おまえらもだよ」

　戦っていた兵士四人に言うと、四人はレネとメイロンたちをにらみつけて歩き出した。

　周囲から敵がいなくなったところで、レネは身動きを封じられて硬直している王子ふたりに歩み寄った。

「初めましてだな、お兄さんたちよ」

　レネがじろりとふたりをにらむと、ふたりは不安そうに視線をそらせた。

「あんたらに訊ききたいことがある。手紙を他ほかの王子に送りつけたか？」

　レネは太った第一王子に身を乗り出す。

「な、なんの手紙だ？」

「オレがこの大剣を持ってるってヤツだ」

「それなら私が受け取って、兄貴に教えた」

　ひょろ長い第二王子が脇わきから口を挟んできた。

「なるほど。おまえらじゃないってことか。誰だれから届いた？」

「わからない。うちには仕事関係で無数の手紙が届くからな。いちいちチェックする暇はないのだ」

「訊きたいことはそれだけか？　ならば解放――」

　第一王子が太った体をもそもそと動かすと、レネはそれを制するように質問を放った。

「おまえら、なんで手を組んだ？　これが欲しいんじゃなかったのか？」

　レネが腰の大剣を示すと、ふたりの王子は異口同音に首を振った。

「余はなにもしなくとも王位が手に入る身だ。そんなものはいらぬ」

「私はそんなものになど興味ない」

「ふたりともいらねぇのにオレを襲ったのか？」

　呆あきれたレネの声に怒気が混ざる。

「余にとっては邪魔なのだ。その剣を巡って後の世で戦いくさが起こるかもしれん。ならば今のうちに始末しておいた方が天下太平のためにはよかれと思ってやったことだ」

「こいつが王になった方が私も楽だからな。面倒なヤツが手に入れて、規制をかけたりすれば好きなように商売ができなくなる」

　ふたりが勝手なことをしゃべるのをレネは黙って聞いていた。やがて、唸うなるように言う。

「それで手を組んだのか？」

　うなずいた第二王子が思いついたように身を乗り出した。

「ああ、そうだ。おまえが王になるつもりなら、支持してやってもいいぞ。王族の後押しがあればなんの問題もなくなる。私の商売を自由にやらせてくれればいい」

　第二王子の傲ごう岸がんな物言いにレネは呆れて首を振った。ハイドが見放したようなことを言っていたのがよくわかった。自分のことしか考えていない。とてもじゃないが、ヨルク帝国侵攻を前にして危機に直面した国を任せられるとは思えない。

「……もういいぞ、おまえら」

　レネは面倒そうに手を振って追い払う仕草をした。

「なんだ、貴様！　無礼ではないか、余に向かって――」

「なんか言ったか？」

　レネが第一王子をにらみつけると、太った体が見る見るしぼんでいく。

「……か、仮にも兄である我々に――」

「やかましいっ！」

　レネはふたりを一喝すると、固めた拳こぶしを叩たたき込んだ。右を第一王子のぶよぶよの頬ほおに。左を第二王子の骨張った頬に。ふたりはイスごともんどり打って倒れる。

「この剣で斬きられたくないなら今のうちにどっか行っちまえ！」

　レネが怒鳴ると、頬を赤くしたふたりはほうほうの体ていで逃げ出した。

「くそっ……あんなヤツらのせいであんなに……」

　レネは惨状広がる戦場を振り返って吐き捨てた。

「いいの？　あのままにして？」

　デコボコ王子たちの情けない後ろ姿を見送って、ティナが心配そうに言う。

「あいつらにはなにも出来ない。せいぜい他人に責任押しつけるくらいだろ」

「そういうのが一番危ないんだけど……」

「いちいち相手にしてたら体がもたないだろ？」

　苦笑するレネ。

「今まで結構まじめに相手にしてきてると思うけどさ」

　ターヤは呆あきれた顔をすると、レネの足を気にかけた。

「それより足は？　痛くないのか？」

「ああ、まあ、歩けるくらいには」

　レネは顔をしかめて答えた。剣の力がなくなったのに無む茶ちやをしたせいで痛みは激しくなっていた。

「そういえば剣は大丈夫？　さっき光が弱くなったように見えたけど？」

「たまに使えなくなるんだよ」

　ターヤの問いに軽い調子で答えたレネ。ティナは驚いて聞き返す。

「たまにって前にも同じことがあったの？」

「ああ。しばらく放ほうっておくと戻るんだ。最初に使えなくなった時は焦ったけどな」

「それっていつ？」

「王都の城に忍び込む前」

「そんな前？　どうして言ってくれなかったのよ？」

「いや、心配させたくなかったし、こっちも混乱してたからな」

　レネはふっと表情を曇らせた。その時、父親が殺されたのを思い出したのだ。

「まったく……。やっぱり普通のエルラ機関とは違うわね。一回なくなったら捨てるしかないから」

「何度も使えるエルラ機関なんて機関商組合からすると邪魔な存在だね」

　ターヤがつぶやくと、メイロンが不思議そうな顔をした。

「どうしてですかぁ？　便利じゃないですか？」

「何度も使えたら買わないでしょ？　買わないと儲もうからないわ」

「はう～、なるほどですぅ」

　メイロンはティナの説明に感心して大きくうなずいた。

「ところで、レネはん？」

　振り向いたレネの前に立っていたのはメイランだった。脇わきにメイリンもいる。

「え？　なんです？」

「うちの妹がえらい世話になったみたいやねえ」

「いや、こっちこそ助けてもらってるから」

　メイランの丁寧な口調にあわせて、くだけた口調で返したところで、レネはメイランの表情に気がついた。

　笑ってるけど笑ってない……。

　なんだかわからないが、怒っているのか、それとも殺意を抱いているのかどっちかだ。

「この子はなにも知らへんまんま世間に出よりましたさかい、困りまへんでした？」

「そんなことは……まあ、ちょっとあったかもな」

　レネが曖あい昧まいな笑みを浮かべると、メイランは柔らかな口調のまま続ける。

「素直な子やさかい、なんも知らへんのをええことに色々口にでけへんことをしたんとちゃいますか？」

「へ？」

　意味がわからずにレネが目を瞬かせていると、メイロンが文字どおり飛び込んできた。

「ねねね、姉さん！　私はなにもされてません!!　ご主人様に――」

「それなんよ！」とメイランはメイロンの肩に手をそっと当てる。

「え？　なんですか？」

「なんでご主人様なん？　なんもないのにそんなこと言わへんやろ？」

「いいんですよぅ、私が勝手にそう呼んでるだけですから……」

　メイロンはもじもじしながらそう答えた。メイランの表情がきりっと締まってレネを見つめる。

「レネはん、きちんと責任取ってくれはるんやろね？」

「責任って言われても……」

　困ったように頭をかくレネに助け船を出すように口を挟んできたのはメイリンだった。

「姉さん、もう行きますよ」

「メイリン、そないな中途半端なことでええんか!?」

「いいんです。姉さんは黙って。そんなに簡単に責任取ってもらっても困りますから」

　メイリンが静かに言うと、メイランはすねたように口をつぐんでしまった。

「それじゃレネさん、妹をくれぐれもよろしくお願いします」

　深々と頭を下げるメイリンにつられて、レネも頭を下げる。

「はあ……」

「メイロン、メイレン、しっかりね」

「え？　姉さんたちは？」

　メイロンは驚いた目をして聞き返す。

「まだまだ借金があるのに今回の仕事はこんなだし。できれば、あなたたちにも稼いできて欲しいところだけど……そうもいかないようね」

　メイリンは淡々と言い、一礼すると、まだなにか言いたげなメイランを引っ張って去っていった。

「あの次女が一番怖い存在ね」

　ティナが小声で言うと、ターヤもうなずく。

「そうですね」

「え？　そうか？　礼儀正しくて話が早いし、いい人だろ？」

　意外なことを言うなと、どこか無邪気な顔をするレネを見て、ティナとターヤは顔を見合わせた。

「やっぱり、誰だれかが見てないとダメみたいね」

「同感」

　ため息をつくふたりを見て、レネは不満そうに眉み間けんにシワを寄せた。

「なんだよ、それ？」

「なんでもないわ。次に行きましょう」

　肩をすくめて歩き出すティナ。ターヤもちらっとレネを振り返って後に続く。

「おおい？」

　レネは去っていくふたりに戸惑いながら呼びかける。

「肩を貸しましょうか、ご主人様？」

　メイロンが見上げていた。

「嬉うれしいけど、ちょっと無理そうだな」

「ほな、うちがおぶったろか？」

　メイレンがほらほらとばかり背中を広げてみせる。

「なんか仕掛けられそうだな」

「失礼やなぁ」

　疑わしげなレネにムッとして、メイレンは怪け我がをしていない方の足を蹴けりつけてスタスタと歩いていった。

「姉さん！　ひどいですよぅ!!」

　メイロンがメイレンを追って走り出した。

「なんなんだよ、あいつら？」

　ぽつんとひとり残されてしまったレネ。

「ほら、第三王子に会うんでしょ？」

　振り返ったティナが声をかけてくる。

「わかってる」

　レネは足を踏み出して顔をしかめた。足に痛みが走る。

「ちょっと無む茶ちやしすぎたな」

　まいったなと言いたげに頭を指でかき、歩き出す。

「残るはひとりだけ、か……。もうちょっとマシなヤツだといいな」

　そして、それ以上に覚悟を決める必要がある。ついにエルーラン居住地に踏み込むことになるのだ。

「……クソババアの故郷か」

　別れた時に見たきりのシワだらけの笑みを思い浮かべ、レネの表情が引き締まった。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      
「ミーガン、どこに行っていた？」

　王都に戻ってきたミーガンが真っ先にデュランの私室を訪ねると、やって来るのがわかっていたように書類を読んでいたデュランが問いかけてきた。

「申し訳ございません」

　ミーガンは頭を下げた。

「どこに行っていたと訊きいたのだが？」

　デュランの問いにもミーガンは固く口を閉ざしたまま。しかし、デュランはそれで察したように静かに続けた。

「機関商組合の仕事か？　レーネディアから大剣を奪ってこいと言われたか？」

　デュランの言葉にミーガンはハッと顔を上げた。

「図星か。成果はあったのか？」

「……申し訳ございません」

　ミーガンは何か言おうとしたが、同じように謝っただけ。

「今のレーネディアを倒すのは難しい。違うか？」

　すべて見通しているかのように重ねて問われ、ついに観念したミーガンは重い口を開いた。

「……残念ながら。大剣の扱いを学んでいます。恐らく、真正面から戦えば中隊規模なら壊滅させられます」

「なるほどな。おまえにそこまで言わせるとは……」

　デュランはミーガンの表情を見つめ、探るように尋ねた。

「なにかあったか？」

「い、いえ、なにも……」

　珍しく口ごもったミーガンを興味深そうに見るデュラン。それに不安を感じてミーガンは付け加えた。

「本当になにもありません。デュラン様が気にされるようなことは……」

「私がおまえのことを気にしてはいけないか？」

　立ち上がったデュランは手を伸ばすと、ミーガンの首筋から顎あごに指先を滑らせた。

「……ひとつ、質問をよろしいですか？」

「なんだ？」

　デュランは手を止めて先を促す。

「デュラン様はあの大剣を不要だとお考えなのですか？」

「そうだな。いかに強力な力があったとしても、一振りしかないのでは使いようがない。将来的には研究し、複製を造ることもあるだろう。そのために確保する必要はある。しかし、それでは今目の前にある危機に対応できない」

「ヨルクとの戦いくさ、ですね」

「そうだ。敵が侵攻準備しているというのに、今から研究して間に合うか。機関商の連中にはそれがわかっていないのか、簡単に複製が作れるとでも考えているのだろう」

「一応、ヨルクの技術を研究して新型長弓銃を開発しております」

「今回の件はその試験も兼ねたか？」

「はい。改良点はありますが、使えそうです」

「そうか。唯一の朗報だな」

　デュランの表情は言葉とは裏腹に明るくはない。

「だが、ヨルクの方が武器は進んでいるはずだ。油断はできん。我々はエルラ機関に頼りすぎて技術の進歩を止めてしまった……」

　そう言って、デュランはミーガンに告げる。

「おまえのいない間に報告があった。ヨルクが動く。すぐにユーリア地方に赴おもむかねばならん」

「はい」

　ミーガンは表情を引き締め、うなずいた。

「レニア殿にも動いていただかなくてはな」

　デュランの言葉に応じるように、隣室の扉が開いた。

「わかっております」

　現れた女性にミーガンは不審そうな表情をした。見覚えのない若い女だったのだ。二〇代半ばだろうか。すっと通った高い鼻と緩やかなラインを描く顎あご。ミーガンと同じくらいの長身に、細い腰。何よりも憂うれいと気品のある表情は同性から見ても美しい。



    

  
    
      



    

  
    
      「レニア・シャール殿下だ」

　デュランの言葉にミーガンは言葉を失った。

「……まさか――」

　ミーガンが部下に捕らえさせ、王都に連れてきたレニアは自分の母以上の年齢だったはずだ。そして、エルーランは人間より長命だという話を思い出した。

「あのままのお体では長旅は耐えられない。それに王族の帰還なのだからそれらしい姿に戻っていただかなくてはな」

「よくしていただいた礼はさせていただきます」

　年老いた容よう貌ぼうだった時からは想像も出来ない優美な仕草で、レニアは腰を折ってデュランに一礼した。

　ミーガンはその輝かんばかりの顔を硬い表情で見つめていた。



    

  
    
      
あとがき



　さあ、今回もメイルンと穂ほ村むらがお送りします。



　三巻ですっ！　さんかんっ!!　王子を殴る旅も後半にさしかかりました！



　わかったって……。それにしても、なんだか今回はず～っと森の中を歩いてるわね。



　前回が街編だったので、今回は森編です。っていうか、国境に向かっているので、どうしても辺境になっちゃうんですよ。



　ふうん、もっともらしい話ね。ところでさ？



　なんでしょ？



　私はどうしたの？



　はいぃ？　目の前にいますよね？



　そうじゃなくて！　このメイ一家の中で一番セクシーな私がどうして出てこないのって訊きいてるのよ！　姉さんたちまで出てるのに!!　ここんとこ姿が見えないと思ったら、私に黙って出番作る交渉でもしてたのね。



　いやぁ、さすがに一度に五人はウザ……いや、個性が埋没してはマズイかなと。



　この私が埋没するはずないでしょ！　次こそ私を出すのよ！　それで思いっきりセクシーな格好でレネを落として王国を支配。一気に女王になるの!!　わかった!?



　……善処します。



　なんか言った？



　と、とにかく！　次回、最後の王子との最終決戦!!



　私が目当ての読者の皆さん、刮目してよね！
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　穂村元（ほむら・はじめ）

　　どうせ実るなら中身のぎっしり詰まった重たい穂になりたいなーと、映画や小説、コミックで修行の毎日を送る昭和生まれ。獲れた米を秋に仕込んで、ちょうど新酒の時期に三冊目が仕上がりました。磨いた甲斐があると思います。美味しく召し上がっていただけますように。



　イラスト

　千葉サドル（ちば・さどる）

　　大阪在住・福岡出身のイラストレーター。

　　『ヒメゴトシステム』（角川スニーカー文庫）、

　　『欠落フェティシズム』（ガンガンＯＮＬＩＮＥ）、

　　『ありすとＢＯＢＯ』（ＧＡ文庫）、

　　『ロイヤル☆リトルスター』（スーパーダッシュ文庫）、

　　など小説の挿絵をメインに活動中です。
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